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本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

日
本
で
５
月
８
日
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
部
類

が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
５

類
に
移
行
す
る
が
、
日
米
間
の

国
際
線
を
運
航
す
る
航
空
各
社

が
旅
客
増
加
に
対
応
す
る
た
め

相
次
い
で
増
便
や
新
規
就
航
を

発
表
し
て
い
る
。

　

日
本
航
空
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
の
各
国
の
水
際
制
限
緩
和

な
ど
の
環
境
変
化
を
踏
ま
え
、

２
０
２
２
年
度
冬
期
計
画
対
比

で
旅
客
便
の
供
給
量
を
拡
大
す

る
。
特
に
羽
田
路
線
は
、
５
月

28
日
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
線
の

２
便
目
と
な
る
︵
Ｊ
Ｌ
０
０
３

／
０
０
４
便
︶
を
新
規
増
便
す

る
ほ
か
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
線
を

毎
日
２
便
運
航
へ
、
マ
ニ
ラ
線

を
毎
日
運
航
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
増

国
際
線
の
増
便
相
次
ぐ

水
際
対
策
緩
和
で
旅
客
増
に
対
応

　

ト
ラ
イ
ベ
ッ
カ
の
レ
オ
ナ
ー
ド
通
り
56

番
地
︵
チ
ャ
ー
チ
通
り
の
角
︶
に
登
場
し

た
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
﹁
ク
ラ
ウ
ド
ゲ
ー

ト
﹂。
イ
ギ
リ
ス
在
住
の
彫
刻
家
ア
ニ
ッ

シ
ュ
・
カ
プ
ー
ア
に
よ
る
ス
テ
ン
レ
ス
製

の
同
作
品
は
、
シ
カ
ゴ
に
も
あ
り
、﹁
ビ
ー

ン
﹂
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
て
い
る
が
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
版
は 

高
さ
19
フ
ィ
ー
ト

重
さ
40
ト
ン
と
小
さ
く
、
ジ
ェ
ン
ガ
タ

ワ
ー
と
呼
ば
れ
る
高
級
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム

に
潰
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
形
で
設
置
さ
れ

て
い
る
。

　

同
作
品
の
設
置
は
４
年
前
に
始
ま
っ
た

が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
中
断
、
よ
う
や
く

１
月
末
、
完
成
に
至
っ
た
。
早
く
も
イ
ン

ス
タ
映
え
す
る
名
所
と
し
て
多
く
の
人
が

写
真
撮
影
に
訪
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

︵
小
味
か
お
る
、
写
真
も
︶

ス
テ
ン
レ
ス

巨
大
豆
登
場

ト
ラ
イ
ベ
ッ
カ
に
公
共
芸
術

　

劇
場
業
界
団
体
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
ー
・
リ
ー
グ
は
こ
の
ほ
ど
、

18
歳
以
下
は
誰
で
も
無
料
で
ブ

ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
公
演
を
観
劇
で

き
る
﹁
第
25
回
キ
ッ
ズ
・
ナ
イ

ト
・
オ
ン
・
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
﹂

を
３
月
21
日
︵
火
︶
に
開
催
す

る
こ
と
を
発
表
し
た
。
 

　

同
リ
ー
グ
の
シ
ャ
ー
ロ
ッ

ト
・
セ
ン
ト
・
マ
ー
テ
ィ
ン
会

長
は
声
明
で
﹁
同
イ
ベ
ン
ト
に

は
こ
れ
ま
で
18
万
２
７
４
７
人

が
参
加
し
た
。
私
た
ち
の
調
査

で
は
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
観
客

の
63
・
５
％
が
子
供
の
頃
に
観

劇
の
経
験
が
あ
る
と
回
答
し
て

お
り
、観
劇
や
芸
術
の
習
慣
は
、

学
業
や
高
校
卒
業
率
、
更
な
る

幸
せ
な
ど
、
子
供
た
ち
の
将
来

に
良
い
影
響
と
な
る
だ
ろ
う
﹂

と
伝
え
て
い
る
。
一
夜
限
り
の

同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
レ
ス
ト
ラ

ン
の
割
引
や
劇
場
内
で
の
参
加

型
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
提
供
も
企

画
。
無
料
に
な
る
公
演
は
明
ら

か
に
な
っ
て
い
な
い
。
詳
細
は

kidsn
ig

h
ton

broadw
ay

.
com

を
参
照
す
る
。
 

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
３
月
21
日
限
定

18
歳
以
下
無
料
で
観
劇

便
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
羽
田
路

線
の
運
航
便
数
は
コ
ロ
ナ
前
の

約
１
・
５
倍
に
拡
大
と
な
る
。

ま
た
同
日
か
ら
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・

ケ
ネ
デ
ィ
国
際
空
港
で
の
使
用

タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
従
来
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
１
か
ら
ア
メ
リ
カ
ン
航

空
と
同
じ
タ
ー
ミ
ナ
ル
８
に
移

転
す
る
。
さ
ら
に
冬
期
ダ
イ
ヤ

中
に
、
羽
田
＝
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
線
に
エ
ア
バ
ス
Ａ
３
５
０-

１
０
０
０
型
機
が
就
航
す
る
。

今
年
春
に
羽
田
空
港
国
際
線
サ

ク
ラ
ラ
ウ
ン
ジ
を
拡
張
オ
ー
プ

ン
す
る
予
定
だ
︵
関
連
記
事
５

面
に
︶。

　

全
日
本
空
輸
︵
Ａ
Ｎ
Ａ
︶
は 

3
月
26
日
か
ら
、
ジ
ョ
ン
・

Ｆ
・
ケ
ネ
デ
イ
＝
羽
田
線
を

現
行
の
7
往
復
／
週
︵
Ｎ
Ｈ

１
０
９
／
１
１
０
便
︶
か
ら
3

往
復
／
週
︵
Ｎ
Ｈ
１
５
９
／

１
６
０
便
︶
を
増
便
し
、
週

10 

便
運
航
す
る
。
9 

月
よ
り

さ
ら
に
4 

便
増
便
し
、
毎
日

2 

往
復
運
航
す
る
。 

4 

月
20 

日
か
ら
２
０
２
０ 

年
3 

月
ぶ

り
に
エ
ア
バ
ス
Ａ
３
８
０ 

型

機
﹁FLY

IN
G

 H
O

N
U

﹂
を

毎
日
運
航
す
る
。
ま
た
、
東

京
︵
羽
田
・
成
田
︶
＝
ホ
ノ
ル

ル
線
の
ダ
ブ
ル
デ
イ
リ
ー
運
航

に
加
え
、
7 

月
21 

日
か
ら
成

田
＝
ホ
ノ
ル
ル
Ｎ
Ｈ
１
８
２
／

１
８
１ 

便
の
運
航
を
再
開
し
、

夏
休
み
期
間
は
羽
田
・
成
田
発

着
合
計
で
毎
日
3 

往
復
運
航

す
る
︵
関
連
記
事
７
面
に
︶。

　

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
は
１
月

５
日
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク

〜
羽
田
路
線
を
週
3
便
体
制

で
開
設
し
た
。
こ
の
路
線
は

２
０
２
０
年
3
月
29
日
か
ら
就

航
予
定
だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
急
激
な
拡
大
に
よ

り
延
期
さ
れ
、
約
2
年
10
か
月

ぶ
り
で
の
開
設
と
な
っ
た
︵
本

紙
１
月
21
日
号
既
報
︶。

　

デ
ル
タ
航
空
は
3
月
25
日
か

ら
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
＝
羽
田
が
毎

日
の
運
航
を
再
開
、
4
月
1
日

か
ら
ホ
ノ
ル
ル
＝
羽
田
便
も
毎

日
運
航
す
る
。

　

利
用
客
の
動
き
も
活
発
に
な

っ
て
い
る
。
日
系
旅
行
代
理
店

の
ア
ム
ネ
ッ
ト
は
２
月
４
日
に

日
本
行
き
航
空
券
の
ス
ー
パ
ー

セ
ー
ル
を
３
年
ぶ
り
に
再
開
さ

せ
た
。
同
社
の
中
川
扶
二
夫
社

長
は
﹁
需
要
の
高
ま
り
を
実
感

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
ニ
ュ
ー

ア
ー
ク
か
ら
の
羽
田
便
就
航
が

悲
願
だ
っ
た
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航

空
の
チ
ケ
ッ
ト
を
応
援
セ
ー
ル

販
売
し
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ｆ
Ｋ
発

の
日
系
航
空
会
社
や
ラ
ガ
ー
デ

ィ
ア
か
ら
の
デ
ル
タ
航
空
も
売

り
ま
す
よ
。
航
空
券
の
値
段
が

高
止
ま
り
し
て
い
る
の
で
本
格

的
に
需
要
が
戻
っ
て
く
る
に
は

時
間
が
必
要
で
す
が
、
旅
行
熱

は
確
実
に
上
向
き
﹂
と
話
す
。

　

３
日
間
で
予
約
１
０
０
０
件

　

ア
ム
ネ
ッ
ト
の
セ
ー
ル
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
は
６
日
ま
で
の
３

日
間
で
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
の

日
米
往
復
航
空
券
１
０
０
０
枚

以
上
の
予
約
が
殺
到
し
た
。
同

社
の
予
約
担
当
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
岡
山
和
正
さ
ん
に
よ
る
と
、

セ
ー
ル
ス
開
始
と
同
時
に
３
日

間
電
話
が
鳴
り
止
ま
ず
、
ス
タ

ッ
フ
が
予
約
注
文
の
対
応
に
追

わ
れ
た
と
い
う
。
今
回
発
売
し

た
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
の
航
空

券
が
８
月
20
日
ま
で
に
出
発
と

他
の
航
空
会
社
よ
り
長
か
っ
た

こ
と
、
セ
ー
ル
価
格
が
日
米
往

復
で
１
０
７
０
ド
ル
と
他
社
の

半
額
に
近
い
価
格
だ
っ
た
こ
と

も
理
由
で
﹁
皆
さ
ん
待
っ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
ね
﹂
と
嬉
し
い

悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
。

https://nipponexpressusa.com/
https://www.restaurantnippon.com/
https://www.slidemethod.com/countdown
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
kidsnightonbroadway.com
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街角ファッション
動画DE チェック⑱

動画
インタビュー https://www.youtube.com/watch?v=Fw76e9CIleA

Ｎ
Ｙ
Ｕ
の
学
生
が
女
子
会
へ

て
い
る
。
ど
れ
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
に
敏
感
な
若
い
ア
メ
リ
カ
人

女
性
に
人
気
の
ブ
ラ
ン
ド
。
中

で

もPR
E

T
T

Y
 LIT

T
LE

 
T

H
IIN

G

は
エ
ク
ス
ト
ラ
ス

モ
ー
ル
サ
イ
ズ
も
充
実
し
て
お

り
、
日
本
人
女
性
に
も
お
勧
め

だ
。﹁
Ｈ
＆
Ｍ
も
好
き
よ
。
ル

ー
ム
メ
ー
ト
が
バ
イ
ト
し
て

て
、
よ
く
フ
リ
ー
サ
ン
プ
ル
を

も
ら
え
る
か
ら
︵
笑
︶﹂。
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
在
住
だ
が
、
ゴ
ー
ジ

ャ
ス
な
街
の
雰
囲
気
を
堪
能
し

な
が
ら
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
ソ

ー
ホ
ー
へ
、
昔
な
が
ら
の
落
ち

着
い
た
街
並
み
を
楽
し
み
た
い

と
き
に
は
ア
ッ
パ
ー
イ
ー
ス
ト

に
繰
り
出
す
。
静
か
な
夜
の
金

融
街
も
お
気
に
入
り
で
都
会
の

喧
騒
に
疲
れ
た
ら
足
を
運
ぶ
そ

う
だ
。﹁
こ
れ
か
ら
ル
ー
ム
メ

ー
ト
と
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
に
ペ

イ
ス
ト
リ
ー
と
ホ
ッ
ト
チ
ョ
コ

を
食
べ
に
行
く
の
。
今
夜
は
そ

の
ま
ま
女
子
会
よ
﹂。
美
し
い

街
並
み
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と

食
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
魅
力
は

尽
き
な
い
。

︵W
ear 2Next

チ
ー
ム
／
ア
パ

レ
ル
業
界
関
係
者
に
よ
る
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
研
究
チ
ー
ム
︶

　

暖
冬
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
。
ミ

ッ
ド
タ
ウ
ン
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

公
立
図
書
館
前
で
お
め
か
し
を

し
た
Ｎ
Ｙ
Ｕ
の
学
生
が
ポ
ー
ズ

を
取
り
な
が
ら
交
代
で
写
真
撮

影
を
し
て
い
た
。
﹁
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
？ 

ぜ
ひ

お
願
い
！ 

で
も
日
没
ま
で
に

終
わ
ら
せ
て
ね
、
も
っ
と
写

真
撮
り
た
い
か
ら
﹂
。
い
え
い

え
、
そ
こ
ま
で
時
間
は
か
か
り

ま
せ
ん
よ
…
！ 

と
い
う
こ
と

で
ス
タ
ー
ト
。
ア
マ
ゾ
ン
で
購

入
し
た
深
紅
の
レ
ザ
ー
パ
ン
ツ

に
カ
ラ
ー
マ
ッ
チ
し
た
ス
ニ
ー

カ
ー
は
ナ
イ
キ
の
エ
ア
ジ
ョ
ー

ダ
ン
。
ト
ッ
プ
ス
は
黒
の
コ
ル

セ
ッ
ト
と
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て

自
分
で
縫
製
し
た
タ
イ
ト
な
ロ

ン
グ
ス
リ
ー
ブ
ニ
ッ
ト
。
そ

し
て
本
日
の
服
装
に
コ
ー
デ

し
た
赤
や
ピ
ン
ク
の
リ
ン
グ

や
ネ
ッ
ク
レ
ス
。
普
段
は
カ

ジ
ュ
ア
ル
に
着
れ
るZA

R
A

の
他
にT

A
R

A
 JA

R
M

O
N

、
SA

N
D

R
O

、B
E

R
SH

K
A

、

M
ISSG

U
ID

E
D

、PR
E

T
T

Y
 

L
IT

T
L

E
 

T
H

IN
G

、

N
A

ST
Y

 G
A

L

を
好
ん
で
着

　

バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
小
澤
真
智

子
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
松
村
牧
亜
の

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
タ
ン
ゴ
デ
ュ
オ

﹁M
2duO

﹂
が
11
日
︵
土
︶
午

後
７
時
か
ら
、
ロ
ッ
ク
ウ
ッ
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
ス
テ

ー
ジ
３
︵
ア
レ
ン
通
り
１
９
６

番
地
︶
に
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
行

う
。
小
澤
と
松
村
が
東
京
藝
術

大
学
を
卒
業
後
、
ジ
ュ
リ
ア
ー

ド
音
楽
院
在
学
中
に
意
気
投
合

し
結
成
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
。
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
の
作
曲
家
ア
ス
ト
ー

ル
・
ピ
ア
ソ
ラ
や
、
日
本
の
歌

の
タ
ン
ゴ
調
ア
レ
ン
ジ
、
小
澤

と
松
村
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

﹁
ハ
バ
ナ
・
マ
ー
ダ
ー
・
ミ
ス

テ
リ
ー
﹂
や
﹁
サ
ク
ラ
タ
ン
ゴ
﹂

小
澤
真
智
子
と
松
村
牧
亜

タ
ン
ゴ
デ
ュ
オ
11
日
に
公
演

 千葉真知子の

 ART COOKING

　

エ
ビ
と
葱
を
加
え
た
す
り
身

は
エ
ビ
の
歯
ご
た
え
が
美
味
し

さ
を
増
し
ま
す
。
エ
ビ
の
代
わ

り
に
生
の
ホ
タ
テ
も
お
す
す
め

で
す
。

材料

白身魚すり身 ......250g
葱みじん切り 大さじ２
車エビ .................. 3 尾
片栗粉 .......... 大さじ１
塩 ........................ 少々
オリーブオイル .. 適宜

白
身
魚
の
は
ん
ぺ
ん

作
り
方

１　

エ
ビ
は
殻
を
む
い
て
背
ワ

タ
を
取
り
除
き
、
１
セ
ン
チ
に

切
る
。

２　

ボ
ー
ル
に
魚
の
す
り
身
、

①
の
エ
ビ
、
葱
み
じ
ん
切
り
、

塩
、
片
栗
粉
を
加
え
て
、
手
で

よ
く
混
ぜ
る
。

３　

手
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を

少
々
塗
り
、
②
の
す
り
身
を
小

判
型
に
形
を
整
え
る
。

４　

フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
を
少
々
入
れ
て
熱
し
た

ら
、
③
の
小
判
型
の
す
り
身
を

入
れ
て
両
面
き
つ
ね
色
に
焼

く
。

５　

す
り
身
は
そ
の
ま
ま
い
た

だ
く
。
ま
た
は
醤
油
少
々
で
い

た
だ
く
。
醤
油
、
酢
、
ラ
ー
油

少
々
の
た
れ
も
お
す
す
め
で

す
。

な
ど
を
演
奏
す
る
。
入
場
料
は

20
ド
ル
プ
ラ
ス
２
ド
リ
ン
ク
ミ

ニ
マ
ム
。
前
売
り
券
問
い
合
わ

せ
はsakuratango@

gm
ail.

com

ま
で
。　

　

ま
た
18
日
︵
土
︶
午
後
７
時

か
ら
、Steel W

ig

︵
８
番
街

９
３
９
番
地
︶
で
小
澤
の
レ
コ

ー
ド
レ
ー
ベ
ルC

om
posers 

C
oncordance

主
催
の
コ
ン

サ
ー
ト
﹁
タ
ン
ゴ
﹂
が
開
催
さ

れ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ソ
ロ

バ
イ
オ
リ
ン
の
た
め
の
３
楽
章

﹁
タ
ン
ゴ
・
イ
ン
・
フ
ァ
イ
ブ
﹂、

小
澤
真
智
子
の
新
曲
な
ど
。
小

澤
の
ほ
か
ジ
ェ
イ
・
ジ
ェ
フ
リ

ー
︵
ピ
ア
ノ
︶
が
出
演
す
る
。

　

入
場
料
は
20
ド
ル
︵
チ
ケ
ッ

ト
限
定
10
枚
︶。
ラ
イ
ブ
ス
ト

リ
ー
ム
で
コ
ン
サ
ー
ト
鑑
賞
可

能
。
詳
細
はhttps://w

w
w

.
eventbrite.com

/e/tango-
tickets-516047902167

https://hinomaru-limo.com/
https://sobaya.square.site/
tel:2019438003
mailto:meiseimotors@aol.com
http://jch-tomo.org/
https://www.eventbrite.com/e/in-person-shochusday-tickets-516287027397
https://www.youtube.com/watch?v=Fw76e9CIleA
https://www.eventbrite.com/e/tango-tickets-516047902167
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ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
︵
Ｊ
Ｓ
︶
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ

ャ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ツ
﹁
坂 

茂
：

T
im

ber in A
rchitecture

﹂

と
題
し
た
講
演
会
が
27
日
︵
月
︶

午
後
６
時
30
分
か
ら
、Ｊ
Ｓ︵
東

47
丁
目
３
３
３
番
地
︶
に
て
開

催
さ
れ
る
。
建
築
界
の
ノ
ー
ベ

ル
賞
と
う
た
わ
れ
る
プ
リ
ツ
カ

ー
賞
受
賞
者
で
あ
る
国
際
的
な

建
築
家
・
坂
氏
は
、
そ
の
革
新

的
な
木
材
の
使
い
方
で
知
ら
れ

て
い
る
。
木
材
建
築
は
自
然
で

美
し
い
だ
け
で
な
く
、
近
年
の

気
候
変
動
へ
の
対
応
策
と
し
て

環
境
に
配
慮
し
た
も
の
づ
く
り

の
ツ
ー
ル
と
し
て
重
要
視
さ
れ

て
い
る
。

　

講
演
で
は
、
坂
氏
の
建
築

に
お
け
る
木
材
の
利
用
可
能

性
、
建
築
技
術
を
用
い
た
災
害

支
援
活
動
、
そ
し
て
建
築
を
通

じ
た
持
続
可
能
な
未
来
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
し
を

聞
く
。
司
会
は
、
ク
ー
パ
ー
・

ヒ
ュ
ー
イ
ッ
ト
・
ス
ミ
ソ
ニ
ア

ン
・
デ
ザ
イ
ン
博
物
館
キ
ュ
レ

ト
リ
ア
ル
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
代

理
の
マ
テ
ィ
ル
ダ
・
マ
ッ
ケ
イ

ド
氏
。
講
演
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
で
は
サ
イ
ン
本
の
販
売
も
行

わ
れ
る
。
講
演
は
英
語
。

　

入
場
料
は
一
般
15
ド
ル
、

Ｊ
Ｓ
会
員
・
学
生
・
シ
ニ
ア

は
12
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.
JapanSociety.org

を
参
照
。

坂茂氏が講演
ジャパン・ソサエティーで 27 日

木材建築の美を語る

©Swatch
　

日
本
航
空
は
１
日
、
日
本
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
コ
ー
ヒ
ー
協
会

理
事
長
で
Ｊ
Ａ
Ｌ
コ
ー
ヒ
ー
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
のJosé

川
島
良

彰
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
冬
の

特
別
企
画
﹁
美
味
し
い
コ
ー
ヒ

ー
の
楽
し
み
方
講
座
﹂
を
日
本

ク
ラ
ブ
で
開
催
し
た
。
当
日
は

31
人
が
参
加
し
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
フ
ァ

ー
ス
ト
ク
ラ
ス
の
コ
ー
ヒ
ー
と

軽
食
を
楽
し
み
な
が
ら
川
島
さ

ん
の
講
演
を
楽
し
ん
だ
。

　

川
島
さ
ん
は
、
コ
ー
ヒ
ー
に

ま
つ
わ
る
話
や
美
味
し
い
コ
ー

ヒ
ー
の
選
び
方
、
淹
れ
方
に
つ

い
て
解
説
し
た
。
コ
ー
ヒ
ー
の

ほ
と
ん
ど
が
発
展
途
上
国
で
生

産
さ
れ
、
先
進
国
で
消
費
さ
れ

て
い
る
と
話
し
、
適
正
価
格
で

取
引
さ
れ
ず
に
、
生
産
農
家
が

苦
労
す
る
と
い
う
現
実
が
あ
る

中
で
、
川
島
さ
ん
自
身
は
﹁
生

産
者
と
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
豆

を
作
り
、
品
質
に
見
合
っ
た
価

格
で
の
取
引
と
な
る
よ
う
に
主

導
し
て
い
る
﹂
な
ど
世
界
の
コ

ー
ヒ
ー
を
取
り
巻
く
事
情
と
取

り
組
み
を
話
し
た
。

　

実
演
で
は
﹁
コ
ー
ヒ
ー
は
フ

ル
ー
ツ
で
あ
り
、
熟
度
で
品
質

が
決
ま
る
﹂
と
し
て
︵
１
︶
欠

け
豆
、
割
れ
豆
、
虫
食
い
豆
は
、

味
を
落
と
す
の
で
挽
く
前
に
取

り
除
く
こ
と
︵
２
︶
コ
ー
ヒ
ー

を
淹
れ
る
お
湯
の
適
温
は
87
℃

前
後
︵
３
︶
最
初
は
少
量
の

お
湯
を
か
け
30
秒
程
蒸
ら
す
、

︵
４
︶
そ
の
後
ゆ
っ
く
り
湯
面

の
高
さ
を
維
持
し
な
が
ら
フ
ィ

ル
タ
ー
に
直
接
か
け
な
い
よ
う

に
円
を
描
く
よ
う
に
注
い
で
い

く
こ
と
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
。

　

コ
ー
ヒ
ー
の
美
味
し
さ
と
深

さ
を
堪
能
し
た
あ
と
は
、
会
場

の
参
加
者
と
川
島
さ
ん
の
間

で
、
コ
ー
ヒ
ー
生
産
の
歴
史
や

こ
れ
か
ら
の
発
展
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
﹁
川
島
さ
ん
ご

自
身
が
１
９
７
５
年
に
エ
ル
・

サ
ル
バ
ド
ル
国
立
コ
ー
ヒ
ー
研

究
所
で
学
ば
れ
て
い
た
際
、
内

戦
に
巻
き
込
ま
れ
る
な
ど
、
命

の
危
険
を
感
じ
な
が
ら
も
コ
ー

ヒ
ー
に
熱
い
情
熱
を
注
ぎ
続
け

て
き
た
と
い
う
こ
と
に
深
い
感

銘
を
覚
え
ま
し
た
﹂
と
言
う
声

が
聞
か
れ
た
。

美味しいコーヒーの
楽しみ方講座

JAL が川島氏講師に

https://www.nipponclub.org/
https://shopnyseikatsu.com/
http://www.JapanSociety.org
http://www.JapanSociety.org
http://www.JapanSociety.org
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ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
不

法
に
ア
ク
セ
ス
、
個

人
情
報
や
ビ
ジ
ネ
ス

情
報
の
取
得
を
試
み

る
行
為
が
日
に
日

に

増

し

て

い

る
。
そ
う
い
っ

た
脅
威
か
ら
身

を
守
る
た
め
に

サ
イ
ト
管
理
者

と
し
て
、
あ
る

い
は
企
業
に
勤

め
る
社
員
の
一
人
と
し

て
、
ど
の
よ
う
な
事
に
留

意
す
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う

か
？ 

二
回
に
わ
た
り
記

し
た
い
と
思
う
。
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
虚
弱
性
を
狙
っ

た
ハ
ッ
カ
ー
達
。
そ
の
標

的
は
今
や
大
組
織
を
相
手

に
し
た
も
の
だ
け
で
は
な

く
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の

た
め
に
潤
沢
な
費
用
を
掛

け
ら
れ
な
い
、
中
小
組
織

を
狙
っ
た
も
の
に
も
拡
が

っ
て
き
て
い
る
。
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
仕
掛
け
ら
れ
る

攻
撃
は
、
大
ま
か
に
分
け
る

と
、
サ
イ
ト
か
ら
不
法
取
得
し

た
連
絡
先
情
報
を
基
に
大
量
の

ジ
ャ
ン
ク
メ
ー
ル
を
一
斉
送
信

す
る
と
い
っ
た
、
自
動
化
さ
れ

た
タ
ス
ク
を
実
行
す
る
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
で
あ
る
﹁
ボ
ッ
ト
﹂、

特
定
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
機
能

停
止
さ
せ
る
た
め
に
、
大
量
の

ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
集
中
的
に
送

り
込
む
分
散
型
サ
ー
ビ
ス
妨
害

︵D
D

oS

︶
攻
撃
、
公
開
さ
れ

て
い
る
脆
弱
性
を
つ
い
て
サ
イ

ト
内
部
に
侵
入
し
、
ユ
ー
ザ
ー

の
機
密
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
た

り
、
悪
質
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

ユ
ー
ザ
ー
を
誘
導
し
た
り
す
る

Ｓ
Ｑ
Ｌ
イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
や

ク
ロ
ス
サ
イ
ト
ス
ク
リ
プ
テ
ィ

ン
グ
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
悪
質

な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
イ
ン
ス
ト

ー
ル
し
、
外
部
か
ら
の
機
能
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
個
人
情
報
へ

の
ア
ク
セ
ス
、
情
報
を
ロ
ッ
ク

し
人
質
に
す
る
︵
ラ
ン
サ

ム
ウ
ェ
ア
︶
こ
と
を
可
能

と
す
る
マ
ル
ウ
ェ
ア
攻
撃

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

何
や
ら
物
騒
な
話
を
羅

列
し
て
し
ま
っ
た
が
、
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
管
理
者
が
出

来
る
こ
と
は
、
使
用
し
て

い
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を

最
新
の
も
の
に
保
つ
こ

と
に
加
え
、
ホ
ス
テ
ィ

ン
グ
会
社
が
有
償
で
提

供
す
るB

asic W
ebsite 

Security

の
よ
う
な
サ

ー
ビ
ス
に
加
入
し
て
お
く

こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
は
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
と
外
部
と
の
間
の

フ
ィ
ル
タ
役
と
し
て
悪
質

な
攻
撃
の
検
出
や
防
御
を

行
な
う
ほ
か
、
攻
撃
を
受

け
て
し
ま
っ
た
場
合
の
修

復
機
能
を
含
ん
で
い
る
も
の
も

あ
る
。
費
用
は
年
間
数
百

ド
ル
か
ら
と
安
く
は
無
い

が
、
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な

し
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
は

無
い
だ
ろ
う
か
。
次
回
は

企
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
守

る
た
め
に
社
員
が
出
来
る

こ
と
、
に
つ
い
て
記
述
す

る
。︵
え
が
わ
・
な
か
ば

／
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
︶

 江川央の DIGITAL 最前線

 www.egawanakaba.com

悪質なハッカー達から身を守る。
その基本とは？（1）

　

外
国
為
替
に
関
し
て
は
予
想

は
概
し
て
外
れ
る
こ
と
が
多

く
﹁
一
寸
先
は
闇
﹂
と
考
え
て

お
く
の
が
正
し
い
。
そ
ん
な
中

で
、
２
月
10
日
に
発
表
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い
た
、
日
本
銀
行

の
人
事
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き

た
。
黒
田
東
彦
総
裁
の
退
任
が

既
定
路
線
と
な
る
中
で
、
後
継

は
雨
宮
正
佳
副
総
裁
と
な
る
模

様
だ
。

　

こ
の
間
、
日
本
社
会
全
体
で

は
、
円
安
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
指

摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

い
る
。
だ
が
、
と
り
あ
え
ず
４

月
の
統
一
地
方
選
を
考
え
る
と

輸
出
や
観
光
産
業
に
配
慮
し

て
、
円
安
政
策
を
継
続
す
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
今
回
の
人
事
か
ら
は
、
そ

ん
な
政
権
の
思
惑
が
透
け
て
見

え
る
。
市
場
も
そ
う
し
た
気
配

を
汲
み
取
っ
て
、
人
事
が
漏
れ

た
段
階
で
更
に
一
段
の
円
安
が

進
ん
だ
。
一
部
の
報
道
で
は
、

市
場
に
は
日
銀
が
現
状
を
維
持

す
る
と
い
う
﹁
安
心
感
﹂
が
出

て
い
る
と
い
う
。

　

で
は
、
こ
の
ま
ま
政
府
日
銀

は
、
円
安
政
策
を
継
続
し
て
も

構
わ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
仮
に

そ
う
だ
と
し
て
、
Ｎ
Ｙ
の
日
系

社
会
に
は
、
ど
ん
な
影
響
が
あ

る
の
か
、
こ
の
機
会
に
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
お
き
た

い
。

　

ま
ず
、
日
本
経
済
に
お
い
て

は
、
賃
金
の
上
昇
を
イ
ン
フ
レ

率
が
上
回
る
﹁
悪
し
き
イ
ン
フ

レ
﹂
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
原
因
の
多
く
が
、
輸
入
に
頼

る
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
コ
ス
ト

だ
と
考
え
る
と
、
こ
の
先
も
円

安
政
策
を
継
続
す
る
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
の
圧
迫
が
家
計

と
、
企
業
収
益
を
更
に
悪
化
さ

せ
る
懸
念
が
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
加
え
て
、
木
材
、
小
麦
、

大
豆
な
ど
日
本
の
日
常
生
活
に

欠
か
せ
な
い
輸
入
資
源
に
関
し

て
﹁
円
安
に
よ
っ
て
日
本
が
買

い
負
け
る
﹂
現
象
が
指
摘
さ
れ

て
い
た
が
、
こ
う
し
た
問
題
も

更
に
続
く
可
能
性
が
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
円
高
に
な
る

と
輸
出
産
業
は
不
利
に
な
る
。

だ
が
、
日
本
発
の
多
国
籍
企
業

は
、
円
高
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
打

ち
消
す
た
め
に
良
く
も
悪
く
も

﹁
空
洞
化
﹂
を
進
め
て
き
た
。

そ
の
た
め
も
あ
っ
て
、
円
高
に

振
れ
た
場
合
の
影
響
は
軽
減
さ

れ
て
い
る
。
一
番
影
響
が
あ
る

の
は
、
日
本
発
の
多
国
籍
企
業

で
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
期
間
を

通
じ
て
、
円
建
て
の
﹁
連
結
決

算
﹂
を
見
か
け
上
大
き
く
膨
張

さ
せ
て
き
た
。
今
回
、
仮
に
円

安
政
策
を
﹁
止
め
ら
れ
な
い
﹂

の
で
あ
れ
ば
、
多
国
籍
企
業
の

円
建
て
業
績
の
問
題
も
一
つ
の

原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
考
え
て

み
れ
ば
決
算
期
が
３
月
に
迫
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

　

今
年
に
入
っ
て
急
速
に
拡
大

し
て
い
る
訪
日
外
国
人
の
観
光

だ
が
、
円
高
に
な
れ
ば
確
か

に
﹁
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
﹂
に

は
不
利
と
な
る
。
仮
に
旅
行
予

算
が
ド
ル
建
て
の
旅
行
者
の
場

合
、
円
高
期
に
訪
日
す
れ
ば
何

も
か
も
が
高
く
感
じ
ら
れ
る
だ

ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
点
に
関
し

て
は
、
現
在
の
﹁
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
﹂
の
旺
盛
な
需
要
と
購
買
力

を
考
え
る
と
、
多
少
の
円
高
は

吸
収
し
て
し
ま
う
勢
い
が
あ

る
。
こ
の
間
、
コ
ロ
ナ
禍
の
前

後
も
円
安
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

後
押
し
し
て
き
た
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
が
、
か
と
い
っ
て
観

光
産
業
を
維
持
す
る
た
め
に
円

安
を
続
け
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
の
は
、
少
し
違
う
と
思

わ
れ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
日
系
社
会
と
し

て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

間
、
コ
ロ
ナ
禍
の
以
前
か
ら
円

安
の
た
め
訪
米
観
光
客
は
ジ
リ

貧
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
コ

ロ
ナ
禍
と
、
治
安
の
悪
化
と
い

っ
た
条
件
が
重
な
っ
て
、
日
本

か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
の
観
光
は
ほ

ぼ
全
滅
と
い
う
時
期
が
続
い

た
。
こ
れ
が
円
高
に
な
れ
ば
、

反
転
し
て
ゆ
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
全
米
の
中
で
も
と
り
わ

け
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
場
合
は
、

平
時
で
あ
れ
ば
国
際
金
融
都
市

で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
世
界

有
数
の
国
際
観
光
都
市
で
も
あ

っ
た
。

　

縮
小
傾
向
に
あ
っ
た
と
は
言

え
、
そ
の
中
で
日
本
か
ら
の
観

光
客
の
も
た
ら
す
経
済
効
果
は

決
し
て
小
さ
く
は
な
か
っ
た
。

一
旦
ゼ
ロ
と
な
っ
た
そ
の
効
果

が
、
円
高
に
な
れ
ば
再
び
勢
い

を
持
つ
で
あ
ろ
う
し
、
こ
れ
は

日
系
社
会
だ
け
で
な
く
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
都
市
経
済
の
再
生

に
お
い
て
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー

と
な
る
。
こ
の
春
、
ア
メ
リ
カ

で
は
Ｗ
Ｂ
Ｃ
が
行
わ
れ
、
日
米

に
お
け
る
野
球
の
交
流
は
更
に

高
い
関
心
を
呼
ぶ
に
違
い
な

い
。
そ
ん
な
中
で
、
メ
ッ
ツ
に

は
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
か
ら
千
賀
滉

大
投
手
が
移
籍
し
て
く
る
。
千

賀
投
手
の
活
躍
す
る
姿
を
追
っ

て
シ
テ
ィ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
日

本
か
ら
の
応
援
が
増
え
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
が
、
円
安
が
継

続
す
る
中
で
は
難
し
い
か
も
し

れ
な
い
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
、
で
は
仮

に
雨
宮
氏
が
総
裁
に
な
っ
て
円

安
政
策
を
志
向
し
た
と
し
て
、

本
当
に
そ
の
通
り
に
為
替
レ
ー

ト
の
現
状
維
持
が
可
能
な
の
だ

ろ
う
か
。
日
本
円
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
短
期
的
に
は
円
高
圧

力
が
あ
る
一
方
で
、
こ
の
ま
ま

競
争
力
が
低
迷
す
る
と
中
長
期

で
は
一
層
の
円
安
か
ら
ハ
イ
パ

ー
イ
ン
フ
レ
に
進
む
危
険
も
あ

る
。
実
は
、
現
状
維
持
と
い
う

の
が
一
番
難
し
い
と
い
う
見
方

も
可
能
で
あ
り
、
仮
に
岸
田
政

権
が
４
月
の
統
一
地
方
選
と
い

う
極
め
て
短
期
の
思
惑
か
ら
通

貨
政
策
を
考
え
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
何
と
も
心
も
と
な
い
。

と
に
か
く
、
新
総
裁
の
手
腕
に

期
待
す
る
し
か
な
い
。

︵
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
︶

引
き
続
き
﹁
円
安
﹂
で
本
当
に
良
い
の
か
？

あ
め
り
か
時
評

閑
話
休
題

冷
泉
彰
彦

　

一
般
法
人
自
治
体
国
際
化
協

会
︵
ク
レ
ア
︶
が
主
催
す
る

﹁
２
０
２
３
日
本
ふ
る
さ
と
名

産
食
品
展
・
イ
ン
・
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
﹂
が
23
日
︵
木
︶
か
ら
26

日
︵
日
︶
ま
で
の
４
日
間
、
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る
ジ
ャ
パ
ン

ビ
レ
ッ
ジ
︵934 3rd A

ve.

︶

の
ザ
・
ロ
フ
ト
に
て
開
催
さ
れ

る
。
11
自
治
体
／
20
事
業
者
に

よ
る
日
本
各
地
の
名
産
品
を
集

め
た
物
産
展
で
、
地
域
特
産
品

の
実
食
・
販
売
が
行
わ
れ
る
。

時
間
は
正
午
か
ら
、
23
日
・
24

日
が
午
後
７
時
ま
で
、
25
日
が

午
後
８
時
ま
で
、
26
日
は
午
後

６
時
ま
で
。
出
展
商
品
は
、
岩

手
県
か
ら
︵
株
︶
ミ
ナ
ミ
食
品

の
南
部
ゆ
ば
、
神
奈
川
県
か

ら
︵
株
︶
ナ
チ
ュ
レ
の
桜
ゼ

リ
ー
や
湘
南
ゴ
ー
ル
ド
ゼ
リ

ー
、
福
井
県
か
ら
︵
株
︶
ベ
ン

ト
フ
ォ
ー
ク
の
お
米
の
シ
フ
ォ

ン
ケ
ー
キ
、
和
歌
山
県
か
ら
マ

ル
ヤ
マ
食
品
株
式
会
社
の
紀

州
梅
、
福
岡
市
か
ら
西
福
製

菓
株
式
会
社
の
八
女
抹
茶
な

ど
、
66
品
が
購
入
で
き
る
。
入

場
無
料
。
出
展
者
・
商
品
な

ど
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://japanfoodculture.
org/prom

otional-events/
JLS2023

 ■在NY日本国総領事館＝(212)371-
8222 ■NY日本商工会議所＝(212)246-
8001 ■日本クラブ＝(212)581-2223
 ■NY日系人会＝(212)840 -6942 ■
ジェトロ＝(212)997-0400■ジャパ
ン・ソサエティー＝(212)832-1155

 ■ 日 米 ソ ー シ ャ ル ・ サ ー ビ ス ( J A S
SI)＝(212)442-1541 ■日米カウンセ
リングセンター＝(212)720-4560 ■
教育文化交流センター教育相談室＝
(914)305-2411 ■ウーマンカインド＝
DV日本語ホットライン(888)888-7702
 ■アガペハウス＝世界規模の駆け込み
寺「日本語110番」: www.Jhelp.com

「たすけて」■APICHA＝(866)274-
2429■乳がん相談 BCネットワーク
＝info@bcnetwork.org■NY日本人
教育審議会＝(914)921-0350■同機関
運営＝NY日本人学校(203)629-9039
 ■NJ日本人学校＝(201 )405 -0888
■NY補習授業校＝(914)636 -3770  
■NJ補習授業校＝(201)585-0555。

 公共サービス連絡先

日本ふるさと
名産食品展
23日から26日まで

ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
で

自
治
体
国
際
化
協
会
主
催

　

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総

領
事
館
は
、
3
月
に
全
米
各
地

で
﹁
春
の
一
日
領
事
館
︵
領
事

出
張
サ
ー
ビ
ス
︶﹂
を
開
催
す

る
。
利
用
可
能
な
サ
ー
ビ
ス

は
、
在
外
選
挙
人
登
録
申
請
等

の
受
付
、パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
、

証
明
書
の
交
付
と
受
付
。
一
日

領
事
館
を
利
用
し
て
新
し
い
パ

ス
ポ
ー
ト
や
各
種
証
明
を
受
け

取
る
場
合
の
申
請
書
類
は
、
各

開
催
日
の
２
週
間
前
の
金
曜
ま

で
に
領
事
館
必
着
に
て
郵
送
す

る
。
来
場
時
は
要
マ
ス
ク
着

用
。
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
状
況
が
急
拡
大
す

る
等
、
十
分
な
安
全
確
保
が
で

き
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に

は
、
領
事
出
張
サ
ー
ビ
ス
を
延

期
又
は
中
止
す
る
こ
と
も
あ
り

得
る
と
し
て
い
る
。

　

会
場
は
次
の
通
り
。
３
月
４

日
︵
土
︶
午
前
10
時
〜
午
後

１
時 

Ｎ
Ｙ
州
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー

︵
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
・
エ
ア
ポ
ー

ト
ホ
テ
ル
︶、
11
日
︵
土
︶
午

前
11
時
〜
午
後
２
時 

ペ
ン
シ

ル
ベ
ニ
ア
州
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
︵
ホ
リ
デ
ー
イ
ン
ホ
テ
ル
・

ア
ン
ド
・
ス
イ
ー
ツ
・
フ
ィ
ラ

デ
ル
フ
ィ
ア
・
Ｗ
・
ド
レ
ク
セ

ル
ヒ
ル
︶、
11
日
︵
土
︶
午
前

９
時
〜
午
後
１
時 

ペ
ン
シ
ル

ベ
ニ
ア
州
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
︵
ハ

ン
プ
ト
ン
イ
ン
・
ピ
ッ
ツ
バ
ー

グ
エ
ア
ポ
ー
ト
・
ヒ
ル
ト
ン
︶、

18
日
︵
土
︶
午
前
10
時
〜
正
午 

Ｎ
Ｙ
州
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
︵
ロ
チ

ェ
ス
タ
ー
日
本
語
学
校
︶、
19

１
日
総
領
事
館

地
方
都
市
で
実
施

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

領
事
館
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ

トhttps://w
w

w
.ny.us.

em
b-japan.go.jp/itpr_ja/

1day-ryoji.htm
l

日
︵
日
︶
午
前
９
時
〜
正
午 

ウ
エ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
チ
ャ

ー
ル
ス
ト
ン
︵
ス
リ
ー
プ
イ

ン
・
ハ
リ
ケ
ー
ン
︶。
１
日
総

http://goldsteinvisa.com
https://www.maxjob.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.egawanakaba.com
mailto:info@bcnetwork.org%E2%96%A0NY%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%BA%BA
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://japanfoodculture.org/promotional-events/JLS2023
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/1day-ryoji.html
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日
本
航
空
国
際
線
は
、
コ
ロ

ナ
禍
か
ら
の
各
国
の
水
際
制
限

緩
和
な
ど
の
環
境
変
化
を
踏
ま

え
、
２
０
２
２
年
度
冬
期
計
画

対
比
で
旅
客
便
の
供
給
量
を
拡

大
す
る
。
5
月
28
日
︵
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
発
は
5
月
29
日
︶か
ら
、

羽
田
＝
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
線
︵
Ｊ

Ｌ
０
０
３
／
０
０
４
便
︶
を
新

規
増
便
す
る
。
運
航
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
Ｊ
Ｌ
０
０
３
便
が
Ｊ
Ｆ

Ｋ
午
前
１
時
30
分
発
、
羽
田
着

午
前
４
時
45
分
。
Ｊ
Ｌ
０
０
４

便
が
羽
田
発
午
後
６
時
35
分
、

Ｊ
Ｆ
Ｋ
着
午
後
６
時
25
分
。

　

２
０
２
３
年
冬
期
ダ
イ
ヤ
中

に
、
羽
田
＝
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

線
に
新
フ
ラ
グ
シ
ッ
プ
の
Ａ

３
５
０-

１
０
０
０
型
機
が
就

航
す
る
。
5
月
28
日
か
ら
、
ジ

ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
国
際
空

港
で
従
来
の
﹁
タ
ー
ミ
ナ
ル

１
﹂
か
ら
ア
メ
リ
カ
ン
航
空
と

同
じ
﹁
タ
ー
ミ
ナ
ル
８
﹂
に
移

転
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、 

米
国

内
お
よ
び
中
南
米
各
都
市
を
結

ぶ
ア
メ
リ
カ
ン
運
航
便
と
の
乗

り
継
ぎ
時
間
が
短
縮
と
な
り
、

利
便
性
の
高
い
渡
航
を
実
現
す

る
と
し
て
い
る
。
春
に
羽
田
空

港
国
際
線
サ
ク
ラ
ラ
ウ
ン
ジ
を

拡
張
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
だ
。

新
し
い
サ
ク
ラ
ラ
ウ
ン
ジ
は
約

３
８
０ 

席
を
予
定
し
て
お
り
、

２
０
１
９
年
10
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
既
存
の
サ

ク
ラ
ラ
ウ
ン
ジ(

席
数
４
０
３

席
︶
と
合
わ
せ
て
、
提
供
席
数

を
約
2
倍(

席
数:

約
７
８
０

席
︶
に
拡
大
す
る
。

日
本
航
空
が
増
便

Ｎ
Ｙ
ー
羽
田
線
５
月
28
日
か
ら

エアバス 350-1000 型機就航

大好評 

週
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 www.nyseikatsu.com

　

Ｎ
Ｙ
市
警
︵
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
︶
の

キ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
シ
ュ
ー
エ
ル

本
部
長
は
１
月
25
日
、
Ｎ
Ｙ
市

警
察
基
金
主
催
の
年
次
方
針

演
説
朝
食
会
で
、
改
良
中
の

パ
ト
ロ
ー
ル
用
車
両
を
含
む

２
０
２
３
年
の
戦
略
計
画
の
概

要
を
説
明
し
た
。 

　

Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
車

両
は
、
１
９
３
０
年
代
に
導
入

さ
れ
た
無
線
通
信
に
因
み
﹁
Ｒ

Ｍ
Ｐ
︵
ラ
ジ
オ
・
モ
ー
タ
ー
・

パ
ト
ロ
ー
ル
︶﹂
と
呼
ば
れ
る
。

同
車
両
に
は
新
た
に
、
巡
回
中

に
常
時
、
周
囲
３
６
０
度
を
撮

影
で
き
る
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
、

側
面
に
は
、
１
０
０
年
続
く
Ｎ

Ｙ
Ｐ
Ｄ
の
旗
に
繋
が
る
グ
リ
ー

ン
の
ス
ト
ラ
イ
プ
が
施
さ
れ

る
。
ま
た
外
側
に
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
が
添
付
さ
れ
、
ス
キ
ャ
ン
す

る
こ
と
で
自
動
的
に
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
繋
が
る
。

車
体
自
体
に
関
し
て
は
、
現
在

の
フ
ォ
ー
ド
社
ポ
リ
ス
・
イ
ン

タ
ー
セ
プ
タ
ー
の
セ
ダ
ン
か

ら
、
昨
年
の
Ｎ
Ｙ
国
際
オ
ー
ト

シ
ョ
ー
で
発
表
さ
れ
た
フ
ォ
ー

ド
・
マ
ス
タ
ン
グ
・
マ
ッ
ハ
Ｅ

ス
ポ
ー
ツ
の
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー

Ｓ
Ｕ
Ｖ
な
ど
の
全
電
気
自
動
車

や
Ｓ
Ｕ
Ｖ
に
徐
々
に
移
行
し
て

い
く
と
い
う
。 

　

42
丁
目
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス

ト
ラ
ン
の
チ
プ
リ
ア
ー
ニ
で
行

わ
れ
た
同
朝
食
会
で
、
同
本
部

長
は
そ
の
ほ
か
、
警
察
官
の
多

様
化
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
内
容
の

改
善
、
市
民
と
の
関
係
強
化
、

更
な
る
地
区
の
治
安
維
持
、
公

衆
安
全
、
市
民
を
尊
重
す
る
警

察
活
動
な
ど
に
つ
い
て
も
言
及

し
た
。

　

ま
た
、
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
の

利
用
拡
大
に
つ
い
て
は
﹁
現
状

維
持
﹂
と
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
特
定
の
場
所
と
指
名
手
配

者
や
過
去
の
緊
急
通
報
履
歴
の

関
連
性
が
即
時
に
分
か
る
﹁
拡

張
現
実
﹂
の
ア
プ
リ
の
利
用
拡

大
に
関
し
て
は
﹁
デ
ー
タ
の
可

視
化
に
役
立
つ
だ
ろ
う
﹂
と
コ

メ
ン
ト
し
た
。

３６０度カメラ搭載で 
パトロールを強化

　

Ｎ
Ｙ
市
警
︵
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
︶
が

２
月
３
日
発
表
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
に
お
け
る
２
０
２
２
年

の
憎
悪
犯
罪
統
計
統
計
で
、
ア

ジ
ア
系
へ
の
犯
罪
は
３
２
０
件

中
79
件
と
憎
悪
犯
罪
の
一
位
を

占
め
た
。
他
の
被
害
者
グ
ル
ー

プ
で
は
ユ
ダ
ヤ
系
に
対
し
て
78

件
、
男
性
同
性
愛
者
が
46
件
、

黒
人
に
対
し
て
が
39
件
、
そ
れ

に
反
イ
ス
ラ
ム
教
徒
、
反
レ
ズ

ビ
ア
ン
、
反
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒

な
ど
が
続
く
。
ア
ジ
ア
系
へ
の

79
件
は
２
０
２
１
年
の
59
件
を

上
回
っ
て
お
り
、
２
０
２
２
年

も
憎
悪
犯
罪
対
象
の
一
位
と
な

っ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
系
に
危
害

を
与
え
る
主
な
加
害
者
を
人
種

別
で
見
る
と
、
黒
人
39
人
、
ヒ

ス
パ
ニ
ッ
ク
系
21
人
、
白
人
17

人
と
な
っ
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ

の
統
計
を
見
る
と
、
２
０
１
７

年
の
憎
悪
犯
罪
統
計
で
は

１
３
５
件
中
ア
ジ
ア
系
へ
の

犯
罪
は
３
件
の
み
で
、
反
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
、
反
ユ
ダ
ヤ
教
徒
、
反
回

教
徒
な
ど
が
多
い
。
加
害
者
は

１
３
５
件
中
、
白
人
が
大
多
数

で
65
人
、
黒
人
が
62
人
と
な
っ

て
い
る
。
２
０
１
８
年
は
ア
ジ

ア
系
へ
の
憎
悪
犯
罪
は
記
録
さ

れ
て
な
く
、
１
５
０
件
中
、
反

ユ
ダ
ヤ
教
徒
が
最
も
多
い
。
加

害
者
も
白
人
77
人
、
黒
人
67
人

と
さ
れ
て
い
る
。
︵
ワ
イ
ン
ス

タ
イ
ン
今
井
絹
江
︶

アジア系へ犯罪高止まり

ＮＹＰＤが憎悪犯罪統計

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
５
階
に

移
転
無
事
完
了

　

米
国
グ
ラ
ミ
ー
賞
の
第
65
回

授
賞
式
が
５
日
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
で
開
催
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
ユ
ー
ス
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

が
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ル
・
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
部
門
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
。
受
賞
作
は
昨
年
４

月
に
発
表
し
た
ア
ル
バ
ム
﹁
ワ

ー
ク
ス
・
バ
イ
・
フ
ロ
ー
レ

ン
ス
・
プ
ラ
イ
ス
、
ジ
ェ
シ

ー
・
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
、
ヴ
ァ

レ
リ
ー
・
コ
ー
ル
マ
ン
﹂。
現

在
の
楽
団
員
は
12
歳
か
ら
22

歳
ま
で
１
１
２
人
。
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
一
員
と
し
て
ベ
ス

ト
・
ク
ラ
シ
カ
ル
・
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

︵best classical orchestral 
perform

ances

︶
賞
を
受
賞

し
た
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
内
田

桃
子
さ
ん
︵
21
︶
は
﹁
Ｎ
Ｙ
ユ

ー
ス
交
響
楽
団
に
は
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
中
の
短
い
期
間
し
か
参
加

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
デ

ビ
ュ
ー
ア
ル
バ
ム
に
携
わ
っ
て

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
が
グ
ラ
ミ
ー
賞
ま
で
受
賞
し

て
大
変
名
誉
に
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
バ
ネ
に
積
極
的
に

色
ん
な
事
に
挑
戦
し
、
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
も
っ
と
頑
張

っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
﹂
と
受
賞
の
喜
び
を
語
っ
て

い
る
。 

Ｎ
Ｙ
青
少
年
交
響
楽
団　

グ
ラ
ミ
ー
賞
受
賞　

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

︵
Ｊ
Ａ
Ａ
︶
が
１
月
31
日
、
入

居
し
て
い
る
45
丁
目
の
同
じ
ビ

ル
の
11
階
か
ら
５
階
に
引
っ
越

し
た
。
床
面
積
は
３
５
０
０

平
方
フ
ィ
ー
ト
と
従
来
よ
り

１
５
０
０
平
方
フ
ィ
ー
ト
狭
く

な
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
11
階

と
違
っ
て
柱
が
な
い
た
め
、
ワ

ン
フ
ロ
ア
全
体
を
一
つ
の
大
き

な
会
場
と
し
て
使
え
る
開
放
感

に
溢
れ
、
窓
も
大
き
く
て
明
る

く
使
い
や
す
い
ス
ペ
ー
ス
と
な

っ
た
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
降
り
、
左

側
正
面
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
入
っ

た
す
ぐ
左
手
に
は
図
書
や
新
聞

を
読
め
る
ソ
フ
ァ
の
あ
る
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
ら
れ
た
。事
務
室
、

相
談
室
、
日
系
人
会
１
１
５
年

の
歴
史
を
保
存
す
る
空
調
設
備

の
整
っ
た
倉
庫
、
大
人
数
で
使

い
や
す
い
厨
房
設
備
も
設
置
し

た
。
昨
年
７
月
に
ビ
ル
の
水
漏

れ
で
半
年
間
、
会
館
ホ
ー
ル
が

使
え
な
か
っ
た
が
、
今
月
13
日

か
ら
活
動
再
開
す
る
。
水
漏
れ

で
被
害
を
受
け
た
ピ
ア
ノ
も
保

険
で
カ
バ
ー
し
て
近
く
新
し

い
ピ
ア
ノ
も
到
着
す
る
。
23

日
︵
木
︶
の
敬
老
会
は
新
し
い

日
系
人
会
ホ
ー
ル
で
開
催
予
定

だ
。
美
し
く
飾
ら
れ
た
雛
人
形

が
、
利
用
者
た
ち
の
来
館
を
待

っ
て
い
る
。
住
所
は
変
わ
ら
ず

西
45
丁
目
49
番
地
。
電
話
番
号

も
２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２

で
従
来
通
り
。

雛人形が飾られた新しい JAA のホールに立つ野田事務局長（中央）とスタッフの皆さん（２月７日撮影）

入口横に設けられた図書閲覧ができる談話・待合コーナー

http://myriverside.net/home
https://www.momotaro-manhattan.com/
tel:9175773969
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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税

金

特

集

①

米
国
個
人
所
得
税
確
定
申
告

 

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

須
田
洋
平

　

年
が
明
け
て
個
人
確
定
申
告

の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

米
国
で
の
確
定
申
告
は
今
回
初

め
て
行
う
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
例
年
申
告
さ
れ
て
い
た
方

も
年
に
１
度
の
こ
と
で
す
の
で

何
年
た
っ
て
も
慣
れ
な
い
も
の

か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本

で
は
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が

あ
る
納
税
者
が
限
定
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
も
そ
も
確
定
申

告
に
な
じ
み
が
な
い
方
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今

年
の
確
定
申
告
は
４
月
18
日

︵
火
︶
が
期
日
と
な
り
ま
す
。

あ
と
２
か
月
ほ
ど
あ
り
ま
す

が
、
先
送
り
を
し
て
後
で
あ
わ

て
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
早

め
に
対
応
し
て
申
告
を
行
い
た

い
も
の
で
す
。
こ
の
コ
ラ
ム
で

は
、
こ
の
よ
う
な
慣
れ
な
い
複

雑
な
米
国
の
確
定
申
告
を
分
か

り
や
す
く
、
日
本
人
の
読
者
の

皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
、
10
回
シ
リ
ー
ズ
で
米
国
の

個
人
所
得
税
務
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。
第
１
回
目
は
、
そ
も

そ
も
あ
な
た
は
確
定
申
告
を
す

る
必
要
が
あ
る
の
か
？
と
い
う

疑
問
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

■
確
定
申
告
が
必
要
な
人

　

米
国
で
は
確
定
申
告
が
必
要

と
さ
れ
る
ハ
ー
ド
ル
が
日
本
よ

り
も
低
い
の
で
、
日
本
で
確
定

申
告
を
行
っ
た
こ
と
の
な
い
人

も
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
対
象
者

に
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
米
国

連
邦
所
得
税
法
上
、
２
０
２
２

年
の
所
得
が
概
算
控
除
額
を
超

え
た
場
合
は
確
定
申
告
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
22
年
末
に
65
歳

未
満
の
場
合
、
概
算
額
控
除
は

独
身
で
あ
れ
ば
１
万
２
９
５
０

ド
ル
、
既
婚
者
で
夫
婦
一
緒

に
申
告
を
す
る
場
合
︵
夫
婦

合
算
申
告
者
︶
で
は
倍
の

２
万
５
９
０
０
ド
ル
と
な
り
ま

す
。
従
っ
て
、
所
得
が
こ
れ
ら

の
控
除
額
以
上
の
方
は
申
告
書

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
夫
婦
別
々
に
申
告
す
る
場

合
︵
夫
婦
個
別
申
告
者
︶
で
は

概
算
額
控
除
は
１
万
２
９
５
０

ド
ル
と
な
り
ま
す
が
、
５
ド
ル

以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
に
申

告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
米
国
で
は
連
邦
税
の
ほ

か
に
も
、
各
州
、
各
市
町
村
が

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
所
得
税
制
度

を
も
っ
て
い
ま
す
。
連
邦
税
で

確
定
申
告
が
必
要
で
な
い
場
合

で
も
、
州
、
市
町
村
に
対
し
て

確
定
申
告
を
行
う
必
要
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
点
に
注
意
し
て

下
さ
い
。

　

給
与
所
得
か
ら
源
泉
徴
収
さ

れ
て
い
て
そ
の
他
の
所
得
は
な

い
の
で
確
定
申
告
を
す
る
必
要

は
な
い
、
と
考
え
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？
雇
用

主
はForm

 W
-4

と
呼
ば
れ

る
従
業
員
か
ら
の
源
泉
徴
収
の

指
示
に
し
た
が
っ
て
源
泉
徴
収

を
行
い
ま
す
。
こ
の
源
泉
徴
収

の
指
示
と
確
定
申
告
で
の
申
告

身
分
が
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
米
国
で
は
給
与
の
源

泉
徴
収
に
使
用
さ
れ
る
税
率
と

確
定
申
告
で
の
税
率
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
源
泉
徴
収
さ
れ
て

い
る
か
ら
と
い
っ
て
確
定
申
告

は
必
要
な
い
と
考
え
る
の
は
間

違
い
で
す
。
後
に
な
っ
て
税
務

当
局
か
ら
の
追
徴
通
知
を
受
け

た
り
、
ま
た
、
税
金
を
払
い
す

ぎ
て
い
た
の
に
還
付
金
が
未
請

求
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
よ
う
に

ご
自
身
の
確
定
申
告
の
要
否
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
確
定
申
告
は
必
要
な
い
が
、

申
告
を
し
た
方
が
良
い
人

　

所
得
が
概
算
額
控
除
よ
り
も

低
く
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要

が
な
い
人
で
も
確
定
申
告
を
す

る
こ
と
で
給
付
金
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

︵
１
︶
米
国
に
は
労
務
に
対
す

る
対
価
と
し
て
の
報
酬
を
得
て

い
る
人
に
対
し
て
還
付
金
の

形
式
を
と
っ
て
給
付
を
す
る

制
度
︵
役
務
所
得
税
額
控
除
、

﹁E
arn

ed
 In

com
e T

ax 
C

redit

﹂︶
が
あ
り
ま
す
。
所

得
額
や
扶
養
子
女
の
数
に
応
じ

て
給
付
額
は
変
動
し
ま
す
が
、

扶
養
し
て
い
る
子
女
が
い
な
い

場
合
最
高
で
５
６
０
ド
ル
、
１

人
の
場
合
３
７
３
３
ド
ル
、
２

人
の
場
合
６
１
６
４
ド
ル
、
３

人
以
上
の
場
合
６
９
３
５
ド
ル

ま
で
還
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

但
し
、
こ
の
税
額
控
除
を
受
け

る
に
は
収
入
の
上
限
が
あ
り
ま

す
。
既
婚
者
で
あ
れ
ば
夫
婦
合

算
申
告
者
し
か
認
め
ら
れ
ず
、

利
子
や
配
当
と
い
っ
た
投
資
所

得
が
１
万
３
０
０
ド
ル
未
満
で

あ
る
こ
と
な
ど
が
条
件
で
す
。

ま
た
、
非
居
住
者
や
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
番
号
が

な
い
納
税
者
や
子
女
は
対
象
外

で
す
。

︵
２
︶
子
女
税
額
控
除
︵C

hild 
T

ax C
redit

︶- 

昨
年
の
申
告

で
は
子
女
税
額
控
除
が
増
額
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
は

従
来
の
金
額
に
戻
さ
れ
て
い
ま

す
。
17
歳
未
満
の
扶
養
子
女
が

い
る
場
合
、
子
供
１
人
に
つ
き

最
高
２
０
０
０
ド
ル
の
税
控
除

が
認
め
ら
れ
ま
す
。
子
女
税
額

控
除
を
取
り
き
れ
な
い
納
税
者

は
、
１
５
０
０
ド
ル
ま
で
の
還

付
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
調
整
総
所
得
が
20
万
ド

ル
︵
夫
婦
合
算
申
告
の
場
合
は

40
万
ド
ル
︶
か
ら
減
額
が
開
始

さ
れ
ま
す
の
で
、
申
請
で
き
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。但
し
、

こ
の
控
除
に
は
子
女
が
ソ
ー
シ

ャ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
番
号
を
保

有
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
番
号
を
保
有
し
て
い
な

い
扶
養
家
族
に
つ
い
て
は
、
そ

の
他
扶
養
家
族
税
額
控
除
と
し

て
５
０
０
ド
ル
の
税
控
除
を
申

請
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

︵
３
︶
ア
メ
リ
カ
教
育
費
支

援

税

額

控

除
︵A

m
erican 

O
pportunity C

redit

︶-

大

学
な
ど
の
学
費
や
登
録
費
用
に

つ
い
て
最
高
２
５
０
０
ド
ル
ま

で
税
額
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
も
し
所
得
税
額
が
当
該
税

額
控
除
額
よ
り
少
な
い
場
合
に

は
、
40
％
ま
で
の
控
除
額
に
つ

い
て
還
付
給
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
税
額
控
除

に
は
所
得
制
限
が
あ
る
の
で
、

も
し
親
の
申
告
書
で
所
得
制
限

に
か
か
っ
て
扶
養
控
除
を
と
る

メ
リ
ッ
ト
が
な
い
場
合
で
、
学

生
の
お
子
さ
ん
に
ア
ル
バ
イ
ト

か
ら
の
収
入
が
多
少
で
も
あ
れ

ば
、
お
子
さ
ん
が
ご
自
身
で
申

告
を
す
る
こ
と
で
こ
の
税
額
控

除
を
活
用
で
き
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

 

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

牒
２
３
０
号10.37

条(a)(2)

規
定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア

ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満

た
す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は

す
べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ

り
、
特
定
の
個
人
も
し
く
は
事

業
体
の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に

沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
各
個
人
は
特
定
事
項

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
上
記

内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の

で
は
な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

記
事
中
の
見
解
や
意
見
は
著
者

個
人
の
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し

も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
数
年
間
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
よ
り
企
業
が
前
例
の
な
い
苦

難
に
直
面
し
従
業
員
を
維
持
す

る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
る

た
め
多
く
の
雇
用
主
は
頭
を
悩

ま
せ
て
い
ま
す
。
外
国
籍
の
従

業
員
を
抱
え
て
い
る
雇
用
主
の

多
く
は
従
業
員
維
持
の
方
法
を

探
し
て
い
ま
す
。
従
業
員
が
長

期
に
わ
た
っ
て
米
国
に
滞
在
す

る
こ
と
を
保
証
す
る
た
め
に
米

国
永
住
権
の
証
明
を
要
求
で
き

る
か
、
ま
た
雇
用
証
明
書
の
有

効
期
限
が
１
年
未
満
の
人
の
採

用
を
拒
否
で
き
る
か
を
疑
問
に

思
っ
て
い
る
企
業
も
多
い
で
す

が
、
雇
用
主
は
こ
の
よ
う
な
措

置
を
慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

４
人
以
上
の
従
業
員
を
雇
用

す
る
雇
用
主
は
、
法
律
・
規
制
・

大
統
領
令
を
遵
守
す
る
た
め
、

移
民
ス
テ
ー
タ
ス
に
基
づ
く
雇

用
決
定
で
差
別
す
る
こ
と
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
米

国
移
民
国
籍
法 (

Ｉ
Ｎ
Ａ) 

で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
雇
用
主

は
従
業
員
が
永
住
権
を
持
っ
て

い
る
こ
と
を
要
求
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
雇
用
主

は
雇
用
決
定
に
お
い
て
雇
用
文

書
の
有
効
期
限
が
切
れ
る
時
期

を
考
慮
す
る
こ
と
は
許
可
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
米
国
司
法
省 (

Ｄ
Ｏ
Ｊ) 

は
雇
用
主
は
労
働
者

か
ら
特
定
の
書
類
を
提
出
す
る

よ
う
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
、
ま
た
有
効
期
限
は
考
慮
さ

れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
述
べ

て
い
ま
す
。

　

連
邦
法
で
は
雇
用
主
が
米
国

で
新
規
雇
用
す
る
全
て
の
従
業

員
に
対
し
Ｉ
ー
９
雇
用
資
格
確

認
フ
ォ
ー
ム
に
記
入
す
る
こ
と

を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。
雇
用

を
確
認
し
身
元
を
確
認
す
る
た

め
、
雇
用
主
が
必
要
と
す
る
書

類
に
は
厳
し
い
制
限
が
あ
り
ま

す
。
最
近
多
く
の
雇
用
主
が 

こ
の
Ｉ
Ｎ
Ａ
の
差
別
禁
止
条
項

に
違
反
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

Ｄ
Ｏ
Ｊ
の
移
民
・
従
業
員
の
権

利 (

Ｉ
Ｅ
Ｒ) 

セ
ク
シ
ョ
ン
は

差
別
の
事
例
を
積
極
的
に
追
求

し
て
き
ま
し
た
。
連
邦
差
別
禁

止
法
に
違
反
し
て
い
る
企
業
は

民
事
罰
を
科
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
会
社
の
ポ
リ
シ
ー
と
手
順
を

改
訂
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

︵
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ナ
ッ
ク
マ

ン
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
・
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
弁
護
士
︶

ナ
ッ
ク
マ
ン
弁
護
士
の
移
民
法
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

従業員に永住権の

証明を要求する

場合の注意

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
は
１
日
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

料
理
の
無
料
の
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ

ク
製
の
食
器
は
、
注
文
時
に
依

頼
が
あ
っ
た
場
合
の
み
提
供
す

る
、と
い
う
法
案
を
承
認
し
た
。 

　

マ
ー
ジ
ョ
リ
ー
・
ベ
ラ
ス
ケ

ス
同
市
議
会
議
員
が
提
出
し
た

同
法
案
﹁
ス
キ
ッ
プ
・
ザ
・
ス

タ
ッ
フ
︵
そ
れ
省
こ
う
︶
﹂
は
、

不
必
要
な
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
製

品
の
廃
棄
物
削
減
を
目
的
と

し
、
注
文
時
に
敢
え
て
要
請
さ

れ
な
い
限
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や

出
前
店
が
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
製

の
食
器
や
ナ
プ
キ
ン
を
提
供
す

る
こ
と
を
禁
じ
る
。
グ
ラ
ブ
ハ

ブ
や
ウ
ー
バ
ー
イ
ー
ツ
な
ど
の

出
前
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
関
し
て

は
、
注
文
ア
プ
リ
に
食
器
の
有

無
の
選
択
を
提
供
し
、
依
頼
が

無
い
に
も
関
わ
ら
ず
提
供
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。 

　

同
法
は
７
月
１
日
に
執
行

し
、
違
反
し
た
場
合
は
、
初
回

は
１
０
０
ド
ル
、
２
回
目
以
降

は
２
０
０
〜
３
０
０
ド
ル
の
罰

金
が
課
せ
ら
れ
る
。
ベ
ラ
ス
ケ

ス
同
市
議
会
議
員
の
法
案
を
支

持
す
る
自
然
資
源
保
護
協
議

会
︵
Ｎ
Ｒ
Ｄ
Ｃ
︶
顧
問
の
エ
リ

ッ
ク
・
ゴ
ー
ル
ド
ス
タ
イ
ン
氏

は
﹁
Ｎ
Ｙ
市
衛
生
局
に
よ
る
と
、

未
使
用
や
不
要
の
プ
ラ
ス
テ
ィ

ッ
ク
製
の
食
器
ゴ
ミ
が
年
間

２
万
ト
ン
以
上
排
出
さ
れ
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
環
境
問
題
を
引

き
起
こ
す
処
理
場
や
焼
却
炉
で

廃
棄
さ
れ
て
い
る
。ス
キ
ッ
プ
・

ザ
・
ス
タ
ッ
フ
は
そ
の
問
題
の

解
決
策
と
な
る
だ
ろ
う
﹂
と
話

し
て
い
る
。 

無
料
の
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
食
器 

提
供
禁
止
に

　

日
本
ク
ラ
ブ
は
、
今
年
3
年

ぶ
り
に
屋
外
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

の
メ
イ
ン
の
一
つ
で
あ
る
冬
季

テ
ニ
ス
大
会
を
再
開
す
る
。
開

催
日
は
3
月
11
日
︵
土
︶
と
18

日
︵
土
︶、
場
所
は
全
米
オ
ー

プ
ン
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
ク

イ
ー
ン
ズ
の
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
・

メ
ド
ウ
ズ
・
パ
ー
ク
に
あ
る
Ｕ

Ｓ
Ｔ
Ａ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
テ
ニ
ス
セ

ン
タ
ー
の
屋
内
コ
ー
ト
。
種

目
は
男
女
と
も
参
加
で
き
る

オ
ー
プ
ン
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
︵
上

級
レ
ベ
ル
︶、
オ
ー
プ
ン
ダ
ブ

ル
ス
Ｂ
︵
初
級
、
中
級
レ
ベ

ル
︶
と
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
３

大
会
。
日
本
ク
ラ
ブ
会
員
だ
け

で
な
く
、
ゲ
ス
ト
参
加
も
可

能
。
競
技
方
法
は
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
形
式
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
８
７
１
・
７
１
６
４
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルhnaito@

nipponclub

︵

内

藤

さ

ん

︶

ま

で
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

トhttps://w
w

w
.

nipponclub.org/

日本クラブが開催
テニス大会３月に

ゲスト参加も可能

　

米
労
働
統
計
局
に
よ
る
と
、

卵
12
個
入
り
の
１
パ
ッ
ク
の

平
均
価
格
は
２
０
２
１
年
12

月
に
は
１
・
79
ド
ル
だ
っ
た

が
、
２
０
２
２
年
12
月
に
は

４
・
25
ド
ル
に
ま
で
上
が
っ

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
な
ど
で

は
高
い
も
の
だ
と
９
ド
ル
前
後

だ
。
安
い
も
の
か
ら
売
れ
て
い

く
の
で
12
ド
ル
ほ
ど
の
高
級
卵

し
か
残
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ

る
。
エ
ッ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

︵E
ggflation

︶
な
る
新
語
も

生
ま
れ
る
ほ
ど
だ
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し
た

世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
・
物
価

高
は
続
い
て
お
り
、
米
国
の

２
０
２
２
年
12
月
の
食
料
品
価

格
は
前
年
同
月
に
比
べ
10
・
４

％
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の

な
か
で
も
な
ぜ
卵
が
こ
れ
ほ
ど

ま
で
に
高
く
な
っ
た
の
か
。
理

由
の
一
つ
に
は
２
０
２
２
年
２

月
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
、
ロ

シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
小
麦
や

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
穀
物
の
輸

出
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と

で
穀
物
価
格
が
上
昇
、
穀
物
を

原
材
料
に
含
む
鶏
の
配
合
飼
料

が
高
騰
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
配
合
飼
料
は
生
産
コ
ス
ト

の
６
割
を
占
め
る
と
言
わ
れ
る

が
、
こ
れ
に
加
え
石
油
価
格
の

上
昇
で
養
鶏
場
を
運
営
す
る
た

め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
費
用
も
ト
ラ

ッ
ク
な
ど
の
輸
送
費
も
増
え

た
。
こ
れ
ら
が
価
格
に
反
映
し

て
い
る
と
い
う
わ
け
だ
。

　

し
か
し
米
国
で
の
卵
価
格
高

騰
の
一
番
の
原
因
は
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
だ
。
昨
年
の

１
月
初
め
と
秋
に
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
流
行
し
、
蔓
延
を
食

い
止
め
る
た
め
に
多
く
の
鶏
を

屠
殺
さ
れ
た
。
そ
の
数
は
約

４
４
０
０
万
羽
に
の
ぼ
る
。
８

年
前
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
で
は
約
４
３
０
０
万
羽
が

屠
殺
さ
れ
卵
の
価
格
が
急
上

昇
、
３
か
月
後
に
ピ
ー
ク
を
迎

え
た
。
今
回
は
昨
年
12
月
時
点

で
も
元
の
生
産
レ
ベ
ル
に
は
戻

っ
て
お
ら
ず
高
値
が
続
い
て
い

る
と
。
高
値
が
続
く
理
由
は
需

要
が
持
続
し
て
い
る
こ
と
も
あ

る
。
米
国
で
は
１
年
で
一
人
平

均
２
９
０
個
︵
２
０
２
０
年
︶

ほ
ど
卵
が
食
べ
ら
れ
る
。
多
少

価
格
が
上
が
っ
て
も
卵
を
控
え

る
人
は
少
な
く
、
供
給
が
追
い

つ
い
て
い
な
い
た
め
だ
。

卵
は
な
ぜ
高
く
な
っ
た
か

飼
料
高
騰
と
鳥
イ
ン
フ
ル

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905 〜 72 年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951 年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65 か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて

「平和の鐘」を作り、54 年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56 年に日本は 80 番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62 周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
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Tel:212-963-7680
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職
場
に
お
け
る
心
理
的
安
全
性
と
多
様
性
︵
そ
の
１
︶

クイック USA

122

サ
イ
ド
氏
の
逸
話
と
し
た
お
話

で
す
。
国
を
問
わ
ず
１
９
７
０

年
代
ま
で
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

団
員
は
ほ
と
ん
ど
が
男
性
で
あ

っ
た
、
そ
れ
は
一
般
的
に
男
性

の
方
が
演
奏
が
上
手
だ
と
い
う

勝
手
な
思
い
込
み
が
当
時
は
支

配
的
で
あ
り
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

に
採
用
さ
れ
る
団
員
の
ほ
と
ん

ど
は
男
性
で
あ
っ
た
と
い
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
団
員
応

募
者
を
カ
ー
テ
ン
で
仕
切
っ
て

応
募
者
の
性
別
は
不
明
の
ま
ま

演
奏
を
し
て
も
ら
っ
た
と
こ

ろ
、
な
ん
と
女
性
の
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
合
格
率
は
以
前
と
比
べ

て
４
倍
に
も
跳
ね
上
が
っ
た
と

い
う
驚
く
べ
き
現
象
が
音
楽
界

で
引
き
起
こ
さ
れ
た
と
い
う
の

で
す
。

　

こ
れ
は
世
に
い
う
ア
ン
コ
ン

シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
、
つ
ま
り

無
意
識
下
で
の
偏
見
の
な
せ
る

業
で
、
採
用
に
当
た
っ
て
い
た

審
査
員
の
い
ず
れ
も
が
性
差
別

の
自
覚
が
な
い
ま
ま
自
ら
の
固

定
観
念
で
主
に
男
性
の
団
員
だ

け
を
選
別
し
て
い
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
現
象
は

な
に
も
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
団
員

採
用
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な

く
、
教
育
関
係
、
医
療
機
関
、

政
治
、
軍
隊
な
ど
社
会
の
広
範

囲
に
散
見
さ
れ
る
現
象
だ
と
い

っ
て
も
決
し
て
過
言
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
こ

こ
数
年
は
ア
メ
リ
カ
の
企
業
で

は
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア

ス
を
是
正
す
る
た
め
の
社
内
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
中
心
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

本
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
ア
ン
コ

ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
は
誰
に

で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
が
強
調

さ
れ
過
ぎ
て
し
ま
い
、
ア
ン
コ

ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
は
仕
方

の
な
い
も
の
だ
と
い
う
諦
め
に

近
い
意
識
が
逆
に
醸
成
さ
れ
て

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
効
果
が
ほ
と
ん

ど
出
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
実

際
の
企
業
組
織
内
で
の
多
様
性

に
は
結
び
つ
い
て
い
な
い
と
い

う
皮
肉
な
結
果
に
さ
い
な
ま
れ

て
い
ま
す
。︵
つ
づ
く
︶

酒
井 

謙
吉

Pacifi c Dreams, Inc. CEO
www.919usa.com

　

年
末
年
始
に
か
け
て
2
冊
の

日
本
語
訳
の
書
籍
を
読
み
ま
し

た
。
１
冊
目
は
﹁
多
様
性
の
科

学
﹂
︵
マ
シ
ュ
ー
・
サ
イ
ド
著
：

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
・
ト
ゥ
エ
ン
テ

ィ
ワ
ン
︶
、
そ
し
て
２
冊
目
は

﹁
恐
れ
の
な
い
組
織
﹂
︵
エ
イ
ミ

ー
・
エ
ド
モ
ン
ド
ソ
ン
著
：
英

治
出
版
︶
で
す
。
こ
れ
ら
は
と

も
に
内
容
的
に
重
な
る
部
分
が

い
く
つ
も
見
受
け
ら
れ
る
の
で

は
あ
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
職

場
や
組
織
に
お
け
る
多
様
性
と

心
理
的
安
全
性
の
欠
く
べ
か
ら

ざ
る
ほ
ど
の
重
要
性
に
つ
い
て

多
く
の
史
実
や
豊
富
な
デ
ー
タ

な
ど
を
駆
使
し
て
大
変
説
得
力

あ
る
語
り
口
で
読
者
を
一
気
読

み
さ
せ
て
く
れ
る
ほ
ど
の
魅
了

を
も
っ
た
書
籍
で
し
た
。

　

多
様
性
、
つ
ま
り
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
い
ま
さ
ら

特
段
申
し
上
げ
る
こ
と
も
な
い

の
で
す
が
、
こ
れ
は
面
白
い
と

い
っ
た
ら
顰
蹙
を
買
う
こ
と
を

覚
悟
で
あ
え
て
ご
紹
介
し
た
い

の
が
﹁
多
様
性
の
科
学
﹂
の
著

者
で
英
﹁
タ
イ
ム
ズ
﹂
の
コ
ラ

ム
ニ
ス
ト
で
あ
る
マ
シ
ュ
ー
・

　

Ａ

Ｎ

Ａ

は

１

月

31

日
、

２
０
２
３
年
度
国
際
線
で
ホ
ノ

ル
ル
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ソ
ウ

ル
便
を
増
便
す
る
と
発
表
し

た
。
同
社
は
４
月
20
日
か
ら

２
０
２
０
年
3
月
以
来
３
年
ぶ

り
に
エ
ア
バ
ス
Ａ
３
８
０
型

機
﹁FLY

IN
G

 H
O

N
U

﹂
を

毎
日
運
航
す
る
。
ま
た
、
東

京
︵
羽
田
・
成
田
︶
＝
ホ
ノ
ル

ル
線
の
ダ
ブ
ル
デ
イ
リ
ー
運
航

に
加
え
、
7
月
21
日
か
ら
成
田

＝
ホ
ノ
ル
ル
Ｎ
Ｈ
１
８
２
便
／

１
８
１
便
の
運
航
を
再
開
し
、

夏
休
み
期
間
は
羽
田
・
成
田
発

着
合
計
で
毎
日
3
往
復
運
航
す

る
。 

　

3
月
26
日
か
ら
、
Ｊ
Ｆ
Ｋ
＝

羽
田
線
を
現
行
の
週
7
往
復

︵
Ｎ
Ｈ
１
０
９
／
１
１
０
便
︶

か
ら
週
3
往
復
︵
Ｎ
Ｈ
１
５
９

／
１
６
０
便
︶
を
増
便
し
、
週

10
便
運
航
す
る
。
9
月
よ
り
さ

ら
に
4
便
増
便
し
、
毎
日
2 

往
復
運
航
す
る
。 

　

渡
航
需
要
に
応
え
る
た
め
、

3
月
中
旬
よ
り
羽
田
＝
ソ
ウ
ル

︵
金
浦
︶
線
を
増
便
し
、 

毎
日

3 

往
復
運
航
す
る
。 

　

Ｎ
Ｈ
１
５
９
便
は
早
朝
５
時

に
羽
田
に
到
着
す
る
た
め
、
到

着
１
日
目
か
ら
た
っ
ぷ
り
時
間

を
活
用
し
た
い
ビ
ジ
ネ
ス
・
訪

日
レ
ジ
ャ
ー
の
双
方
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
。 

　

運
航
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
︵
関
係

当
局
の
認
可
を
前
提
︶ 

は
Ｎ
Ｈ

１
５
９
便
が
Ｊ
Ｆ
Ｋ
発
午
前
２

時
、
羽
田
着
午
前
５
時
の
週
3

便
︵
月
・
水
・
土
︶
を
予
定

し
、
９
月
２
日
か
ら
週
7
便
運

航
に
な
る
。
ま
た
Ｎ
Ｈ
１
６
０

便
は
、羽
田
発
午
後
10
時
55
分
、

Ｊ
Ｆ
Ｋ
着
午
後
10
時
50
分
の
週

３
便
︵
火
・
金
・
日
︶
を
予
定

し
、
９
月
１
日
か
ら
週
7
便
の

運
航 

と
な
る

 　

Ｎ
Ｈ
１
０
９
／
１
１
０
便

と
同
様
に
、
Ｎ
Ｈ
１
５
９
／

１
６
０
便
の
運
航
機
材
に
も

最
新
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス

﹁T
H

E
 Suite

﹂、
ビ
ジ
ネ
ス

Ａ
Ｎ
Ａ
が
増
便
へ

Ｊ
Ｆ
Ｋ
羽
田
線
週
10
便
に

3月26日から

ク
ラ
ス
﹁T

H
E

 R
oom

﹂
を

搭
載
。
両
ク
ラ
ス
と
も
に
ド
ア

付
の
個
室
型
ワ
イ
ド
シ
ー
ト
で

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
に
加
え
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
広
さ
と
寝
心

地
を
実
現
し
、
最
上
級
の
く
つ

ろ
ぎ
空
間
を
提
供
す
る
。
フ
ァ

ー
ス
ト
8
席
、
ビ
ジ
ネ
ス
64

席
、
プ
レ
ミ
ア
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー

24
席
、エ
コ
ノ
ミ
ー
１
１
６
席
、

計
２
１
２
席
の
ボ
ー
イ
ン
グ

７
７
７-

３
０
０
Ｅ
Ｒ
型
機
で

運
航
。 

ま
た
、
Ｊ
Ｆ
Ｋ
＝
羽

田
線
の
フ
ァ
ー
ス
ト
、
ビ
ジ
ネ

ス
ク
ラ
ス
に
て
、
一
風
堂
の
プ

ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
ラ
ー
メ
ン
、﹁
プ

ラ
と
ん
﹂
を
提
供
し
て
い
る
。

動
物
由
来
の
食
材
を
一
切
使
用

せ
ず
に
、
一
風
堂
の
看
板
商
品

で
あ
る
と
ん
こ
つ
ラ
ー
メ
ン
風

の
味
わ
い
を
表
現
し
て
い
る
と

い
う
。

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
は
１
月
26
日
の
施
政
方
針

演
説
で
、
配
車
サ
ー
ビ
ス
の
ウ

ー
バ
ー
と
リ
フ
ト
の
全
車
両
を

２
０
３
０
年
ま
で
に
電
気
自
動

車
に
す
る
こ
と
に
も
言
及
し

た
。 

　

同
市
で
は
、
約
10
万
台
の

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
車
両
の
う
ち

４
０
０
０
台
が
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
︵
排
出
量
ゼ
ロ
︶
車
に

移
行
し
て
い
る
。
ま
た
同
市
長

は
、
電
気
自
動
車
へ
の
移
行
を

促
す
た
め
、
今
後
数
年
間
の
う

ち
に
全
５
行
政
区
で
充
電
ス
タ

ン
ド
を
増
設
す
る
と
伝
え
た
。

ウ
ー
バ
ー
、
リ
フ
ト
は
自
社
で

も
、
電
気
自
動
車
に
移
行
し
た

運
転
手
の
料
金
値
上
げ
を
許
可

す
る
な
ど
、
新
た
な
方
針
に
賛

同
し
て
お
り
、
ウ
ー
バ
ー
は
声

明
で
﹁
同
市
長
の
排
出
量
削
減

に
対
す
る
抱
負
を
称
賛
す
る
。

ウ
ー
バ
ー
は
北
米
初
の
ゼ
ロ
・

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
目
指
す
配
車

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
発

展
し
続
け
る
﹂と
話
し
て
い
る
。 

　

Ｎ
Ｙ
州
で
は
、
キ
ャ
シ
ー
・

ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ
州
知
事
が
35
年

以
降
に
販
売
さ
れ
る
新
車
は
す

べ
て
電
気
自
動
車
に
す
る
方
針

を
伝
え
、
同
州
選
出
の
チ
ャ
ッ

ク
・
シ
ュ
ー
マ
ー
上
院
議
員
が

昨
夏
、
25
年
ま
で
に
公
共
バ
ス

２
０
０
台
を
電
気
化
す
る
自
身

の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ﹁
グ
リ
ー
ン
・

ニ
ュ
ー
・
ホ
イ
ー
ル
﹂
を
発
表

し
た
。
ま
た
リ
フ
ト
社
は
、
液

晶
の
画
面
と
ブ
レ
ー
キ
を
搭
載

し
た
自
転
車
シ
ェ
ア﹁
シ
テ
ィ
・

バ
イ
ク
﹂
の
新
型
の
電
気
自
転

車
を
発
表
す
る
な
ど
、
ゼ
ロ
・

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
が

進
ん
で
い
る
。

　

家
庭
用
品
店
ベ
ッ
ド
・
バ
ス

＆
ビ
ヨ
ン
ド
は
、
破
産
申
請
の

準
備
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
の
数
店
舗
を
含
む
87
店
舗
を

さ
ら
に
閉
鎖
す
る
。
同
店
は
昨

年
１
５
０
店
舗
を
閉
鎖
し
て

お
り
、
今
回
の
閉
鎖
で
合
計

２
３
７
店
舗
と
な
る
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
で
は
、
旗
艦
店
3
店

舗
、
バ
イ
バ
イ
ベ
イ
ビ
ー
1
店

舗
、
ハ
ー
モ
ン
4
店
舗
が
失
わ

れ
る
。
チ
ェ
ル
シ
ー
の
6
番
街

に
あ
る
ベ
ッ
ド
・
バ
ス
・
ア
ン

ド
・
ビ
ヨ
ン
ド
は
営
業
を
継
続

す
る
。

Ｂ
＆
Ｂ
さ
ら
に

87
店
舗
を
閉
鎖

配
車
サ
ー
ビ
ス

Ｎ
Ｙ
で
全
面
電
動
化
へ

ANA のボーイング 777-300ER 型機

ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
﹁T

H
E
 

R
oom

﹂
ド
ア
付
き
個
室
型

シ
ー
ト
で
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

空
間
を
実
現
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大
雪
、
大
雨
。
毎
年
こ
の
時

期
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
候
の

変
化
で
も
日
本
列
島
は
大
騒
ぎ

し
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
で
、

そ
の
た
び
に
感
じ
る
日
本
人
の

民
度
、
民
族
性
が
あ
り
ま
す
。

介
護
、
福
祉
は
、
他
産
業
よ
り

も
﹁
人
と
人
﹂
の
色
合
い
が
ど

う
し
て
も
濃
い
の
で
、
表
面
だ

け
は
デ
ジ
タ
ル
革
命
が
で
き
て

も
、
人
の
心
の
底
辺
を
流
れ
る

民
度
が
変
わ
ら
な
い
と
働
き
の

根
元
の
﹁
革
命
﹂
は
起
こ
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
先
日
﹁
10
年
に
一
度

の
最
強
寒
波
﹂
到
来
に
つ
い
て

も
、
近
づ
い
て
く
る
天
気
図
を

眺
め
な
が
ら
日
本
全
国
が
文
字

通
り
震
え
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
で
、
起
き
る
べ

く
し
て
起
き
た
﹁
交
通
機
関
の

麻
痺
﹂
。
特
に
﹁
電
車
に
10
時

間
閉
じ
込
め
ら
れ
た
７
千
人
﹂

と
い
う
話
は
、
当
事
者
意
識
と

し
て
も
ゾ
ッ
と
す
る
出
来
事
で

し
た
。
も
し
、
私
に
そ
れ
が
起

き
た
場
合
、
た
ぶ
ん
﹁
開
け
ろ

ー
﹂﹁
ト
イ
レ
い
き
た
い
、
い

け
な
い
な
ら
こ
こ
で
す
る
ー
﹂

と
発
狂
し
て
い
た
だ
ろ
う
と
い

う
想
像
と
感
想
。
し
か
し
、
主

要
ニ
ュ
ー
ス
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
を

覗
き
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
私
と
同

じ
よ
う
な
感
想
は
意
外
と
ほ
と

ん
ど
な
い
様
子
。
主
に
は
﹁
会

社
側
は
乗
客
に
謝
罪
す
る
必
要

は
な
い
﹂﹁
寒
波
が
来
る
と
わ

か
っ
て
い
て
も
乗
車
し
た
乗
客

の
自
己
責
任
﹂﹁
い
か
な
る
状

緊
急
時
の
対
応
に
つ
い
て
思
う
こ
と

況
で
も
外
に
出
し
た
り
、
線
路

を
歩
か
せ
る
判
断
は
危
険
﹂﹁
外

よ
り
中
の
方
が
安
全
﹂
と
い
う

意
見
が
大
多
数
で
、
私
と
類
似

の
意
見
﹁
会
社
側
の
危
機
管
理

の
甘
さ
﹂﹁
対
応
や
判
断
が
迅

速
で
は
な
い
﹂
は
少
な
い
の
で

す
。

　

私
は
﹁
何
年
た
っ
て
も
変
わ

ら
な
い
﹃
団
体
行
動
優
先
で
自

己
犠
牲
を
も
い
と
わ
な
い
一
億

総
◯
◯
社
会
﹄
だ
な
あ
﹂
と
悔

し
く
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

介
護
の
﹁
自
立
支
援
﹂
で
さ

え
、
虚
し
く
な
る
ほ
ど
﹁
自
立

す
る
こ
と
が
団
体
か
ら
は
み
出

る
恥
﹂
と
価
値
づ
け
ら
れ
て
い

る
の
か
な
と
短
絡
的
で
す
が
思

っ
て
し
ま
う
の
で
し
た
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な

災
害
時
や
感
染
症
が
広
が
っ
て

い
て
も
、
休
ま
ず
に
働
き
続
け

る
人
た
ち
の
こ
と
を
﹁
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
﹂
と
い

う
﹁
命
の
番
人
﹂
が
い
る
こ
と

が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
定
義

は
﹁
人
々
が
社
会
生
活
を
営
む

上
で
欠
か
せ
な
い
、
生
活
イ
ン

フ
ラ
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
維
持

す
る
仕
事
に
従
事
し
て
い
る

人
々
﹂
と
い
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
こ
で
い
う
鉄
道
会
社
も

そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
人
や
物

の
移
動
︵
輸
送
︶、
倉
庫
、
介

護
・
医
療
、
小
売
、
公
務
、
農

業
な
ど
10
業
種
が
選
ば
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
は
﹁
国
民
の
大

多
数
が
困
難
に
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
に
必
要
な
労
働
力
﹂
で
あ
り

な
が
ら
、
そ
の
特
性
上
、
そ
の

仕
事
の
せ
い
で
そ
の
災
害
や
感

染
等
の
犠
牲
に
も
さ
ら
さ
れ
て

い
る
︵
野
城
尚
代
２
０
２
１
東

洋
大
学
︶
と
い
い
ま
す
。
今
回

の
大
雪
と
い
う
災
害
禍
の
人
の

移
動
に
お
い
て
も
鉄
道
会
社

は
、
そ
の
プ
ロ
意
識
が
あ
ま
り

に
も
低
す
ぎ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
非
難
は
も
っ
と
あ
る
べ

き
だ
し
、
そ
の
プ
ラ
イ
ド
で
さ

え
な
か
っ
た
よ
う
に
思
っ
て
い

ま
す
。

　

我
々
介
護
関
係
者
は
こ
の
半

年
、
そ
し
て
来
年
２
０
２
４
年

３
月
末
を
目
処
に
﹁
い
つ
何
時

で
も
災
害
や
感
染
症
、
ま
た
は

そ
れ
以
外
の
テ
ロ
や
ス
ト
ラ
イ

キ
、
イ
ン
フ
ラ
の
急
な
停
止
に

よ
る
事
件
事
故
で
も
事
業
が
継

続
で
き
、
止
ま
っ
て
も
至
急
に

復
旧
で
き
る
た
め
の
計
画
書
﹂

の
策
定
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
最
中
の
こ
と
に
対
し

て
、国
民
が
甘
く
し
て
い
て
は
、

近
い
将
来
も
っ
と
大
変
な
こ
と

が
来
る
と
い
う﹁
一
億
総
倒
れ
﹂

に
な
ら
な
い
よ
う
な
国
づ
く
り

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
幸
い
に
も
そ

の
鉄
道
会
社
は
、
翌
日
記
者
会

見
で
、
社
長
自
ら
が
猛
省
し
て

い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
日
本

の
民
族
性
の
危
機
管
理
と
そ
の

予
防
と
復
旧
と
対
応
と
判
断
の

目
安
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ま
た
あ

の
東
日
本
大
震
災
か
ら
12
年
。

改
め
て
、
岩
手
県
の
災
害
時
の

標
語
﹁
つ
な
み
て
ん
で
ん
こ
﹂

が
、
ぼ
ー
っ
と
生
き
て
い
る
自

分
に
対
し
て
の
﹁
正
常
性
の
バ

イ
ア
ス
﹂
を
排
除
す
る
よ
う
な

警
鐘
を
感
じ
る
出
来
事
だ
っ
た

の
で
し
た
。

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟
　
大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
︵
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
︶
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

　

昨
年
10
月
、
第
10
回
目
の
カ

ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
の
〜
カ
ジ

キ
ズ
シ
ヨ
ー
〜
が
開
催
で
き
ま

し
た
。
今
年
は
３
年
間
中
止
さ

れ
て
い
た
ホ
ノ
ル
ル
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
が
３
月
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
米
国
財

団
法
人
ホ
ノ
ル
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
主
催
し
て
お
り
、
そ
こ

に
参
加
す
る
だ
け
な
の
で
運
営

の
難
し
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
私
達
は
３
年
間
の
中
止

を
経
て
の
14
年
連
続
出
場
と
い

う
17
年
間
の
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
は
歴
史
の
積
み

重
ね
と
リ
ピ
ー
ト
に
価
値
を
見

て
く
れ
て
ま
す
。
第
何
回
目
の

時
か
？
毎
回
招
待
さ
れ
る
﹁
ハ

ワ
イ
州
知
事
主
催
の
知
事
公
邸

13
か
国
Ｖ
Ｉ
Ｐ
招
待
昼
食
会
﹂

で
ハ
ワ
イ
の
海
に
漂
流
し
た
日

本
人
﹁
ジ
ョ
ン
万
次
郎
﹂
と
そ

れ
を
助
け
た
﹁
ク
ッ
ク
船
長
﹂

の
そ
れ
ぞ
れ
の
５
代
目
に
あ
た

る
子
孫
を
探
し
出
し
て
お
連
れ

し
、
２
人
が
し
っ
か
り
と
握
手

を
す
る
セ
レ
モ
ニ
ー
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
こ
に
日
本
と
米
国
の

架
け
橋
が
実
っ
た
と
い
う
演
出

で
す
。
さ
す
が
知
識
の
宝
庫
で

ビ
シ
ョ
ッ
プ
博
物
館
の
案
内
人

も
兼
ね
る
浅
沼
局
長
の
何
と
素

敵
な
は
か
ら
い
で
し
ょ
う
。
私

に
は
感
動
的
な
場
面
で
し
た
。

同
席
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
ホ
ノ
ル

ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員

長
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
斎
藤
さ
ん
が

い
ま
す
。
カ
ラ
カ
ウ
ワ
通
り
で

の
パ
レ
ー
ド
の
た
め
に
カ
ラ
カ

ウ
ワ
通
り
を
半
日
は
車
が
侵
入

で
き
な
い
よ
う
、
ホ
ノ
ル
ル
の

商
店
街
に
封
鎖
を
お
願
い
で
き

る
商
工
会
の
重
鎮
で
す
。
日
本

語
を
話
し
て
く
れ
る
ウ
ォ
ル
タ

ー
斎
藤
氏
は
財
団
法
人
事
務
局

長
の
浅
沼
氏
と
は
親
友
で
、
こ

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
今
と
な

っ
て
は
こ
ん
な
に
大
き
な
催
し

に
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
と

語
っ
て
く
れ
ま
す
。
環
太
平
洋

︵
パ
ン
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
︶
の

13
か
国
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
や
ア

 

梶
木
敏
巳
の
人
生

風
の
ま
ま
に

ホ
ノ
ル
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 51

ー
テ
ィ
ス
ト
が
数
千
人
集
う
の

で
す
。
最
盛
期
は
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
や
街
中
に
は

20
万
人
の
人
出
で
、
パ
レ
ー
ド

は
沿
道
を
埋
め
た
観
客
か
ら
声

援
が
飛
び
ま
す
。
そ
し
て
私
が

以
前
に
浅
沼
事
務
局
長
と
当
時

の
パ
ト
リ
シ
ア
コ
ロ
ン
ビ
ア
駐

日
全
権
大
使
を
招
待
し
た
長
岡

市
花
火
大
会
で
、
見
物
に
か
こ

つ
け
て
食
事
会
を
設
定
し
実
現

し
た
大
使
親
子
の
ホ
ノ
ル
ル
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
で
の
参
加
。

そ
の
延
長
な
の

か
南
米
の
エ
ク

ア
ド
ル
も
後
に

参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
。
当
時

パ
ト
リ
シ
ア
大

使
も
パ
ン
・
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
と

い
う
概
念
は
無

か
っ
た
そ
う
で

す
。
ホ
ノ
ル
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
ま
さ
に
ハ

ワ
イ
州
最
大
規

模
の
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
私
の
送

り
出
す
チ
ー
ム

10
名
は
米
国
財

団
法
人
ホ
ノ
ル

ル
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
認
定
の
民

間
人
﹁
日
米
国

際
親
善
文
化
大
使
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
﹂
と
し
て
参
加
し
ま
す
。
２

日
間
で
知
事
公
邸
昼
食
会
、
カ

ラ
ウ
カ
ウ
ワ
通
り
パ
レ
ー
ド
、

ハ
ワ
イ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
で
の
フ
ラ
ワ
ー
展
示
Ｊ
Ｔ

Ｂ
コ
ン
テ
ス
ト
、
ア
ラ
モ
ア
ナ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
の

フ
ラ
ワ
ー
＆
着
物
ド
レ
ス
ス
テ

ー
ジ
シ
ョ
ー
と
大
忙
し
で
す
。

好
き
な
こ
と
に
は
ス
ト
レ
ス
も

な
く
苦
労
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
結
果
的
に
社
会
貢
献
や
人

に
尽
く
す
の
が
大
事
で
す
。
こ

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
ご
一
緒

し
た
山
田
邦
子
さ
ん
御
夫
妻
が

以
前
、
銀
座
ス
タ
ジ
オ
に
き
て

く
れ
ま
し
た
。
お
ふ
た
り
は
謙

虚
で
知
識
人
で
素
敵
な
ご
夫
婦

で
す
。
そ
し
て
邦
子
さ
ん
率
い

る
乳
が
ん
撲
滅
運
動
の
ピ
ン
ク

リ
ボ
ン
隊
と
合
同
で
パ
レ
ー
ド

で
一
行
を
作
り
参
加
し
ま
し

た
。﹁
ス
タ
ー
が
や
っ
て
き
ま

し
た
﹂
と
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
連

呼
し
ま
す
。
倍
賞
千
恵
子
さ
ん

や
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
や
ハ

イ
ヒ
ー
ル
・
モ
モ
コ
さ
ん
、
他

に
も
た
く
さ
ん
の
芸
能
人
と
一

緒
で
す
。
私
は
フ
ー
テ
ン
の
寅

さ
ん
の
妹
役
で
全
国
男
性
の
憧

れ
の
ス
タ
ー
だ
っ
た
﹁
さ
く

ら
﹂
の
倍
賞
千
恵
子
さ
ん
に
千

恵
子
さ
ん
の
期
待
の
新
人
デ
ビ

ュ
ー
で
共
演
し
た
歌
手
で
俳
優

の
さ
さ
き
い
さ
お
さ
ん
に
聞
い

た
﹁
ガ
ラ
ス
越
し
の
接
吻
﹂
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
す
と
気
さ
く

に
お
話
し
を
し
て
く
れ
ま
す
。

倍
賞
千
恵
子
さ
ん
と
は
そ
の
後

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
カ
ー
ネ
ギ

ー
ホ
ー
ル
へ
お
連
れ
す
べ
く
後

に
銀
座
で
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
方

と
打
ち
合
わ
せ
す
る
も
結
果
的

に
御
縁
が
な
く
残
念
で
す
。
い

つ
か
ま
た
、
良
い
風
が
吹
く
と

い
い
な
ぁ
と
期
待
し
ま
す
。

 ︵
か
じ
き
・
と
し
み
／
花
の
街

振
興
財
団
／
Ｉ
Ｆ
Ａ
理
事
長
︶

　

昆
虫
、
爬
虫
類
、
甲
殻
類
を

題
材
に
し
た
江
戸
時
代
か
ら
昭

和
初
期
ま
で
の
日
本
の
美
術
品

を
集
め
た
﹁
エ
レ
ガ
ン
ト
な
い

き
も
の
〜
日
本
美
術
に
見
る
爬

虫
類
、
昆
虫
、
甲
殻
類
﹂
展
が

今
月
23
日
︵
木
︶
ま
で
、
日

本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︵
西
57
丁
目

１
４
５
番
地
７
階
︶
と
オ
ン
ラ

イ
ン
︵
日
本
ク
ラ
ブ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ギ

ャ
ラ
リ
ー
、
２
月
16
日
か
ら
３

月
９
日
ま
で
︶
で
開
催
さ
れ
て

い
る
。

　

２
日
、
同
展
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

ア
メ
リ
カ
自
然
史
博
物
館
ア
ソ

シ
エ
イ
ト
・
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の

ジ
ェ
シ
カ
・
ウ
ェ
ア
博
士
が﹁
ウ

ェ
ア
博
士
に
よ
る
昆
虫
学
ー
ト

ン
ボ
と
糸
蜻
蛉
に
つ
い
て
﹂
と

題
し
た
講
演
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
元
サ
ザ
ビ
ー
ズ
・
バ

イ
ス
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
の
同
展
キ

ュ
レ
ー
タ
ー
の
堀
佐
知
子
氏
が

﹁
い
き
も
の
﹂
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
伝
統
工
芸
品
に
つ
い
て
解

説
し
た
。

　

展
示
で
は
、
日
本
美
術
の
優

れ
た
作
品
を
通
し
て
、
日
本
人

が
昔
か
ら
﹁
虫
﹂
や
﹁
爬
虫
類
﹂

に
親
し
ん
で
き
た
こ
と
が
実
感

で
き
る
ユ
ニ
ー
ク
な
展
覧
会

で
、
米
国
東
海
岸
の
２
大
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
か
ら
、
明
治
の
陶
器

部
門
で
帝
室
技
芸
員
に
指
名
さ

れ
た
真
葛
香
山
︵
１
８
４
２
〜

１
９
１
６
年
︶
の
陶
器
、
薩
摩

焼
や
金
工　

(

起
立
工
商
会
社

の
品
を
含
む
︶
の
花
瓶
、七
宝
、

鉄
ま
た
銅
の
自
在
置
物
、
ジ
ュ

エ
リ
ー
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル
な
ど

約
30
点
を
紹
介
し
て
い
る
。

エレガントないきもの
日本美術に見る昆虫など

日本ギャラリーで開催中

https://goshikiprinting.com/
http://kkobo.com/
https://aantcinc.com/
https://japanvillage.com/
tel:2122136069
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
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第
二
次
大
戦
時
、
敵
国
ス
パ

イ
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
米
国
政

府
の
指
示
で
強
制
収
容
所
で
の

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
10
数

万
人
の
日
系
米
国
人
。
そ
れ
を

違
法
と
し
て
戦
後
数
十
年
か
け

て
国
と
戦
い
、
日
系
米
国
人
の

人
権
回
復
を
勝
ち
取
っ
た
フ
レ

フ
レ
ッ
ド
コ
レ
マ
ツ
の
日
、
Ｎ
Ｊ
州
が
正
式
承
認

フ
ォ
ー
ト
リ
ー
で
式
典
開
催

ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
氏
。
同
氏
の

偉
業
を
讃
え
、
同
氏
の
誕
生
日

で
あ
る
１
月
30
日
を
﹁
全
て
の

移
民
の
自
由
と
平
等
を
守
る

日
﹂
に
し
よ
う
と
い
う
動
き
が

全
米
で
起
き
て
い
る
。
そ
し
て

こ
の
ほ
ど
、
Ｎ
Ｊ
州
が
、
全
米

６
番
目
︵
北
東
部
で
は
初
︶
の

州
と
し
て
﹁
フ
レ
ッ
ド
コ
レ
マ

ツ
デ
ー
﹂
を
正
式
に
承
認
、
１

月
30
日
の
朝
、
州
都
ト
レ
ン
ト

ン
で
フ
ィ
ル
・
マ
ー
フ
ィ
ー
知

事
が
宣
言
書
に
署
名
し
た
。
知

事
は
﹁
悲
し
い
歴
史
を
隠
す
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
コ
レ
マ
ツ

氏
の
偉
業
を
形
に
す
る
こ
と
で

よ
り
良
い
未
来
の
指
標
に
で
き

る
。﹂
と
談
話
を
残
し
た
。

　

そ
し
て
同
夜
、
州
に
先
駆
け

て
２
０
２
０
年
に
自
治
体
単
独

で
フ
レ
ッ
ド
コ
レ
マ
ツ
デ
ー
を

承
認
し
た
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
の
区

庁
舎
で
記
念
式
典
が
行
わ
れ

た
。
同
区
に
拠
点
を
置
く
実
業

家
で
人
権
活
動
家
と
し
て
州
議

会
の
承
認
に
尽
力
し
た
古
本
武

司
さ
ん
と
妻
の
キ
ャ
ロ
ル
さ
ん

が
、
州
の
正
式
承
認
を
報
告
、

会
場
に
集
ま
っ
た
約
50
人
の
参

加
者
か
ら
満
場
の
拍
手
が
送
ら

れ
た
。
ま
た
、
フ
レ
ッ
ド
・
コ

レ
マ
ツ
氏
の
長
女
で
父
の
遺
志

を
継
い
で
コ
レ
マ
ツ
財
団
を
設

立
し
た
カ
レ
ン
・
コ
レ
マ
ツ
氏

が
基
調
講
演
を
行
っ
た
。
カ
レ

ン
氏
は
若
い
世
代
に
ど
う
伝
え

て
い
く
か
が
重
要
と
語
り
、
来

賓
の
一
人
で
あ
る
Ｊ
・
サ
ー
ビ

エ
リ
区
議
か
ら
、﹁︵
同
区
で
開

催
す
る
︶
映
画
祭
に
、
日
系
人

の
歴
史
を
伝
え
る
映
画
を
出
展

し
て
み
て
は
ど
う
か
﹂
と
い
う

提
案
も
出
た
。

　

自
身
も
強
制
収
容
所
で
生
ま

れ
た
古
本
さ
ん
は
、﹁
今
日
は

よ
り
良
い
ア
メ
リ
カ
に
な
る
第

一
歩
の
日
。
大
勢
の
移
民
が
暮

ら
す
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
で
区
議
会

に
働
き
か
け
る
の
は
難
し
く
な

か
っ
た
が
、
州
を
動
か
す
の
に

は
大
変
な
時
間
と
労
力
を
要
し

た
の
で
、
よ
う
や
く
実
現
で
き

て
嬉
し
い
。
今
後
も
日
系
人
が

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
手
伝
い
を
し

た
い
。﹃
フ
レ
ッ
ド
コ
レ
マ
ツ

デ
ー
﹄
の
ゴ
ー
ル
は
、
国
に
認

め
ら
れ
て
国
民
の
祝
日
に
な
る

こ
と
だ
が
、
自
分
の
代
で
は
難

し
い
が
、
若
い
世
代
に
し
っ
か

り
繋
ぎ
、
い
つ
か
実
現
出
来
た

ら
素
晴
ら
し
い
﹂
と
語
っ
た
。

カ
レ
ン
・
コ
レ
マ
ツ
氏
と
古
本
武
司
氏
を
囲
む
、
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
区
議
た

ち
：
左
か
ら
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ド
ラ
ム
グ
ー
ル
氏
、
ジ
ョ
セ
フ
・
サ
ー
ビ

エ
リ
氏
、
ア
イ
ラ
・
カ
ソ
フ
ス
キ
ー
議
長
、
ハ
ー
ベ
イ
・
ソ
ー
マ
ー
氏

　

近
年
、
開
発
が
進
む
フ
ォ
ー

ト
リ
ー
だ
が
、
学
校
や
教
会
な

ど
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
建
物

も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
う
ち
の
一
つ
が
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ト
に
あ
っ
た
郵
便
局
。

１
９
３
０
年
代
に
建
て
ら
れ
た

コ
ロ
ニ
ア
ル
様
式
の
建
物
は
趣

が
あ
り
評
判
が
良
か
っ
た
が
、

老
朽
化
に
よ
る
安
全
性
の
問
題

で
昨
年
９
月
に
そ
の
役
目
を
終

え
、
本
局
は
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
裏
の
大
駐
車
場
エ
リ
ア
に
あ

る
新
ビ
ル
に
移
転
し
営
業
を
行

っ
て
い
る
。

　

マ
ー
ク
・
ソ
コ
リ
ッ
チ
区

長
は
、
解
体
作
業
が
始

ま
っ
た
旧
建
物
跡
地
に
、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
パ

ー
ク
の
建
設
を
発
表
。

多
様
な
民
族
、
宗
教
を

持
つ
人
が
暮
ら
す
フ
ォ

ー
ト
リ
ー
で
、
区
民
に

敬
意
を
払
い
、
皆
が
憩

え
る
場
所
を
作
り
た
い

と
し
た
。
同
公
園
に
は

桜
の
木
の
植
樹
も
予
定

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

尚
、
旧
郵
便
局
建
物
内

に
あ
っ
た
数
点
の
壁
画

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
へ
の
移
設
が
完
了

し
た
。

フ
ォ
ー
ト
リ
ー

旧
郵
便
局
建
物
解
体
へ

跡
地
は
多
様
民
族
公
園
に

メープルシロップ原液の収穫体験をしてみよう

　ヘルシーな甘味料としてスイーツや料理
に重宝するメープルシロップ。世界で出回
っている商品の大半はカナダ産だが、気候
が似ている米国東海岸でも多く作られてい
る。
　収穫時期は２月後半からで、ＮＪ州では
各地でカエデの木から原液を抽出する体験
イベントが開催されている。普段あまり見
ることはない収穫作業を家族で体験してみ
よう。（どこも要予約）
・Tenafly Nature Center： 313 Hudson 
Ave., Tenafly　 ２ /12（ 日 ） 午 前 11
時 30 分 と 午 後 １ 時、 ２/19（ 日 ） 午 前
11 時 30 分　 参 加 費 12 ド ル　www.
tenaflynaturecenter.org/Maple-Sugaring
・Great Swamp Outdoor Education 
Center： 247 Southern Boulvard , 

Chatham　 ２/18（ 土 ） ー ３/12（ 日 ）
ま で の 毎 週 末　 参 加 費 ６ ド ル　www.
morrisparks.net
・Environmental Education Center： 
190 Load Stirling Road, Basking Ridge　
２/11（土）〜 26（日）までの毎週末　参
加 費 学 生 ６ ド ル、 大 人 ７ ド ル　www.
somersetcountyparks .org/maple -
sugaring-0
・Echo Hill Park： 42 Lilac Drive, 
Flemington   ２/11（土）午後１時　対
象 ６ 歳 〜 大 人　 参 加 費 ３ ド ル　www.
co.hunterdon.nj.us
・The Watershed Center： 31 Titus mill 
Road, Pennington　２/25（土）午前 10
時と午後２時　対象５歳〜大人　参加費 10
ドル　thewatershed.doubleknot.com

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

http://jmart-usa.com/en/
https://japaneseschool.org
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://tawaramart.com/
http://www.jwsny.org
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
http://www.morrisparks.net
http://www.morrisparks.net
http://www.s
http://www.s
http://www.co.hunterdon.nj.us
http://www.co.hunterdon.nj.us
http://www.tenaflynaturecenter.org/Maple-Sugaring
http://www.tenaflynaturecenter.org/Maple-Sugaring
thewatershed.doubleknot.com
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 BOOKS
　

こ
の
本
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

在
住
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
デ
ザ

イ
ナ
ー
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
神

舘
美
会
子
さ
ん
が
、
彼
女
の
長

年
の
友
人
で
あ
り
、
テ
キ
ス
タ

イ
ル
会
社
の
同
僚
で
も
あ
る
日

本
人
男
性
、
リ
ョ
ウ
和
田
こ
と

和
田
良
三
さ
ん
が
、
１
９
７
０

年
か
ら
現
在
ま
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
で
、
国
際
結
婚
を
し

て
、
他
民
族
国
家
の
米
国
を
肌

身
で
知
っ
た
体
験
を
、
同
じ
く

国
際
結
婚
を
し
て
い
る
神
舘
さ

ん
が
、
和
田
さ
ん
の
ラ
テ
ン
・

ア
メ
リ
カ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

で
の
体
験
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
原
文

を
も
と
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
重

ね
、
さ
ら
に
神
舘
さ
ん
の
ア
メ

リ
カ
理
解
を
加
筆
し
て
一
冊
に

ま
と
め
た
も
の
だ
。

　

１
９
６
９
年
に
当
時
20
代
だ

っ
た
主
人
公
の
和
田
さ
ん
は
、

日
本
の
美
術
系
高
校
を
卒
業
後

に
テ
キ
ス
タ
イ
ル
大
手
の
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
し
て
就
職
す
る
が
、

い
わ
ゆ
る
日
本
の
組
織
社
会
や

伝
統
的
な
日
本
社
会
の
堅
苦
し

さ
が
合
わ
ず
に
１
年
あ
ま
り
で

退
職
し
て
、
日
本
の
中
だ
け
し

か
知
ら
な
い
の
で
は
つ
ま
ら
な

い
、
と
考
え
２
、
３
年
の
遊
学

の
つ
も
り
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
向

か
う
。
１
年
後
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
や
っ
て
き
て
、
滞
在
数
か

月
後
に
、
数
日
の
日
程
で
行
っ

た
プ
エ
ル
ト
リ
コ
で
現
地
の
女

性
と
恋
に
落
ち
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
と
プ
エ
ル
ト
リ
コ
を
往
来
す

る
交
際
の
挙
句
、
い
わ
ゆ
る
で

き
ち
ゃ
っ
た
結
婚
を
す
る
。
そ

し
て
、
そ
の
彼
女
と
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
３
人
の
子
供
を

持
つ
家
庭
を
築
き
、
米
国
社
会

の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
で
あ
る

白
人
社
会
で
も
な
い
、
日
本
と

も
全
く
違
う
異
文
化
の
葛
藤
の

中
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
る
。

　

主
人
公
を
通
し
て
米
国
で
の

ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
社
会
の
経
験
だ

け
で
な
く
、
そ
の
体
験
を
通
し

て
ア
メ
リ
カ
社
会
の
今
日
の
問

題
で
あ
る
人
種
、
肌
の
色
の
差

別
、
銃
、
麻
薬
の
問
題
、
そ
し

て
人
生
観
の
違
い
な
ど
が
語
ら

れ
る
。

　

神
舘
さ
ん
は
﹁
多
く
出
版
さ

れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
関
連
本

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ん
ど
が
白
人

の
文
化
や
社
会
に
ま
つ
わ
る
体

験
だ
。
こ
の
本
は
、
ラ
テ
ン
・

ア
メ
リ
カ
社
会
の
外
側
か
ら
の

ル
ポ
で
は
な
く
、
50
年
と
い
う

長
い
年
月
を
こ
の
ヒ
ス
パ
ニ
ッ

ク
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
暮
ら

し
て
き
た
主
人
公
の
生
身
の
体

験
談
だ
。
日
本
人
か
ら
見
れ
ば

異
次
元
世
界
に
も
見
え
る
よ
う

な
社
会
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
世
界
へ
の
目

を
広
げ
て
も
ら
え
た
ら
﹂
と
後

書
き
で
述
べ
て
い
る
。

　

思
え
ば
、
そ
う
い
う
徒
手
空

拳
で
海
外
に
飛
び
出
し
て
行
っ

た
日
本
の
若
者
が
男
女
に
か
か

わ
ら
ず
60
年
代
に
は
多
く
い
た

よ
う
に
記
憶
す
る
。
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も

携
帯
電
話
も
な
い
時
代
、
海
外

は
遠
か
っ
た
。
遠
か
っ
た
け
れ

ど
、
そ
こ
は
紛
れ
も
な
い
﹁
外

国
﹂
が
あ
っ
た
。
今
の
よ
う
に

Y
O

U
T

U
B

E
 

で
気
軽
に
自
分

の
見
た
い
世
界
、
映
像
に
触
れ

る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
そ

れ
だ
け
に
、
リ
ス
ク
を
顧
み
ず

に
飛
び
出
し
て
い
っ
た
あ
の
頃

の
若
者
た
ち
は
、
今
の
若
者
が

つ
か
み
え
な
い
も
の
を
手
に
し

た
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
の
本
の
主
人
公
、
和
田
さ

ん
は
、
決
し
て
日
本
の
社
会
で

出
世
す
る
よ
う
な
タ
イ
プ
で
は

な
い
が
、
自
分
の
頭
と
直
感
で

生
き
抜
い
て
い
く
生
命
力
が
あ

る
。
真
似
を
し
よ
う
と
思
っ
て

も
で
き
な
い
生
き
方
が
あ
る
。

本
を
読
ん
で
別
に
知
っ
た
か
ら

何
か
を
得
す
る
と
い
う
こ
と
は

特
段
な
い
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
神
舘
さ
ん
が
期
待
す
る
よ

う
な
、
異
次
元
世
界
へ
の
目
を

広
げ
る
き
っ
か
け
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
。　
　
　

　︵
三
浦
︶

 NY ラテン系生活半世紀
神舘美会子、リョウ和田・著

花伝社・刊

■月の立つ林で（青山美智子、ポプラ社）長年勤めた病院
を辞めた元看護師、売れないながらも夢を諦めきれない芸
人、早く自立したい女子高生など。つまずいてばかりの日
常の中で彼らが耳にした、オキナという男性のポッドキャ
スト『ツキない話』。月に関する語りに心を寄せながら、
彼らも新しくてかけがえのない毎日を紡いでいく。■タイ
ム・オブ・デス、デート・オブ・バース（窪美澄、筑摩書
房）都心の古ぼけた団地で、姉と 2 人で暮らすみかげ。時
代の吹きだまりのような場所で、明るい未来が思い描け
ず「死」に惹かれる彼女の前に団地警備員を名乗る老人が
現れ、日常は変わり始めていく。姉妹に差し伸べられたの
は全ての傷を知る者の温かい手だった。■首里の馬（高山
羽根子、新潮文庫）問読者 ( トイヨミ )、それが未名子の
仕事だ。沖縄の古びた郷土資料館で資料整理を手伝いなが
ら、世界の業務従事者に向けてオンラインで問題を読み上
げる。孤独な人々の記憶とこの島の記録がクイズを通して
つながっていく。第 163 回芥川賞受賞作。■成長の技法（田
坂広志、PHP 文庫）「なぜ優秀な人ほど、成長が壁に突き
当たるのか？」「なぜ、『勉強ができる人』が『仕事ができ
ない人』になってしまうのか？」など、ビジネスパーソン
の成長を阻む「7 つの壁」を明らかにし、その壁を乗り越
える具体的な技法を解説する。■歌麿の娘　浮世絵おたふ
く三姉妹（井川香四郎、実業之日本社文庫）浅草で一番人気の水茶屋「おた
ふく」を切り盛りする 3 人の看板娘は、浮世絵師・二代目喜多川歌麿を父に
持つ。亡き父親は悪党の裏始末に関わったと噂され、娘たちもその反骨精神
を受け継いでいた。庶民を苦しめる輩や不正、悪の匂いを嗅ぎつけた 3 姉妹
が敵の懐に潜入し成敗する時代小説。■大学4年間の社会学が10時間でざっ
と学べる（出口剛司、角川文庫）日本型組織では個人の仕事量に客観的上限
がないため責任感が強い人に仕事が集中し、過労死を招きやすい。権力は主
体を抑圧すると同時に自発的に行動する主体を生産する。自由の重荷に耐え
られない人びとが独裁者を期待するなど、社会の原理を解きほぐす 20 項目。
ビジネスマンの必須教養としての社会学をざっと学ぶ一冊。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店 NY 本店

　

新
し
く
て
か
け
が
え
の
な
い
毎
日
を
紡
ぐ
。
団
地
の
姉
妹
に
差
し
伸
べ
ら
れ
た
手
。
世

界
の
孤
独
な
人
々
の
記
憶
と
島
の
記
録
。
な
ぜ
優
秀
な
人
ほ
ど
成
長
が
壁
に
突
き
当
た
る

の
か
。
三
姉
妹
が
悪
を
成
敗
す
る
時
代
小
説
。
必
須
教
養
を
ざ
っ
と
学
ぶ
一
冊
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

火
曜
の
朝
、
犬
の
バ
ム
が
目

を
覚
ま
す
と
鼻
が
冷
た
く
、
空

気
が
冷
え
て
い
ま
し
た
。
﹁
こ

ん
な
日
は
き
っ
と
裏
の
池
も
凍

っ
て
る
は
ず
だ
か
ら
遊
び
に
い

こ
う
！
﹂
そ
う
思
っ
た
バ
ム
は
、

ス
ケ
ー
ト
靴
と
釣
り
道
具
を
持

っ
て
ケ
ロ
と
一
緒
に
池
に
行
く

と
、
大
変
！
池
と
一
緒
に
あ
ひ

る
の
カ
イ
ち
ゃ
ん
が
凍
り
つ
い

て
い
ま
す
。
早
く
助
け
て
あ
げ

な
く
ち
ゃ
。
氷
ご
と
切
り
出
し

て
連
れ
て
帰
り
、
お
風
呂
に
入

れ
て
あ
げ
る
と
、
カ
イ
ち
ゃ
ん

は
元
気
に
な
り
ま
し
た
。
で
も

次
の
日
の
朝
、
バ
ム
と
ケ
ロ
が

目
に
し
た
の
は
﹁
お
せ
わ
に
な

り
ま
し
た
﹂
と
い
う
カ
イ
ち
ゃ

ん
の
置
き
手
紙
で
し
た
。

　

カ
ナ
ダ
・
オ
ン
タ
リ
オ
州
在

住
の
絵
本
作
家
、
島
田
ゆ
か
さ

ん
に
よ
る
、
毎
回
可
笑
し
く
て

愛
ら
し
い
展
開
が
人
気
の
﹁
バ

ム
と
ケ
ロ
﹂
シ
リ
ー
ズ
第
3
作

目
。
本
作
で
は
新
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
﹁
か
い
ち
ゃ
ん
﹂
が
登
場
。

最
後
は
ク
ス
ッ
と
笑
う
展
開
が

待
っ
て
い
る
冬
の
日
の
お
話
。

日
本
語
版
は
﹃
バ
ム
と
ケ
ロ
の

さ
む
い
あ
さ
﹄
︵
文
溪
堂
︶
。
大

型
本
と
持
ち
運
び
に
便
利
な
小

型
本
が
あ
る
。　
　

︵
高
田
︶

寒
い
朝
に
池
で
発
見
し
た
も
の
と
は

 『Bam and Kero's Frosty Morning』
作・絵　島田ゆか

文溪堂　2014 年

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://www.funcphysio.com/
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、社会で美しく生きる女性たちを応援します。

NYストスナ
 オシャレは街角から生まれる 136

FEBRUARY

市
庁
舎
で
一
足
早
く
春
の
緑
を
装
う

　

北
海
道
美
深
町
で
10
頭
の
羊

と
暮
ら
し
な
が
ら
、
草
木
染
め

で
フ
ェ
ル
ト
服
を
作
っ
て
い
る

逸
見
吏
佳
︵
へ
ん
み
・
り
か
︶

さ
ん
が
12
日
︵
日
︶、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー

ク
で
羊
毛
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
ラ

ン
ウ
エ
ー
で
発
表
す
る
。

　

﹁
昨
年
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
参
加
後

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
ウ
ィ
ー
ク
の
主
催
者
か
ら
案

内
の
メ
ー
ル
を
い
た
だ
き
、
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。
私
た
ち
の

暮
ら
し
と
は
真
逆
の
世
界
一
の

都
会
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、
繋
が

り
を
見
出
し
た
い
で
す
﹂
と
話

す
。

　

逸
見
さ
ん
は
札
幌
市
の
出
身

だ
が
２
０
０
４
年
に
羊
の
い
る

風
景
に
憧
れ
移
住
し
た
土
地

で
、
羊
牧
場
の
羊
毛
が
毎
年
大

量
に
捨
て
ら
れ
る
こ
と
を
知

り
、
廃
棄
す
る
羊
毛
を
使
っ
た

も
の
づ
く
り
を
思
い
つ
い
た
。

　

ま
ず
羊
毛
を
フ
ェ
ル
ト
化
す

る
方
法
で
ル
ー
ム
シ
ュ
ー
ズ
づ

く
り
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の

後
、
薄
い
生
地
に
羊
毛
を
載
せ

る
布
フ
ェ
ル
ト
で
、
縫
製
す
る

こ
と
な
く
無
駄
な
く
作
り
あ
げ

る
洋
服
作
り
を
発
案
。
身
近
な

植
物
で
草
木
染
め
す
る
な
ど
、

周
囲
の
環
境
に
調
和
し
た
も
の

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。
コ

ン
セ
プ
ト
は
﹁
生
き
て
い
る

服
﹂。
そ
こ
に
は
命
と
し
て
感

じ
ら
れ
る
よ
う
な
愛
が
溢
れ
る

服
を
作
り
た
い
と
い
う
思
い
が

あ
る
。
ロ
ン
グ
コ
ー
ト
や
シ
ョ

ー
ル
カ
ラ
ー
は
、
縫
い
目
が
な

く
、
一
体
化
し
て
い
る
ウ
エ
ア

で
、﹁
見
た
目
の
良
さ
だ
け
で

は
な
く
羽
織
っ
た
時
の
心
地

よ
さ
が
あ
り
ま
す
﹂
と
い
う
。

ブ
ラ
ン
ド
名
は
﹁
粗
清
草
堂
﹂

(soseisodo)

。

　

羊
と
暮
ら
し
な
が
ら
、
草
木

染
め
で
フ
ェ
ル
ト
服
を
作
っ
て

い
る
と
い
う
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
な

ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
生
み
出
す
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
。
12
日
正
午
最
先

端
Ｎ
Ｙ
の
ラ
ン
ウ
エ
ー
で
ス
ポ

ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
る
。

︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
は
本

人
提
供
︶

　
　
　
　
　

◇

12
日
に
Ｎ
Ｙ
で
ラ
ン
ウ
エ
ー

　

ラ
ン
ウ
エ
ー
シ
ョ
ー
は
12

日
︵
日
︶
正
午
、
西
26
丁
目

６
０
１
番
地
、
カ
ノ
エ
・
ス

タ

ジ

オ
︵C

anoe Studio 

︶

で
。
主
催
はFlying Solo

。

問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

soseisoudou@
gm

ail.com

ウ

ェ

ブ

サ

イ

トhttps://
w

w
w

.soseisoudou.jp/

NY ファッション

ウイークに参加する

逸見吏佳さん

北
海
道
で
羊
と
暮
ら
し
羊
と
作
る
服
Ｎ
Ｙ
に

  ◇氏名：エロミーナ　（30 歳）
◇職業：精神科医
◇居住地：ルーマニア
◇着用の服：フランスに滞在し
た時に購入した白いオーバー以
外は全てルーマニア製
◇よく利用する店：ほどんどが
ノンブランドでルーマニア製
◇好きなブランド：「今度ザラを
覗いてみるわ」
◇着こなしで気をつけているこ

と：普段は病院の勤務で白衣の
み。「でもルーマニアは保守的な
服装が多いので、今回のように
旅に出た時だけは思い切り好き
な色でおしゃれをするの。今日
は緑色が基調（セントパトリッ
ク・デイとは関係なしよ。無宗
教だから）。明日は赤を基調にす
るわ」
◇撮影場所：市庁舎脇のパーク・
ロウ通り

　マンハッタンの「ダウンタウン」「ミッドタウン」「アップタウン」は地理
上の観念で、「繁華街」対「高級住宅街」の範疇ではない。日の当たる時間が
短く厳寒の２月でもダウンタウンには多くの旅行者が見える。観光に値する
場所が多いからであろう。地下鉄チェンバーズ・ストリート駅のあたりには
1810 年から 12 年にかけて建設されたニューヨーク市庁舎があり、パーク・
ロウ通りを渡ると警察官約 3 万 7,800 人を擁し全米で最大の警察であるニュー
ヨーク市警察本部、さらにニューヨーク郡最高裁判所が並ぶ。裁判所の建物
は重厚なコリント式柱列と連花崗岩六角形の古典ローマ様式で、精巧な三角
形のペディメントには法（Law）、真実 (Truth) 、公正（Equity）の塑像が彫り
込まれている。                           （ワインスタイン今井絹江、写真も )

http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
http://maliliko.com
http://www.idocenter.com
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.salon-oasis.net
https://www.samuraimama.com/
mailto:soseisoudou@gmail.com
mailto:soseisoudou@gmail.com
mailto:soseisoudou@gmail.com
https://www.soseisoudou.jp/
https://www.soseisoudou.jp/
https://www.soseisoudou.jp/
https://www.soseisoudou.jp/
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
︶
で
は
１

月
25
日
、
１
年
生
が
こ
ど
も
の

く
に
幼
稚
園
の
園
児
を
招
待
し

て
交
流
を
深
め
た
。

　

交
流
会
で
は
、
ま
ず
体
育
館

で
﹁
Ｇ
Ｊ
Ｓ
や
小
学
校
に
つ
い

て
﹂﹁
勉
強
に
つ
い
て
﹂
を
１

年
生
が
紹
介
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
教
科
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

学
ぶ
の
か
に
つ
い
て
説
明
し
、

園
児
た
ち
の
前
で
跳
び
箱
や
マ

ッ
ト
運
動
、
歌
や
鍵
盤
ハ
ー
モ

ニ
カ
の
演
奏
な
ど
を
披
露
し

た
。
次
に
１
年
生
の
案
内
の
も

と
校
内
を
探
検
し
た
。
そ
の
後

教
室
で
１
年
生
が
先
生
と
な
っ

て
学
習
の
体
験
を
行
っ
た
。
良

い
座
り
方
や
返
事
の
仕
方
を
練

習
し
た
後
﹁
英
語
の
挨
拶
﹂﹁
自

分
の
名
前
を
平
仮
名
で
書
い
て

み
よ
う
﹂﹁
読
み
聞
か
せ
﹂
の

３
つ
の
活
動
を
行
っ
た
。
幼

稚
園
の
子
が
楽
し
め
る
よ
う

に
、
英
語
の
挨
拶
で
は
子
供
達

が
普
段
よ
く
使
う
挨
拶
を
英
語

に
し
て
教
え
た
り
、
字
を
書
く

活
動
で
は
子
供
達
が
隣
に
つ
い

て
鉛
筆
の
持
ち
方
の
お
手
本
を

見
せ
、
大
き
な
花
丸
を
書
い
て

丸
付
け
を
し
た
り
し
た
。
ま
た

読
み
聞
か
せ
で
は
﹁
１
年
生
に

な
っ
た
ら
﹂
の
絵
本
を
歌
に
合

わ
せ
て
披
露
し
、
小
学
校
の
楽

し
さ
を
伝
え
よ
う
と
が
ん
ば
っ

た
。
活
動
中
は
﹁
返
事
が
と
っ

て
も
上
手
﹂﹁
字
が
き
れ
い
だ

ね
﹂
と
声
掛
け
を
し
て
優
し
く

接
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い

た
。
今
回
の
交
流
は
３
年
ぶ
り

に
対
面
で
行
い
児
童
も
園
児
も

互
い
に
楽
し
ん
で
交
流
し
た
。

NY 日本人学校とこどものくに幼稚園

小学校へようこそ！

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
︵
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル

ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
岡
本
徹
学

園
長
︶
の
５
・
６
年
生
は
１
月

27
日
、
社
会
科
﹁
情
報
産
業
と

わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
﹂
の
授

業
の
一
環
で
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

に
あ
る
フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
イ
ン
ク

︵
Ｆ
Ｃ
Ｉ
︶
を
訪
問
し
た
。
同

社
は
、
米
国
で
日
本
語
放
送
を

実
現
さ
せ
た
放
送
局
。
到
着
し

て
す
ぐ
、
児
童
は
会
議
室
で
メ

デ
ィ
ア
に
関
す
る
ク
イ
ズ
に
挑

戦
し
た
。
米
国
で
の
一
日
の
テ

レ
ビ
視
聴
時
間
の
平
均
や
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
率
な

ど
、
具
体
的
な
数
字
を
確
認
し

メ
デ
ィ
ア
の
影
響
の
大
き
さ
を

感
じ
た
。
ス
タ
ジ
オ
で
は
、
実

際
に
イ
ヤ
ホ
ン
マ
イ
ク
を
身
に

つ
け
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
の
前
に

立
ち
、
久
下
香
織
子
キ
ャ
ス
タ

ー
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
天
気
予
報
の
放
送
原
稿
を
読

ん
だ
。
ま
た
、
自
由
自
在
に
移

動
す
る
カ
メ
ラ
や
調
整
室
で

は
、
ス
イ
ッ
チ
を
実
際
に
触
ら

せ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
カ
メ
ラ

や
背
景
の
切
り
替
え
の
技
術
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
子
ど

も
達
は
、
普
段
テ
レ
ビ
で
見
る

ス
タ
ジ
オ
の
風
景
に
自
分
自
身

が
立
つ
こ
と
に
緊
張
し
な
が
ら

も
、
放
送
局
ス
タ
ッ
フ
に
な
り

き
っ
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

た
。
教
科
書
の
学
習
を
実
際
に

体
験
し
、
報
道
に
関
わ
る
人
々

の
苦
労
と
努
力
、
や
り
が
い
を

知
り
、
将
来
に
向
け
た
貴
重
な

経
験
と
な
っ
た
。
同
学
園
の
行

事
はhttps://tw

itter.com
/

IkueiN
y

か
ら
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
の
児
童

テ
レ
ビ
局
Ｆ
Ｃ
Ｉ
を
見
学

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
櫻
井
幹
也
校
長
︶
の
６

年
生
６
人
と
７
年
生
６
人
が
、

１
月
26
日
に
社
会
科
見
学
を
実

施
し
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
あ
る

国
際
連
合
本
部
と
国
際
連
合
日

本
政
府
代
表
部
を
訪
れ
た
。
国

連
本
部
で
は
日
本
語
ツ
ア
ー
に

参
加
し
、
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
説

明
を
聞
き
な
が
ら
会
議
場
や
展

示
物
を
見
学
し
た
。
世
界
中
で

行
わ
れ
て
い
る
平
和
維
持
活

動
の
様
子
や
国
連
の
目
指
す

SD
G

s

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。ま
た
今
年
１
月
か
ら
、

日
本
は
非
常
任
理
事
国
に
選
ば

れ
そ
の
役
割
の
大
き
さ
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　

国
連
日
本
政
府
代
表
部
で

は
、
太
田
雄
也
一
等
書
記
官
か

ら
外
交
官
と
し
て
の
仕
事
内
容

と
や
り
が
い
に
つ
い
て
話
し
を

聞
き
、
そ
の
後
質
疑
応
答
を
行

っ
た
。
児
童
生
徒
は
﹁
急
な
用

件
が
入
っ
て
も
臨
機
応
変
に
対

応
し
て
い
る
み
な
さ
ん
が
い
る

か
ら
こ
そ
、
今
の
よ
う
な
平
和

な
日
本
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と

思
う
﹂﹁
国
連
の
活
動
に
興
味

を
持
ち
、
地
球
環
境
に
つ
い
て

も
う
一
度
考
え
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
﹂
な
ど
の
感
想
を
持
つ

こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
社
会

科
見
学
と
な
っ
た
。

国
連
本
部
を
見
学

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校
の
６
・
７
年
生

　

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
櫻
井
幹
也
校
長
︶
の
初

等
部
は
１
月
27
日
、
近
隣
の
マ

ニ
ト
ー
校
を
招
待
し
、
第
２
回

学
校
間
交
流
を
行
っ
た
。
昨
年

11
月
の
第
１
回
学
校
間
交
流
で

は
マ
ニ
ト
ー
校
を
訪
問
し
た
。

　

開
会
式
で
パ
ー
ト
ナ
ー
と
３

か
月
ぶ
り
に
会
っ
た
子
ど
も
た

ち
は
、
英
語
の
歌
や
す
ご
ろ
く

自
己
紹
介
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、

よ
り
仲
良
く
な
れ
た
よ
う
で
、

笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。﹁
福

笑
い
﹂
で
は
、
出
来
上
が
っ
た

﹁
お
か
め
や
ひ
ょ
っ
と
こ
﹂
の

お
も
し
ろ
い
顔
に
笑
い
声
が
あ

が
っ
て
い
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ

カ
で
も
有
名
な
ピ
カ
チ
ュ
ウ
や

マ
リ
オ
に
つ
い
て
は
﹁
知
っ
て

る
知
っ
て
る
﹂
と
大
人
気
で
あ

っ
た
。﹁
ボ
デ
ィ
じ
ゃ
ん
け
ん
﹂

で
は
質
問
と
答
え
の
や
り
取
り

を
英
語
で
行
い
、
と
て
も
よ
い

学
習
に
な
っ
て
い
た
。

　

﹁
し
お
り
作
り
﹂
で
は
、
日

本
人
学
校
の
児
童
が
パ
ー
ト
ナ

ー
の
名
前
の
音
か
ら
名
前
に
ふ

さ
わ
し
い
漢
字
を
考
え
、
手
本

を
準
備
し
て
お
い
た
。
そ
れ
を

見
な
が
ら
色
紙
に
筆
ペ
ン
で
書

き
、
し
お
り
作
り
を
し
た
。

　

マ
ニ
ト
ー
校
の
児
童
は
漢
字

に
興
味
を
も
ち
、
画
数
の
多
い

字
で
も
手
本
を
よ
く
見
て
、
意

欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
英

語
で
日
本
の
文
化
や
遊
び
の
や

り
方
を
伝
え
る
と
い
う
活
動
だ

っ
た
が
、
交
流
を
終
え
た
子
ど

も
た
ち
か
ら
は
﹁
ま
た
や
り
た

い
﹂﹁
た
く
さ
ん
話
し
た
﹂
な

ど
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

マ
ニ
ト
ー
校
と
交
流

http://www.betteratmath.com
https://satoricollegeplanning.com/
https://starchildny.com/
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
https://www.kikokushijoacademy.com/
mailto:kazenowabg@gmail.com
https://www.nykoyamashodo.com/
http://www.gwjs.org
https://twitter.com/IkueiNy
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協
賛

：

米
国
ゼ
ブ
ラ
社

 　

硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
２
3
年
度
第
49

回
目
春
期
の
課
題
を
発
表
し
ま
す
。
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
し
、
見
本
に
あ

る
各
レ
ベ
ル
別
の
課
題
を
規
定
用
紙
に
書
写
し

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
の
締
め
切
り
は
次
の
通
り
。

第
１
回
選
考　

作
品
発
表
３
月
11
日
号

締
め
切
り 

３
月
３
日
︵
金
︶
必
着

第
２
回
選
考　

作
品
発
表
４
月
８
日
号

締
め
切
り 

３
月
30
日
︵
木
︶
必
着 

 

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

●
幼
児
の
部

　

鉛
筆
を
持
つ
手
も
紙
を
抑
え
る
手
に
も
力
を

入
れ
て
ゆ
っ
く
り
書
き
ま
し
ょ
う
。

●
小
学
１
・
２
年
の
部

　

漢
字
の
書
き
順
を
確
認
し
、
力
強
く
大
き
な

字
を
書
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
小
学
３
・
４
年
の
部

　

漢
字
、
ひ
ら
が
な
共
に
﹃
は
ら
い
と
は
ね
の

方
向
﹄
に
気
を
つ
け
て
書
き
ま
す
。

●
小
学
５
・
６
年
の
部

　

画
数
の
多
い
漢
字
は
正
し
い
書
き
順
を
確
か

め
、
小
さ
な
画
も
丁
寧
に
書
き
表
し
ま
す
。

●
中
学
の
部

　

文
字
中
心
を
揃
え
文
字
間
隔
を
均
等
に
保
ち

な
が
ら
、
一
点
一
画
を
疎
か
に
せ
ず
書
き
ま
す
。

●
高
校
・
一
般
の
部

　

行
書
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
は
流
動
的
で
煩

く
な
い
書
き
表
し
を
心
掛
け
ま
す
。
連
続
記
号

も
含
め
最
後
ま
で
息
を
抜
か
ず
に
書
き
ま
す
。

応
募
規
定

 　

応
募
は
必
ず
指
定
の
書
写
用
紙
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。
規
定
用
紙
は
、
弊
紙
デ
ジ
タ
ル

版
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
︵w

w
w

.nyseikatsu.
com

︶
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

学
年
／
年
齢
別
の
﹁
課
題
﹂
を
書
写
し
、
用

紙
の
下
段
に
あ
る
必
要
事
項
︵
団
体
名
、
連
絡

先
等
︶
を
記
入
。

　

他
団
体
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
未
提
出
で
作
品
で

あ
る
こ
と
が
前
提
。
応
募
作
品
の
返
却
は
で
き

ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て
米
国
に
在
住
の
方
の
応

募
に
限
定
。

　

紙
面
掲
載
作
品
の
中
か
ら
年
間
最
優
秀
大

賞
、
優
秀
賞
、
年
間
で
一
番
作
品
点
数
が
多
か

っ
た
団
体
︵
学
校
・
教
室
単
位
︶
に
団
体
賞
を

選
出
し
、
協
賛
の
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
よ
り
豪
華
筆

記
用
具
景
品
の
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

＊
作
品
の
送
付
は
で
き
る
限
り
Ｅ
メ
ー
ル

︵info@nyseikatsu.com

︶
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。
作
品
の
画
像
デ
ー
タ
を
メ
ー
ル
に
添

付
し
て
送
信
く
だ
さ
い
︵
ス
キ
ャ
ン
し
た
Ｐ

Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
が
が
望
ま
し
い
︶。
も
し
ど
う
し

て
も
郵
送
に
な
る
場
合
は
、
事
前
に
前
述
の

Ｅ
メ
ー
ル
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

１
月
28
日
、
Ｎ
Ｊ
補
習
授
業

校
︵
高
畑
誠
︶
は
幼
児
部
﹁
節

分
の
集
い
﹂
を
行
っ
た
。
鬼
の

お
面
を
つ
け
な
が
ら
集
っ
た
子

ど
も
達
は
、
司
会
の
先
生
か
ら

な
ぜ
み
ん
な
の
頭
に
鬼
の
お
面

が
つ
い
て
い
る
の
か
質
問
さ
れ

﹁
節
分
だ
か
ら
﹂﹁
鬼
を
や
っ
つ

け
る
！
﹂な
ど
と
答
え
て
き
た
。

そ
の
後
は
幼
児
部
ス
タ
ッ
フ
の

寸
劇
タ
イ
ム
。
日
本
か
ら
来
た

も
も
子
︵
祖
先
は
桃
太
郎
︶
が

Ｎ
Ｊ
補
習
校
に
転
入
し
た
と
思

っ
た
ら
、
そ
こ
は
友
達
の
お
も

ち
ゃ
を
取
っ
た
り
、
片
付
け
を

な
ま
け
た
り
、
す
ぐ
泣
い
た
り

す
る
と
先
生
か
ら
す
ご
く
褒
め

ら
れ
る
、
鬼
の
学
校
だ
っ
た
。

な
ん
と
か
Ｎ
Ｊ
補
習
校
に
戻
り

た
い
も
も
子
に
、
鬼
先
生
は
３

つ
の
ク
イ
ズ
に
正
解
す
る
と
返

す
と
約
束
を
す
る
、
と
い
う
あ

ら
す
じ
。
子
ど
も
達
は
大
盛
り

上
が
り
で
、
み
ん
な
で
協
力
し

て
３
つ
の
ク
イ
ズ
を
ク
リ
ア
し

た
が
、
鬼
の
先
生
は
嘘
つ
き
鬼

で
返
し
て
く
れ
な
い
。
そ
こ
で

﹁
天
下
の
宝
刀
﹂
子
供
た
ち
か

ら
の
﹁
鬼
は
外
、
福
は
内
﹂
の

声
と
と
も
に
も
も
子
は
豆
を
ま

き
、
鬼
学
校
の
鬼
は
退
散
し
て

い
っ
た
。
そ
の
後
子
ど
も
達
は

ク
ラ
ス
に
戻
り
、
心
の
中
に
い

る
悪
い
鬼
を
や
っ
つ
け
よ
う
と

豆
ま
き
を
し
た
。

Ｎ
Ｊ
補
習
校

幼
児
部
で

育
英
サ
タ
デ
ー

幼
児
部
で

節

分

　

１
月
28
日
、
育
英
サ
タ
デ
ー

ス
ク
ー
ル
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校

︵
牧
野
佳
代
子
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、

園
児
児
童
生
徒
数
１
３
８
人
︶

は
、
幼
児
部
に
て
恒
例
の
﹁
節

分
の
集
い
﹂
を
実
施
し
た
。
各

ク
ラ
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
が
退
治
し

た
い
鬼
を
モ
チ
ー
フ
に
お
面
を

制
作
し
、
わ
く
わ
く
し
な
が
ら

被
っ
て
集
ま
っ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
ま
ず
、
ヒ
イ

ラ
ギ
な
ど
の
と
が
っ
た
も
の
や

豆
が
嫌
い
な
鬼
に
つ
い
て
の
話

を
聞
き
、
﹁
節
分
﹂
の
次
の
日

か
ら
春
﹁
立
春
﹂
と
知
っ
て
驚

き
の
声
を
上
げ
て
い
た
。
そ
の

後
は
、
手
作
り
の
お
面
に
つ
い

て
の
発
表
を
聞
い
た
り
節
分
ク

イ
ズ
に
答
え
た
り
し
、
豆
ま
き

の
歌
や
踊
り
を
楽
し
ん
だ
。
そ

し
て
、
い
よ
い
よ
豆
ま
き
の
時

間
。
子
ど
も
達
一
人
ひ
と
り
が

手
作
り
し
た
鬼
の
面
を
し
っ
か

り
と
身
に
着
け
、
紙
で
作
っ
た

手
作
り
の
福
豆
を
升
や
入
れ

物
に
入
れ
て
、
準
備
は
万
端
。

﹁
悪
い
子
は
い
な
い
か
！
﹂
と

登
場
し
た
鬼
役
の
先
生
を
目
掛

け
て
、
﹁
鬼
は
〜
外
！
福
は
〜

内
！
﹂
と
豆
を
投
げ
、
力
を
合

わ
せ
て
鬼
を
追
い
出
し
た
。

　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
︵
新
元
良
一
校
長
︶
全
日
制

課
程
幼
児
部
は
３
日
、
外
部
の

人
も
招
い
て
節
分
集
会
を
行
っ

た
。
子
ど
も
た
ち
は
鬼
の
お
面

を
作
っ
た
り
恵
方
巻
を
食
べ
た

り
し
て
﹁
ど
ん
な
鬼
が
来
る
の

だ
ろ
う
﹂
と
こ
の
日
を
心
待
ち

に
し
て
い
た
。
集
会
で
は
、
ま

ず
保
育
士
が
節
分
の
紙
芝
居
を

読
み
、
そ
の
後
み
ん
な
で
豆
ま

き
の
練
習
。
そ
こ
へ
ド
ー
ン
ド

ン
と
い
う
太
鼓
の
音
と
共
に
赤

鬼
が
登
場
し
た
。
﹁
鬼
は
外
！

福
は
内
！
﹂
と
い
う
威
勢
の
い

い
掛
け
声
を
か
け
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
は
紙
で
作
っ
た
豆
を

鬼
め
が
け
て
投
げ
た
。
怖
く
て

隠
れ
て
し
ま
う
子
ど
も
、
勇
気

を
も
っ
て
鬼
に
立
ち
向
か
う
子

ど
も
、
不
思
議
そ
う
な
表
情
を

し
て
鬼
を
眺
め
る
子
ど
も
と
鬼

へ
の
反
応
は
さ
ま
ざ
ま
。
そ
れ

で
も
、悪
い
も
の
を
追
い
出
し
、

み
ん
な
が
元
気
で
過
ご
せ
る
よ

う
に
願
い
を
込
め
て
一
生
懸
命

投
げ
た
。
そ
し
て
、
次
か
ら
次

へ
と
降
り
か
か
る
豆
に
さ
す
が

の
鬼
も
つ
い
に
降
参
。
最
後
は

記
念
写
真
を
撮
り
﹁
ま
た
来
年

会
お
う
ね
﹂
と
い
う
子
ど
も
た

ち
か
ら
の
暖
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
受
け
て
、
鬼
は
教
室
を
後
に

し
た
。

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ

節
分
集
会

　

東
京
・
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

は
、
今
年
も
日
本
語
の
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
を
実
施
、
こ
の
ほ
ど

参
加
者
の
募
集
を
開
始
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
地
は
キ
ャ
ッ
ツ
キ
ル

自
然
保
護
区
に
あ
る
フ
ロ
ス
ト

バ
レ
ー
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
︵
Ｎ
Ｙ
州
ク

ラ
リ
ー
ビ
ル
、
フ
ロ
ス
ト
バ
レ

ー
ロ
ー
ド
２
０
０
０
番
地
︶で
、

自
然
環
境
、
施
設
、
ス
タ
ッ
フ
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
て
で
北
米
キ

ャ
ン
プ
場
の
モ
デ
ル
と
し
て
高

い
評
価
を
得
て
い
る
。
昨
年
は

２
９
４
人
が
参
加
し
た
。

　

今
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
６

月
25
日
か
ら
８
月
18
日
の
間
に

４
期
予
定
さ
れ
て
い
る
12
泊
13

日
の
﹁
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン

プ
﹂、
６
月
25
日
か
ら
７
月
21

日
ま
で
行
わ
れ
る
26
泊
27
日
の

﹁
４
ウ
ィ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
﹂、
８

月
６
日
か
ら
13
日
ま
で
行
わ
れ

る
７
泊
８
日
の
﹁
１
ウ
ィ
ー
ク

キ
ャ
ン
プ
﹂
な
ど
。
豊
か
な
自

然
環
境
の
中
で
、
多
く
の
仲
間

と
出
会
い
、
楽
し
み
、
自
己
を

確
立
し
、
国
際
人
と
し
て
の
足

場
を
築
く
。
そ
ん
な
貴
重
な
体

験
が
で
き
る
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

だ
。
問
い
合
わ
せ
は
日
本
語

で
Ｅ
メ
ー
ルtokyo-info@

frostvalley.org

ま

で
。

申

し
込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トw
w

w
.ym

catfv.org

日
本
語
で
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

東
京
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

参
加
者
の
募
集
を
開
始

　

１
月
29
日
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン

日
本
語
学
校
︵
濟
藤
和
彦
校

長
︶
で
は
冬
空
の
下
、
幼
稚
園

部
で
節
分
の
豆
ま
き
が
開
催
さ

れ
た
。
児
童
た
ち
は
教
室
で
豆

ま
き
の
話
を
聞
い
た
後
、
鬼
の

お
面
を
各
自
作
成
し
た
。
お
面

を
付
け
て
校
舎
を
出
る
と
、
赤

と
青
の
２
匹
の
鬼
︵
に
扮
し
た

保
護
者
︶
が
登
場
。
突
然
現
れ

た
鬼
た
ち
を
怖
が
る
児
童
も
い

た
が
、
先
生
に
﹁
怖
が
っ
て
い

る
子
を
守
っ
て
あ
げ
て
ね
﹂
と

言
わ
れ
る
と
、
率
先
し
て
み
ん

な
で
豆
を
投
げ
た
。
何
度
も
先

生
に
豆
の
補
充
を
ね
だ
っ
て
、

精
一
杯
﹁
鬼
は
外
〜
、
福
は
内

〜
﹂と
掛
け
声
を
上
げ
な
が
ら
、

楽
し
そ
う
に
豆
ま
き
を
し
た
。

最
初
は
怖
が
っ
て
い
た
子
供
た

ち
も
、
最
終
的
に
は
み
ん
な
笑

顔
で
、
改
心
し
た
鬼
を
最
後
は

見
送
る
形
で
豆
ま
き
は
終
了
し

た
。
児
童
の
一
人
は
﹁
鬼
は
、

手
が
ヒ
ュ
ー
マ
ン
み
た
い
だ
っ

た
か
ら
人
間
と
鬼
の
ハ
ー
フ
だ

っ
た
。
ま
た
、
豆
ま
き
を
や
り

た
い
﹂
と
興
奮
さ
め
や
ら
ぬ
様

子
だ
っ
た
。
寒
空
に
こ
だ
ま
す

る
歓
声
は
、
保
護
者
も
ほ
っ
こ

り
さ
せ
、
児
童
も
鬼
も
、
教
員
、

保
護
者
も
﹁
福
来
た
る
﹂
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本

語
学
校

　
幼
稚
園
部

節
分
豆
ま
き
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Ｑ　

現
在
９
年
生
の
息
子
の
こ

と
で
ご
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
高
校
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
と
近
く
の
ク
ラ
ブ
に
入
り
、

大
学
で
も
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
の

が
息
子
の
希
望
で
す
が
、
見
込

み
が
あ
る
の
か
ま
だ
わ
か
り
ま

せ
ん
。
た
だ
、
ア
イ
ビ
ー
ス
ク

ー
ル
な
ど
難
関
大
学
に
入
り
や

す
い
の
な
ら
こ
れ
か
ら
も
サ
ッ

カ
ー
を
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
怪
我
を
し
て
プ

レ
イ
で
き
な
く
な
る
可
能
性
も

あ
る
の
で
、
親
と
し
て
は
将
来

の
た
め
に
も
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

面
で
レ
ベ
ル
の
高
い
大
学
に
進

学
し
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
だ
は

っ
き
り
と
サ
ッ
カ
ー
で
リ
ク
ル

ー
ト
さ
れ
て
大
学
入
学
を
め
ざ

す
の
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん

の
で
、
勉
学
の
面
で
今
の
う
ち

か
ら
考
慮
す
る
べ
き
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
教
え
て
下
さ
い
。　
　

　
　
　
　
　
　

︵
Ｎ
Ｙ
州
、
母
︶

Ａ　

サ
ッ
カ
ー
で
リ
ク
ル
ー
ト

さ
れ
て
大
学
に
入
る
と
想
定

し
た
場
合
、
ア
イ
ビ
ー
リ
ー

グ
も
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
全
米

大
学
体
育
協
会
︵N

ational 
C

o
lle

g
ia

te
 A

th
le

tic 
A

ssociation

、

略

称:

Ｎ

Ｃ
Ａ
Ａ
︶
に
所
属
す
る
大
学

を
お
考
え
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
約

１
１
０
０
の
大
学
が
加
盟
し
て

い
る
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ａ
に
限
定
し
て
お

答
え
し
ま
す
。

　

Ｎ
Ｃ
Ａ
Ａ
に
は
デ
ィ
ビ
ジ
ョ

ン
︵D

ivision

︶
１
・
２
・
３
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で

一
番
競
技
の
レ
ベ
ル
が
高
く
全

米
ト
ッ
プ
の
選
手
が
集
ま
り
チ

ー
ム
の
運
営
費
に
も
予
算
を
か

け
て
い
る
の
が
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン

１
の
大
学
で
、
ア
イ
ビ
ー
リ
ー

グ
も
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
確

か
に
リ
ク
ル
ー
ト
さ
れ
る
よ
う

な
選
手
の
合
格
率
は
、
大
半
の

大
学
で
一
般
の
志
願
者
よ
り
数

倍
高
い
で
す
。
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン

１
や
２
の
大
学
に
ス
ポ
ー
ツ
選

手
と
し
て
リ
ク
ル
ー
ト
さ
れ
れ

ば
奨
学
金
が
全
額
ま
た
は
一
部

出
る
可
能
性
が
高
い
で
す
が
、

す
べ
て
の
選
手
に
奨
学
金
が
支

給
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
の
大

学
に
は
メ
リ
ッ
ト
︵
学
力
や
才

能
な
ど
︶
の
奨
学
金
は
な
く
、

す
べ
て
ニ
ー
ド
︵
家
庭
の
財
政
︶

で
決
ま
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
選

手
だ
か
ら
と
い
っ
て
特
別
に
奨

学
金
が
出
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
１
の
選
手

は
学
生
と
は
言
え
一
年
中
練
習

や
試
合
に
多
く
の
時
間
を
使
う

こ
と
に
な
り
、
勉
強
や
他
学
生

と
の
交
流
が
二
の
次
に
な
る
生

活
に
な
り
ま
す
。
ま
た
ス
ポ
ー

ツ
に
最
大
限
の
時
間
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
え
る
よ
う
、
選
べ
る

専
攻
が
限
定
さ
れ
て
い
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
３
つ
の
デ
ィ
ビ

ジ
ョ
ン
の
う
ち
、
最
も
小
規
模

で
ス
ポ
ー
ツ
を
し
つ
つ
学
生
と

し
て
勉
強
や
他
の
活
動
に
も
時

間
を
使
え
る
の
が
デ
ィ
ビ
ジ
ョ

ン
３
の
大
学
で
す
。
デ
ィ
ビ
ジ

ョ
ン
３
の
大
学
は
リ
ク
ル
ー
ト

し
た
か
ら
と
い
っ
て
ス
ポ
ー
ツ

の
奨
学
金
を
出
せ
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
他
の
名
目

で
奨
学
金
を
出
し
て
く
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

息
子
さ
ん
が
大
学
で
Ｎ
Ｃ
Ａ

Ａ
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で
プ
レ

イ
で
き
る
実
力
か
ど
う
か
、
ま

た
ど
の
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
を
目
指

す
か
は
、
学
校
や
ク
ラ
ブ
の
コ

ー
チ
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
て

決
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し

ょ
う
。
中
に
は
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン

１
の
実
力
が
あ
っ
て
も
、
学
生

と
し
て
色
々
経
験
し
た
い
と
考

え
て
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
３
の
大
学

を
目
指
す
人
も
い
ま
す
。

　

今
の
息
子
さ
ん
に
で
き
る
こ

と
は
サ
ッ
カ
ー
の
技
能
を
向
上

さ
せ
つ
つ
、
勉
学
に
も
力
を
入

れ
る
こ
と
で
す
。
も
し
デ
ィ
ビ

ジ
ョ
ン
１
や
２
の
大
学
を
目
指

す
の
な
ら
、
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ａ
で
決
め

ら
れ
て
い
る
16
の
主
要
コ
ー
ス

を
卒
業
ま
で
に
履
修
す
る
必
要

が
あ
り
、
自
分
の
取
る
コ
ー
ス

が
そ
の
主
要
コ
ー
ス
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
る
の
か
確
認
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
学
校
の
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
相
談
す
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ａ
の
サ

イ
ト
に
行
き
高
校
名
を
入
れ
る

と
、
認
め
ら
れ
て
い
る
主
要
コ

ー
ス
名
を
自
分
で
も
確
認
で
き

ま
す
。
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
３
の
大

学
は
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ａ
に
よ
る
主
要
コ

ー
ス
の
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
難
関
大
学
を
目
指
す
の
な

ら
毎
年
英
語
、
数
学
、
サ
イ
エ

ン
ス
、
社
会
、
外
国
語
を
取
り
、

良
い
成
績
を
キ
ー
プ
し
て
下
さ

い
。
ま
た
Ｓ
Ａ
Ｔ
な
ど
の
テ
ス

ト
ス
コ
ア
は
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ａ
で
は
考

慮
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

特
に
難
関
大
学
で
は
ス
コ
ア
の

高
い
方
が
や
は
り
有
利
な
の
で

そ
の
勉
強
も
し
て
下
さ
い
。
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スポーツによる大学出願：
学業面で気をつけること

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

︵
濟
藤
和
彦
校
長
︶
は
１
月
22

日
と
29
日
、
補
習
校
部
お
よ
び

プ
リ
ン
ス
ト
ン
コ
ー
ス
の
中
高

等
部
生
徒
64
人
に
よ
る
表
現
学

習
発
表
会
を
２
年
ぶ
り
に
開
催

し
た
。
司
会
進
行
の
高
校
生
か

ら
名
前
と
演
題
を
紹
介
さ
れ
る

と
、
生
徒
た
ち
は
３
分
程
度
の

ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
。
ど
の
生

徒
も
観
客
を
前
に
堂
々
と
し
た

態
度
で
臨
ん
で
い
た
。
演
題
は

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
統
計
学
、

市
場
、
教
育
、
国
際
問
題
、
社

会
問
題
、
環
境
問
題
、
世
界
情

勢
、
政
治
経
済
、
世
界
平
和
へ

の
願
い
、
戦
争
、
被
爆
者
と
戦

後
、
戦
争
孤
児
と
日
系
人
に
つ

い
て
と
多
岐
に
わ
た
り
、
難
し

い
演
題
に
対
し
て
、
率
直
な
意

見
を
堂
々
と
伝
え
、
会
場
か
ら

拍
手
喝
采
を
浴
び
た
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン

日
本
語
学
校

表
現
学
習
発
表
会

　

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校

︵
川
﨑
淳
一
郎
校
長
︶
で
は
１

月
28
日
、
同
校
設
立
60
周
年
を

記
念
し
て
、
保
護
者
会
主
催
の

恒
例
の
日
本
文
化
継
承
行
事
に

殺
陣
波
濤
流
︵
た
て
は
と
う
り

ゅ
う
︶
Ｎ
Ｙ
を
招
き
、
迫
力
あ

る
演
武
が
行
わ
れ
た
。

　

し
ー
ん
と
静
ま
り
か
え
っ
た

会
場
に
突
然
、
和
太
鼓
と
バ
チ

が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
る
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
の
音
楽
が
流
れ
る
と
、
殺

陣
波
濤
流
Ｎ
Ｙ
代
表
の
香
純
恭

氏
を
中
心
と
し
た
４
人
の
演
者

が
殺
陣
の
演
舞
を
披
露
し
た
。

香
純
氏
に
よ
っ
て
歌
舞
伎
か
ら

派
生
し
た
殺
陣
の
歴
史
や
刀
の

名
称
、そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た﹁
切

羽
詰
ま
る
﹂﹁
つ
ば
ぜ
り
合
い
﹂

﹁
元
の
鞘
に
収
ま
る
﹂
な
ど
の

こ
と
わ
ざ
が
ス
ラ
イ
ド
を
用
い

て
紹
介
さ
れ
た
が
、
そ
の
合
間

に
も
殺
陣
の
演
武
が
次
々
と
披

露
さ
れ
た
。

　

米
国
初
の
女
性
殺
陣
師
と
し

て
活
躍
す
る
香
純
氏
に
殺
陣
を

通
じ
て
Ｎ
Ｙ
の
子
ど
も
達
に
伝

え
た
い
思
い
に
つ
い
て
聞
く

と
﹁
殺
陣
は
相
手
に
合
わ
せ
な

い
と
絶
対
に
上
手
く
い
き
ま
せ

ん
。
自
分
と
の
違
い
を
認
め
、

全
員
が
協
力
し
て
相
手
の
た
め

に
動
く
、
そ
れ
が
殺
陣
の
醍
醐

味
で
す
。
子
ど
も
達
に
も
相
手

の
た
め
に
自
分
が
ど
う
す
べ
き

か
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て

欲
し
い
﹂
と
語
っ
た
。

Ｎ
Ｙ
補
習
校
Ｌ
Ｉ
校

殺
陣
で
日
本
文
化
授
業

mailto:info@satoricollegeplanning.com
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﹁
よ
っ
ち
ゃ
ん
﹂
と
い
う
名

前
を
聞
く
と
何
が
思
い
浮
か

ぶ
だ
ろ
う
。
だ
い
た
い
が
、﹁
よ

っ
ち
ゃ
ん
イ
カ
﹂
だ
ろ
う
と

思
う
。
イ
カ
の
帽
子
を
被
っ

た
小
さ
な
フ
ィ
ギ
ュ
ア
だ
。

　

私
が
思
い
浮
か
べ
る
﹁
よ

っ
ち
ゃ
ん
﹂
は
、
そ
れ
と
は

全
く
違
う
。
私
が
知
っ
て
い

る
よ
っ
ち
ゃ
ん
は
背
丈
が
高

く
、
頭
を
剃
っ
て
い
る
。
テ

カ
テ
カ
と
光
っ
て
い
る
そ
の

頭
の
せ
い
で
町
中
で
は
す
ぐ

目
立
つ
。
ス
リ
ム
だ
っ
た
の

が
、
五
十
す
ぎ
か
ら
お
腹
が

ぽ
っ
こ
り
出
て
き
て
す
っ
か

り
性
格
と
同
じ
よ
う
に
丸
く

な
っ
た
。
加
齢
臭
は
か
ろ
う

じ
て
ま
だ
出
て
い
な
い
。
ピ

ン
ピ
ン
し
て
い
る
五
十
三
歳

の
体
に
入
っ
て
い
る
二
十
歳

く
ら
い
の
青
年
だ
。

　

オ
チ
ャ
メ
で
な
ん
で
も
い

き
な
り
や
る
。
買
い
出
し
は

土
日
の
朝
七
時
か
ら
行
く
。

い
き
な
り
家
の
修
理
を
し
始

め
た
り
す
る
。
年
を
追
う
に

連
れ
、
そ
ん
な
暴
走
は
増
し

て
い
る
。
奥
さ
ん
か
ら
は
﹁
陸

の
マ
グ
ロ
﹂
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。
動
き
が
速
く
、
止
ま

ら
な
い
。

　

彼
は
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
て

い
る
。
幼
い
頃
か
ら
憧
れ
て

い
た
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
の
フ
ィ

ギ
ュ
ア
に
一
目
惚
れ
し
た
り

す
る
。
お
菓
子
を
夜
中
に
バ

ク
食
い
す
る
の
が
好
み
だ
。

自
分
の
大
好
き
な
バ
ン
ド
を

追
い
か
け
周
り
、
コ
ン
サ
ー

ト
に
行
っ
た
り
、
ロ
ッ
ク
Ｃ

Ｄ
や
T
シ
ャ
ツ
を
集
め
た
り

す
る
。

　

﹁
よ
っ
ち
ゃ
ん
﹂
の
い
わ
ゆ

る
﹁
カ
ッ
コ
良
さ
﹂
は
普
通

と
は
違
う
。
一
時
期
、
﹁
よ
っ

ち
ゃ
ん
﹂
は
ホ
ッ
ト
ピ
ン
ク

や
銀
杏
オ
レ
ン
ジ
の
ジ
ー
ン

ズ
を
買
お
う
と
し
た
。
パ
ン

ツ
ま
で
明
る
い
色
を
選
ん
で

い
た
。﹁
男
の
洋
服
で
も
女
の

洋
服
で
も
自
分
が
一
番
心
地

よ
く
、
過
ご
せ
る
服
を
着
れ

ば
い
い
﹂
と
い
う
の
が
彼
の

ア
ド
バ
イ
ス
だ
。

　

そ
の
た
め
、
洋
服
を
買
う

と
き
に
は
男
性
用
品
売
り
場

に
行
く
こ
と
も
あ
る
。
母
は

﹁
女
の
子
ら
し
く
な
い
﹂
と
か

却
下
す
る
が
、﹁
よ
っ
ち
ゃ
ん
﹂

は
私
の
好
み
に
よ
り
沿
っ
て

く
れ
る
。﹁
こ
れ
は
ど
う
だ
い
﹂

と
言
い
、
ラ
ッ
ク
に
あ
る
一

番
明
る
い
短
パ
ン
や
シ
ャ
ツ

を
差
し
出
す
。
ス
タ
イ
ル
的

に
は
少
し
ず
れ
て
は
い
る
が
。

　

反
面
、
ち
ょ
っ
と
セ
ン
チ

メ
ン
タ
ル
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。

あ
る
夜
、
高
速
道
路
の
休
憩

所
で
車
を
止
め
た
。
夜
空
は

真
っ
暗
で
星
が
き
れ
い
に
そ

ば
か
す
の
よ
う
に
散
ら
ば
っ

て
い
た
。
都
会
で
生
ま
れ
育

っ
た
私
に
は
星
が
見
え
る
の

が
珍
し
く
思
え
た
。﹁
夜
空
で

一
番
に
光
っ
て
い
る
星
は
、

自
分
が
恋
し
く
思
う
亡
く
な

っ
た
人
な
ん
だ
よ
。﹂
と
﹁
よ

っ
ち
ゃ
ん
﹂
が
呟
い
た
。
ち

ょ
っ
ぴ
り
寂
し
そ
う
な
表
情

を
し
て
い
た
。

　

﹁
よ
っ
ち
ゃ
ん
﹂
か
ら
習
っ

た
こ
と
は
色
々
と
あ
る
。
行

儀
、
作
法
、
中
で
も
、
人
へ

の
﹁
お
も
い
や
り
﹂
は
格
別
だ
。

は
っ
き
り
覚
え
て
い
る
の
は
、

私
が
小
学
三
年
生
の
と
き
に

母
が
来
ら
れ
な
か
っ
た
現
地

校
で
の
授
業
参
観
に
来
た
﹁
よ

っ
ち
ゃ
ん
﹂
だ
っ
た
。
懇
談

会
の
時
、
先
生
の
話
を
ち
ゃ

ん
と
聞
く
の
だ
ろ
う
か
と
心

配
だ
っ
た
。
し
か
し
、
少
し

オ
ド
オ
ド
し
て
い
た
が
、
懇

談
会
が
終
わ
っ
た
後
に
、
私

の
机
の
上
に
手
紙
が
残
っ
て

い
た
。
そ
こ
に
は
﹁
頑
張
れ

よ
！
﹂
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
共

に
、
当
時
自
分
が
な
り
た
か

っ
た
宇
宙
飛
行
士
の
絵
が
細

か
く
描
か
れ
て
い
た
。﹁
よ
っ

ち
ゃ
ん
﹂
は
ち
ゃ
ん
と
わ
か

っ
て
い
た
の
だ
。

　

﹁
よ
っ
ち
ゃ
ん
﹂
は
、
ま

た
良
い
旦
那
さ
ん
で
も
あ

る
。
奥
さ
ん
の
誕
生
日
が
く

る
た
び
に
年
の
数
だ
け
バ
ラ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。
さ
す

が
に
五
十
を
超
え
た
奥
さ
ん

に
五
十
本
以
上
の
バ
ラ
を
あ

げ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
が
、

彼
女
へ
の
愛
は
変
わ
っ
て
い

な
い
。
お
っ
さ
ん
に
な
っ
て

も
ロ
マ
ン
は
ま
だ
死
ん
で
い

な
い
ら
し
い
。
思
い
を
込
め

て
愛
す
る
人
へ
ギ
フ
ト
を
贈

る
、
こ
れ
も
﹁
よ
っ
ち
ゃ
ん
﹂

か
ら
習
っ
た
こ
と
だ
。

　

﹁
よ
っ
ち
ゃ
ん
﹂
の
本
名
は

﹁
よ
し
ふ
み
﹂
だ
。
彼
は
、
文

化
の
日
に
生
ま
れ
て
き
た
北

川
家
の
長
男
。
歴
史
を
作
っ

て
く
れ
る
よ
う
な
人
物
に
な

っ
て
欲
し
い
と
願
い
を
込
め

て
つ
け
ら
れ
た
名
前
だ
。
世

界
的
な
功
績
は
残
し
て
な
い

け
れ
ど
、
信
頼
す
る
に
た
る

仲
間
、
友
達
、
家
族
に
は
大

き
な
歴
史
を
刻
ん
で
い
る
。

　

い
い
加
減
、
告
白
し
よ
う
。

﹁
よ
っ
ち
ゃ
ん
﹂
は
私
の
父
だ
。

　

親
孝
行
が
下
手
な
私
は
父

に
ど
う
す
れ
ば
感
謝
の
気
持

ち
を
返
せ
ば
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
。
父
が
し
て
く
れ
た
色
々

な
こ
と
は
、
こ
こ
で
述
べ
た

以
上
に
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん

あ
る
。
だ
か
ら
、心
を
込
め
て
、

こ
の
作
文
を
書
い
た
。
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
届
く
と
い
い
な
。

　

サ
ン
キ
ュ
ー
、
よ
っ
ち
ゃ

ん
。

　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
16
年
︶

　

ぼ
く
に
は
、
大
す
き
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。
八
さ
い
の

た
ん
じ
ょ
う
日
に
か
っ
て
も

ら
っ
た
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
で
す
。

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
で
、
金
色
で
、

す
ご
く
い
い
音
が
出
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
で
見
た
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
を
ふ
い
て
い
る
人
が
か

っ
こ
よ
く
て
、
お
母
さ
ん
に
、

﹁
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
ふ
い
て
み

た
い
。
﹂
と
言
い
ま
し
た
。
お

母
さ
ん
は
び
っ
く
り
し
て
、

﹁
本
気
？
﹂
と
い
い
ま
し
た
。

﹁
あ
の
き
ょ
く
を
ふ
い
て
み
た

い
か
ら
、
か
っ
て
。
﹂
と
い
っ

た
ら
、
お
母
さ
ん
が
先
生
を

さ
が
し
て
く
れ
て
、
つ
ぎ
の

週
か
ら
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
な

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ぼ
く
の
八
さ
い
の
た
ん
じ
ょ

う
日
は
、
ま
だ
先
だ
っ
た
け

れ
ど
、
先
生
が
お
す
す
め
し

て
く
れ
た
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
、

お
母
さ
ん
が
さ
が
し
て
、
買

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

先
生
に
た
く
さ
ん
か
っ
こ

い
い
ジ
ャ
ズ
の
き
ょ
く
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
日
曜

日
は
、
日
本
に
い
る
お
じ
い

ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、

ビ
デ
オ
通
話
で
聞
い
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
お
友
だ
ち
の

家
で
も
み
ん
な
の
前
で
ふ
き

ま
し
た
。﹁
三
つ
の
ボ
タ
ン

し
か
な
い
の
に
、
ど
う
や
っ

て
色
ん
な
音
を
出
し
て
い
る

の
？
﹂
と
聞
か
れ
て
、﹁
口
び

る
の
う
ご
き
で
音
を
か
え
て

い
ま
す
。﹂
と
言
っ
た
ら
お
ど

ろ
い
て
い
ま
し
た
。

　

む
ず
か
し
い
と
こ
ろ
を
れ

ん
し
ゅ
う
し
て
い
る
時
に
や

め
た
く
な
る
時
も
あ
る
け
れ

ど
、
で
き
た
ら
も
っ
と
も
っ

と
上
手
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

が
大
す
き
で
す
。
テ
レ
ビ
で

聞
い
た
あ
の
き
ょ
く
が
、
か

ん
ぺ
き
に
ふ
け
る
よ
う
に
な

る
の
が
ぼ
く
の
目
ひ
ょ
う
で

す
。
毎
日
毎
日
れ
ん
し
ゅ
う

が
ん
ば
っ
て
ま
す
。

　
　
　

︵
滞
米
３
年
５
か
月
︶

 ﹁
よ
っ
ち
ゃ
ん
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
L
I

校
高
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
川　

茂
那

　

札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終

わ
っ
て
す
ぐ
に
テ
レ
ビ
で
そ

の
事
件
の
放
送
が
始
ま
っ
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
じ
雪
の

中
、
森
に
囲
ま
れ
た
山
小
屋

の
映
像
は
、
ま
る
で
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
続
き
の
イ
ベ
ン
ト

の
よ
う
に
見
え
た
。

　

父
は
小
学
校
2
年
生
、
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
と
怪
獣
が
好
き

な
子
供
だ
っ
た
そ
う
だ
。
細

か
い
事
は
覚
え
て
い
な
い
そ

う
だ
。
た
だ
、
金
属
の
盾
を

持
っ
た
警
察
官
が
﹁
あ
さ
ま

山
荘
﹂
と
言
わ
れ
る
建
物
に

突
入
し
た
こ
と
、
放
水
車
が

建
物
に
向
か
っ
て
大
量
の
水

を
放
水
す
る
様
子
と
、
ク
レ

ー
ン
車
︵
で
は
な
か
っ
た
か

も
し
れ
な
い
が
。︶
が
建
物
を

壊
し
て
い
っ
た
の
を
見
た
と

い
う
。

　

テ
レ
ビ
に
は
ヒ
ー
ロ
ー
も

怪
獣
も
出
て
こ
な
い
。
冬
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
中
継
を
見

続
け
た
時
と
同
じ
よ
う
に
、

父
は
家
族
と
こ
の
放
送
を
居

間
に
あ
る
テ
レ
ビ
で
見
て
い

た
そ
う
だ
。

　

あ
さ
ま
山
荘
事
件
。
共
産

主
義
暴
力
革
命
を
目
指
す
連

合
赤
軍
の
青
年
た
ち
が
、
山

荘
の
管
理
人
の
妻
を
人
質
に

立
て
こ
も
っ
た
事
件
だ
っ
た
。

最
終
的
に
人
質
は
助
か
っ
た

が
、
数
名
の
死
者
が
出
た
。

犯
人
た
ち
は
突
入
し
た
機
動

隊
に
よ
っ
て
全
員
確
保
さ
れ

た
。

　

こ
の
事
件
の
生
放
送
に
よ

り
、
多
く
の
人
々
が
こ
う
し

た
政
治
活
動
を
す
る
学
生
や

青
年
に
対
し
て
悪
い
印
象
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
父
は

言
う
。
当
時
盛
ん
だ
っ
た
学

生
運
動
も
こ
の
後
す
ぐ
に
衰

え
て
い
き
、
父
の
学
生
時
代

に
は
政
治
活
動
を
す
る
よ
う

な
学
生
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
い

な
く
な
っ
た
そ
う
だ
。

　

こ
の
話
を
聞
い
て
、
ト
ラ

ン
プ
前
大
統
領
の
支
持
者
た

ち
が
国
会
議
事
堂
を
襲
撃
し

た
事
件
を
思
い
出
し
た
。
こ

の
事
件
も
、
何
度
も
映
像
が

ニ
ュ
ー
ス
で
流
さ
れ
、
多
く

の
人
が
そ
の
放
送
を
見
て
、

ト
ラ
ン
プ
支
持
者
た
ち
へ
の

印
象
が
と
て
も
悪
く
な
っ
た
。

自
分
で
は
正
し
い
と
信
念
を

持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
手

段
を
誤
れ
ば
、
支
持
を
得
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
は
同
じ

だ
と
思
う
。

　
　
　

︵
滞
米
１
年
６
か
月
︶

 ﹁
金
色
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
﹂

　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
く
し
ま　

ゆ
う

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

　

私
は
、
日
本
の
子
供
達
の
楽

し
み
が
減
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
昔
と
比
べ
学

業
の
時
間
が
長
く
な
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。
私
の
日
本
の
友
達

も
学
校
の
後
に
、
じ
ゅ
く
に
通

っ
て
い
る
友
達
が
多
い
で
す
。

　

下
の
資
料
は
、
平
日
の
生
活

時
間
を
表
し
た
表
で
す
。
小
学

五
年
生
と
働
く
人
が
、
一
日
何

に
ど
れ
ぐ
ら
い
の
時
間
を
使
っ

て
い
る
か
を
表
し
て
い
ま
す
。

こ
の
表
を
見
る
と
、
平
成
十
三

年
と
二
十
八
年
で
は
、
小
学
五

年
生
の
学
業
の
時
間
が
と
て
も

長
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
十
五

年
の
間
に
一
時
間
九
分
増
え
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
代
わ

り
に
自
由
時
間
が
短
く
な
っ
て

い
ま
す
。
テ
レ
ビ
な
ど
の
自
由

時
間
は
、
三
十
八
分
減
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
宿
題
が

増
え
た
り
、
じ
ゅ
く
に
行
っ

週刊 NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
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 ﹁
生
活
時
間
﹂

　
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
居　

有
璃

て
勉
強
す
る
子
供
が
増
え
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
だ
と
、
こ
ど
も
が

自
由
に
遊
ぶ
時
間
が
も
っ
と

減
り
、
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る

と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
資
料
を
も

と
に
し
て
日
本
の
小
学
五
年

生
の
平
日
の
平
均
学
業
時
間

が
、
十
五
年
間
で
一
時
間
九

分
長
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と

を
述
べ
ま
し
た
。
子
供
達
は
、

学
業
で
い
そ
が
し
く
な
っ
て

つ
か
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

自
由
時
間
が
も
っ
と
増
え
て

子
供
の
楽
し
み
が
増
え
る
と

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

︵
滞
米
７
年
６
か
月
︶

〈参考〉「平成 13 年社会生活基本調査」および
「平成 28 年社会生活基本調査」（総務統計局）

 ﹁
家
族
に
聞
い
た
﹃
昭
和
﹄
の
こ
と
﹂

　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川　

恵
太
郎
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ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
レ
フ
ァ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
ズ
は
、
緑
多
い
プ

ロ
ス
ペ
ク
ト
パ
ー
ク
に
隣
接
す
る
閑
静
な
住
宅
街
で
、
郊
外
型

ラ
イ
フ
を
満
喫
で
き
る
環
境
と
地
下
鉄
で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
へ
も

簡
単
に
出
ら
れ
る
通
勤
型
ラ
イ
フ
の
環
境
の
両
方
を
満
足
さ
せ

て
く
れ
る
エ
リ
ア
だ
。
写
真
は
、
改
修
済
み
の
ワ
ン
ベ
ッ
ド
ル

ー
ム
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
。

　

こ
の
部
屋
は
、
公
園
の
入
り
口
に
あ
る
ブ
テ
ィ
ッ
ク
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
付
き
の
建
物
で
、
広
々
と
し
た
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
と
ベ

ッ
ド
ル
ー
ム
は
ミ
ン
ト
オ
ー
ク
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
大
き
な
窓

か
ら
は
陽
光
が
降
り

注
ぐ
。

　

天
井
の
高
さ
は

10
フ
ィ
ー
ト
以
上

あ
り
、
風
通
し
の
よ

い
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト

だ
。
シ
ッ
ク
な
キ
ッ

チ
ン
に
は
、
ス
テ

ン
レ
ス
製
の
電
化
製

品
、
白
い
石
英
の
カ

ウ
ン
タ
ー
、
十
分
な

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
ス
ペ

ー
ス
が
あ
り
、
シ
ェ

フ
が
住
ん
で
も
十
分

に
満
足
で
き
る
。
エ

レ
ガ
ン
ト
な
バ
ス
ル

ー
ム
の
深
い
バ
ス
タ

ブ
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
く
つ
ろ
げ
る
の
は

風
呂
好
き
の
日
本
人

に
は
有
難
い
か
も
し
れ
な
い
。
室
内
に
洗
濯
機
、
乾
燥
機
、
エ

ア
コ
ン
、
共
用
ル
ー
フ
ト
ッ
プ
・
テ
ラ
ス
が
完
備
し
て
い
る
。

　

地
下
鉄
Ｑ
ト
レ
イ
ン
の
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
パ
ー
ク
駅
に
近
く
、

プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
パ
ー
ク
動
物
園
、
ボ
タ
ニ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
な
ど

楽
し
め
る
場
所
や
イ
ベ
ン
ト
も
徒
歩
圏
内
に
あ
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
４
・
３
７
４
・
７
１
９
５
、

Ｅ
メ
ー
ルted.m

atsum
oto@

corcoran.com
. 

松
本
さ
ん

︵
写
真
提
供
・
コ
ー
コ
ラ
ン
不
動
産
︶

プロスペクトパーク隣接のレファーツガーデンズに住む

　

リ
ス
科
の
ウ
ッ
ド
チ
ャ
ッ
ク

が
春
の
訪
れ
を
占
う
毎
年
恒
例

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ホ
ッ
グ
・
デ
ー

の
式
典
が
２
日
、
ス
タ
テ
ン
島

動
物
園
で
行
わ
れ
た
。 

　

同
動
物
園
の
ウ
ッ
ド
チ
ャ
ッ

ク
の
正
式
名
は
﹁
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

Ｇ
・
ホ
ッ
グ
﹂
、
ス
タ
テ
ン
島

チ
ャ
ッ
ク
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
る
。
当
日
朝
、
巣
穴
︵
実
際

は
木
製
の
檻
︶
か
ら
出
て
き
た

チ
ャ
ッ
ク
は
自
分
の
影
を
振
り

返
っ
て
見
な
か
っ
た
た
め
、
８

年
連
続
で
﹁
春
の
訪
れ
は
早
い
﹂

と
い
う
予
報
と
な
っ
た
。
言
い

伝
え
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ホ
ッ

グ
・
デ
ー
に
ウ
ッ
ド
チ
ャ
ッ
ク

が
自
分
の
影
を
見
る
と
、
冬
は

ま
だ
６
週
間
続
き
春
の
訪
れ
は

遅
く
な
る
。
Ｎ
Ｙ
市
は
ス
タ
テ

ン
島
チ
ャ
ッ
ク
を
﹁
ウ
ッ
ド
チ

ャ
ッ
ク
気
象
学
者
﹂
と
し
て
公

認
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
的

中
率
は
85
％
と
高
い
。 

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
は
、
昨
年
に
続
き
今
年
も

同
式
典
に
出
席
し
な
か
っ
た

が
、
事
前
に
動
画
で
﹁
さ
っ
そ

く
自
分
の
任
務
に
取
り
掛
か
る

チ
ャ
ッ
ク
は
、
生
粋
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
カ
ー
だ
。
頼
む
か
ら
、
自

分
の
影
を
見
な
い
で
く
れ
﹂
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。
Ｎ
Ｙ

市
長
は
代
々
、
同
式
典
に
出
席

し
て
い
た
が
、
ビ
ル
・
デ
ブ
ラ

シ
オ
前
同
市
長
が
２
０
１
４
年

の
同
式
典
で
、
抱
い
て
い
た
生

後
10
か
月
の
雌
の
ウ
ッ
ド
チ
ャ

ッ
ク
﹁
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
﹂
を
落

と
し
、
後
日
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
が

死
ん
で
し
ま
っ
て
以
来
、
伝
統

が
途
絶
え
て
い
る
。 

　

一
方
、
チ
ャ
ッ
ク
の
ラ
イ
バ

ル
と
し
て
知
ら
れ
る
ペ
ン
シ
ル

ベ
ニ
ア
州
パ
ン
ク
サ
ト
ー
ニ
ー

の
フ
ィ
ル
は
、
自
分
の
影
を
確

認
す
る
仕
草
を
見
せ
た
た
め
、

冬
は
ま
だ
６
週
間
ほ
ど
続
く
と

い
う
予
報
と
な
っ
た
。
フ
ィ
ル

の
的
中
率
は
35
〜
41
％
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ

ッ
ク
州
ガ
ス
ペ
半
島
の
ウ
ッ
ド

チ
ャ
ッ
ク
９
歳
の﹁
フ
レ
ッ
ド
・

ラ
・
マ
ー
モ
ッ
ト
﹂
は
、
式
典

前
夜
に
死
去
し
た
と
カ
ナ
ダ
の

Ｃ
Ｔ
Ｖ
局
が
伝
え
た
。
当
日
、

式
典
主
催
者
は
偶
然
居
合
わ
せ

た
少
年
に
ウ
ッ
ド
チ
ャ
ッ
ク
の

ぬ
い
ぐ
る
み
を
渡
し
、
フ
レ
ッ

ド
の
代
役
を
頼
ん
だ
。
少
年
は

フ
ラ
ン
ス
語
で
﹁
春
の
訪
れ
は

遅
い
﹂
と
予
報
し
た
と
い
う
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ホ
ッ
グ
・
デ
ー 

今
年
の
チ
ャ
ッ
ク
の
予
報
は

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
区
の
マ
ー

ク
・
レ
バ
イ
ン
区
長
は
１
月
31

日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
住
宅

不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
に
あ
る
空
き
地
を
利

用
す
る
大
掛
か
り
な
計
画
を
発

表
し
た
。
区
長
に
よ
れ
ば
空
き

地
利
用
に
よ
り
７
万
３
０
０
０

戸
以
上
の
住
宅
を
建
て
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
。

　

区
長
の
チ
ー
ム
は
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
区
画
の
す
べ
て
を
調
査

し
た
。
閉
鎖
さ
れ
た
郵
便
局
、

バ
ス
停
、
製
造
ス
ペ
ー
ス
、
何

十
年
も
前
に
税
金
を
払
う
た
め

に
市
に
引
き
渡
し
そ
の
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
建
物
、
使
わ
れ
て

い
な
い
公
立
大
学
の
建
物
、
ほ

と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
公
共

駐
車
場
な
ど
、
住
宅
建
設
で
き

る
空
き
地
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に

約
１
７
０
カ
所
ほ
ど
あ
る
と
い

う
。

　

４
分
の
３
が
96
丁
目
の
南
に

あ
り
ほ
と
ん
ど
が
市
や
州
の
所

有
で
あ
り
、
住
宅
の 

40
％
以

上
が
﹁
手
頃
な
価
格
﹂
の
ユ
ニ

ッ
ト
と
し
て
低
所
得
者
向
け
に

開
発
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

不
動
産
仲
介
会
社
大
手
の
ダ

グ
ラ
ス
・
エ
リ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、

供
給
不
足
に
よ
り
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
平
均
的
ア
パ
ー
ト
の
賃
料

は
昨
年
12
月
に
４
０
０
０
ド
ル

近
く
ま
で
上
昇
し
た
。

空
き
地
に
住
宅
建
設

７
３
０
０
０
戸
以
上

https://www.redacinc.com/
mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://brooklyntime.net
http://newyork-apartment-realestate.com
mailto:ted.matsumoto@corcoran.com
mailto:ted.matsumoto@corcoran.com
mailto:ted.matsumoto@corcoran.com
mailto:ted.matsumoto@corcoran.com
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食
品
だ
け
で
な
く
、電
気
代
、

ガ
ス
代
も
値
上
が
り
の
日
本
で

す
。
な
の
に
給
料
が
上
が
ら
な

い
。
そ
れ
で
も
、
暴
動
も
起
き

ず
に
み
な
さ
ん
、
粛
々
と
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
値
上
が
り
は
日

本
だ
け
で
な
い
み
た
い
で
、
先

日
パ
リ
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
パ

リ
も
値
上
が
り
ラ
ッ
シ
ュ
ら
し

い
。

　

パ
リ
に
住
む
友
人
に
よ
る

と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
せ
い

で
物
が
値
上
が
り
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
そ
し
て
日
本
と
同
じ

で
給
料
が
上
が
ら
な
い
。
な
の

で
、
毎
日
ど
こ
か
で
ス
ト
を
し

て
い
ま
し
た
。﹁
日
本
は
、
さ

す
が
に
ス
ト
し
な
い
け
れ
ど
、

ス
ト
は
大
変
だ
ね
﹂
と
言
う

と
、
パ
リ
に
住
む
友
人
は
笑
っ

て﹁
フ
ラ
ン
ス
人
に
と
っ
た
ら
、

ス
ト
は
ク
ラ
ブ
活
動
み
た
い
な

も
の
。
コ
ロ
ナ
で
学
校
も
リ
モ

ー
ト
が
進
ん
で
い
る
か
ら
平
気

よ
﹂
と
い
う
返
事
で
し
た
。

　

値
上
が
り
し
て
い
る
と
言
っ

て
も
ま
だ
ま
だ
日
本
は
安
い
ら

し
く
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
っ
て

き
た
友
人
は
日
本
で
色
々
爆
買

い
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
中

国
か
ら
帰
っ
て
き
た
友
人
は
薬

を
爆
買
い
。
ど
う
も
ゼ
ロ
コ
ロ

ナ
の
政
策
が
解
か
れ
て
、
一
斉

に
中
国
の
人
が
動
き
出
し
た
ら

コ
ロ
ナ
や
風
邪
が
流
行
っ
て
薬

が
足
り
な
い
ら
し
い
。﹁
み
ん

な
か
ら
薬
を
頼
ま
れ
て
﹂
と
笑

っ
て
ま
し
た
。
彼
女
が
言
う
に

は
﹁
日
本
の
家
庭
っ
て
、
み
ん

な
常
備
薬
持
っ
て
る
で
し
ょ
。

で
も
中
国
の
人
は
意
外
と
持
っ

て
な
く
て
、
一
斉
に
買
う
か
ら

品
不
足
で
大
変
な
の
よ
﹂。
国

に
よ
っ
て
い
ろ
ん
な
事
情
が
あ

る
み
た
い
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
の

物
価
高
と
の
戦
い
は
ま
だ
ま
だ

続
き
そ
う
で
す
。
わ
た
し
の
周

囲
の
経
営
者
は
言
っ
て
ま
す
。

﹁
給
料
を
上
げ
て
も
社
会
保
障

料
や
税
金
も
上
が
る
か
ら
恩
恵

を
分
か
っ
て
も
ら
え
な
い
﹂。

２
０
２
３
年
は
﹁
賢
く
節
約
と

楽
し
く
稼
ぐ
﹂
が
キ
ー
ワ
ー
ド

で
す
。

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。﹁
笑
い
﹂

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
﹁
元
気
セ
ラ
ピ

ー
︵
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
︶﹂

﹁
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
︵
中
経
出
版
︶﹂
な

ど
多
数
。

﹁
値
上
が
り
ラ
ッ
シ

ュ
の
日
本
で
す
﹂

　

﹁
信
楽
焼
〜
伝
統
陶
芸
の
可

能
性
を
探
る
現
代
作
家
ズ
ー
ム

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

〜
﹂
が
23
日
︵
木
︶
午
後
５
時

か
ら
開
催
さ
れ
る
。信
楽
焼
は
、

窯
で
焼
か
れ
る
中
で
自
然
に
で

き
る
灰
釉
や
、
温
か
み
の
あ
る

火
色
が
特
徴
的
な
日
本
六
古
窯

の
ひ
と
つ
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

ミ
シ
ガ
ン
大
学
美
術
館
で
開
催

中
の
信
楽
焼
テ
ー
マ
の
展
覧
会

﹁C
lay as Soft Pow

er

﹂
の

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
及
部
奈
津
、
滋

賀
県
信
楽
で
作
家
及
び
指
導
者

と
し
て
活
躍
す
る
大
谷
司
朗
、

日
本
で
陶
芸
を
学
び
米
国
在
住

の
ピ
ー
タ
ー
・
カ
ラ
ス
を
迎
え
、

21
世
紀
に
お
け
る
信
楽
焼
に
つ

い
て
考
察
す
る
。 視聴希望者はリンク

（https://us02web.zoom.us/webinar/
register/WN_nNCOZ1X4ThKQJEeN2HtfVw）

から登録する。

信
楽
焼
の
可
能
性
を
探
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
23
日
に

　

エ
ル
サ
レ
ム
の
世
界
ホ
ロ
コ

ー
ス
ト
記
憶
セ
ン
タ
ー
︵Y

ad 
V

ashem

︶

と

米

国Y
ad 

V
ashem

協
会
は
４
月
19
日

︵
水
︶
午
後
７
時
か
ら
、
カ
ー

ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
レ
ラ
・
ア
ウ

エ
ル
バ
ッ
ハ
の
交
響
曲
第
6
番

﹁V
essels of Light

﹂
を
米

国
初
演
す
る
。

　

ソ
ロ
・
チ
ェ
ロ
、
合
唱
団
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
た
め
の
こ
の

交
響
曲
は
、
第
２
次
世
界
大
戦

中
に
何
千
人
も
の
ユ
ダ
ヤ
人
難

民
を
救
っ
た
在
リ
ト
ア
ニ
ア
日

本
副
領
事
、
杉
原
千
畝
の
英
雄

的
な
行
い
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ

れ
た
も
の
。
世
界
的
に
著
名
な

日
系
イ
ス
ラ
エ
ル
人
チ
ェ
リ
ス

ト
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ナ
・
レ
イ

コ
・
ク
ー
パ
ー
を
ソ
リ
ス
ト
に

迎
え
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ン
・

オ
ル
ベ
リ
ア
ン
指
揮
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
シ
テ
ィ
オ
ペ
ラ
管
弦
楽

団
・
合
唱
団
と
と
も
に
演
奏
さ

れ
る
。
ま
た
、
杉
原
が
難
民
の

守
護
天
使
と
な
っ
た
こ
と
を
象

徴
す
る
田
中
カ
レ
ン
に
よ
る

﹁
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
・
エ
ン
ジ
ェ

ル
﹂
も
演
奏
さ
れ
る
。

　

入
場
料
は
50
ド
ル
。
チ
ケ

ッ
ト
・
詳
細
は
カ
ー
ネ
ギ
ー

ホ
ー
ル
公
式
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.carnegiehall.org/

杉
原
千
畝
を
象
徴
す
る

守
護
天
使
を
演
奏

今週の参加アーティスト

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
写
真

家
、
加
藤
彰
三
は
、
１
９
７
５

年
東
京
美
術
学
校
卒
業
後
、
東

京
麻
布
ス
タ
ジ
オ
を
経
て
70
年

代
は
、
加
納
典
明
写
真
事
務
所

の
チ
ー
フ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
芸

能
、
政
治
、
シ
ネ
マ
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
分
野
で
活
躍
し
た
。　

　

石
原
慎
太
郎
、
黒
澤
明
、
勝

新
太
郎
、
三
船
敏
郎
、
浅
野
ゆ

う
子
、
山
口
百
恵
な
ど
の
雑

誌
、
映
画
ポ
ス
タ
ー
の
撮
影
を

行
う
。
82
年
に
来
米
し
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
読
売
プ
レ
ス
社
入

社
。
88
年
独
立
し
加
藤
彰
三
ス

タ
ジ
オ
を
設
立
。
現
在
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
ニ
ュ
ー
ロ
ッ
シ
ェ
ル

に
写
真
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ
を
構

え
て
い
る
。
写
真
家
と
し
て
の

顔
の
ほ
か
剣
道
家
︵
剣
道
教
士

８
段
／
居
合
道
教
士
7
段
︶
と

し
て
も
知
ら
れ
、
40
年
前
に
加

藤
が
設
立
し
た
﹁
Ｎ
Ｙ
士
道
舘

剣
道
居
合
道
場
﹂
の
代
表
と
し

て
指
導
・
運
営
・
大
会
イ
ベ
ン

ト
を
行
う
。﹁
私
は
、
時
代
を

超
越
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
追
求
し

て
い
ま
す
。
特
に
古
典
的
な

一
枚
一
枚
丹
精
込
め
て
手
で

磨
い
た
レ
ン
ズ
の
使
用
に
よ

り
、
時
代
を
超
え
た
イ
メ
ー

ジ
を
追
求
し
て
い
る
﹂。
広
島

県
出
身
。
同
ス
タ
ジ
オ
で
は

ア
ナ
ロ
グ
写
真
に
よ
る
ポ
ー

ト
レ
ー
ト
撮
影
な
ど
も
行
っ

て
い
る
。
詳
細
は
週
刊
Ｎ
Ｙ

生
活
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

https://
nyseikatsu.com

/gallery/
project/021kato/

写
真
家

加
藤
彰
三

武道と美術の

精神的つながりを

探究

“Energetic charge to mind” “「心に気の充電」

　本紙が主催するオンライン「週刊ＮＹ生
活 ギ ャ ラ リ ー」（https://nyseikatsu.com/
gallery/）では、２０２３年度の作家を募集
しています。ニューヨークで個展、グループ
展に参加したり将来何らかのＮＹにおける企
画展に参加する予定のある人。作家のポート
フォリオ、顔写真、絵画、写真、彫刻などの
作品を期限１年間で掲載。参加料金は、作品
を最大 10 点まで展示で年間 200 ドル。作家
にとっては、作品を展示して多くの読者に見
てもらえるだけなく、自分の作品を広く一般
に販売するチャンネルとして利用できる。同
ギャラリーは、本紙「週刊ＮＹ生活」のウェ
ブサイト（www.nyseikatsu.com）で常設展
示されている。問い合わせは電話 (212)213-
6069 またはＥメール　miura@nyseikatsu.
com   担当・編集部・三浦まで。

週刊 NY 生活ギャラリー
2023 年度参加者受付中

http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
http://kiku-ny.com
http://www.startsnewyork.com
tel:9176780297
tel:2122136069
tel:2122136069
https://www.carnegiehall.org/
https://www.carnegiehall.org/
https://www.carnegiehall.org/
https://www.carnegiehall.org/
http://www.nyseikatsu.com
https://nyseikatsu.com/gallery/
https://nyseikatsu.com/gallery/project/021kato/
https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_nNCOZ1X4ThKQJEeN2HtfVw


　

２
０
２
３
年
も
あ
っ
と
い
う

間
に
2
月
、
今
年
の
旅
行
計
画

始
め
て
ま
す
か
？
コ
ロ
ナ
禍
以

降
人
気
急
上
昇
中
の
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
カ
ー
旅
行
に
、
今
回
ア
ム

ネ
ッ
ト
ス
タ
ッ
フ
が
実
際
に
行

っ
て
き
ま
し
た
！
運
転
が
難
し

そ
う
…
ど
こ
に
行
け
ば
い
い

の
？
4
泊
5
日
の
体
験
記
を
お

届
け
し
ま
す
。
︵
全
行
程
：
約

１
８
１
マ
イ
ル
︶

︻
1
日
目
︼
レ
ン
タ
ル
手
続
き

　

ま
ず
は
ラ
ス
ベ
ガ
ス
市
内
の

ホ
テ
ル
か
らU

ber

で
レ
ン
タ

ル
営
業
所
へ
。
手
続
き
は
と
て

も
簡
単
で
、
約
1
時
間
半
〜
2

時
間
で
完
了
し
ま
す
。
車
両
へ

乗
り
込
ん
だ
ら
い
ざ
出
発
！
ス

ー
パ
ー
へ
立
ち
寄
り
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ

用
の
食
材
や
飲
み
物
な
ど
を
購

入
。
最
初
は
恐
る
恐
る
の
運
転

で
し
た
が
、
道
も
広
く
車
も
少

な
い
の
で
普
段
運
転
を
し
な
い

女
性
ス
タ
ッ
フ
で
も
す
ぐ
に
運

転
に
慣
れ
ま
し
た
。

●
ザ
イ
オ
ン
国
立
公
園

　

公
園
を
横
切
る
マ
ウ
ン
ト
・

カ
ー
メ
ル
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
走

り
、
次
々
に
現
れ
る
絶
景
を
堪

能
。
途
中
に
あ
る
ト
ン
ネ
ル
は

内
部
か
ら
見
え
る
空
気
穴
が

絵
の
フ
レ
ー
ム
の
よ
う
に
な

り
﹁
ギ
ャ
ラ
リ
ー
﹂
と
い
う
ニ

ッ
ク
ネ
ー
ム
も
付
い
て
い
る
の

で
、
お
見
逃
し
な
く
。
ト
ン
ネ

ル
を
抜
け
る
と
﹁
チ
ェ
ッ
カ
ー

ボ
ー
ド
・
メ
サ
﹂
と
呼
ば
れ
る

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
。
こ
こ
で
車

を
停
め
て
フ
ォ
ト
タ
イ
ム
！
キ

ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
も
楽
々
駐
車

で
き
ま
す
。

︻
2
日
目
︼
ホ
ー
ス
シ
ュ
ー
・

ベ
ン
ト

　

ア
リ
ゾ
ナ
州
の
人
気
絶
景
ス

ポ
ッ
ト
。
車
を
駐
車
場
に
停

め
、
舗
装
さ
れ
た
ト
レ
イ
ル
を

15
分
ほ
ど
歩
い
た
先
に
あ
る
崖

を
見
下
ろ
す
と
、
コ
ロ
ラ
ド
川

の
侵
食
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た

絶
景
が
！
３
０
０
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
崖
に
は
柵
も
ロ
ー
プ
も

な
く
、
ス
リ
ル
満
点
の
場
所
で

す
。
車
に
戻
っ
た
ら
温
か
い
コ

ー
ヒ
ー
を
淹
れ
て
車
内
で
一
休

み
。キ
ッ
チ
ン
も
完
備
な
の
で
、

温
か
い
・
冷
た
い
も
の
を
い
つ

で
も
口
に
で
き
る
の
は
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
カ
ー
の
特
権
で
す
。

●
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
・
キ
ャ
ニ
オ

ン
　

ペ
イ
ジ
近
郊
の
ナ
バ
ホ
族
の

居
住
地
区
に
あ
る
奇
妙
な
造
形

を
し
た
砂
岩
に
囲
ま
れ
た
渓
谷

で
、
こ
こ
に
し
か
な
い
美
し
い

風
景
を
楽
し
め
ま
す
。
ツ
ア
ー

へ
の
参
加
が
必
須
で
、
ツ
ア
ー

に
よ
り
お
子
さ
ま
の
年
齢
制
限

が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
事

前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ど
の

角
度
か
ら
で
も
プ
ロ
並
み
の
映

え
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク

　

今
晩
の
宿
の
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
に

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。
キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
カ
ー
旅
行
の
際
に
快
適
に
過

ご
せ
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
施
設

が
揃
っ
た
専
用
の
宿
泊
施
設
で

す
。
今
回
到
着
が
遅
れ
受
付
に

間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

指
定
駐
車
場
所
が
書
か
れ
た
紙

が
ド
ア
に
張
り
出
さ
れ
て
い
る

の
で
、
署
名
を
し
て
車
を
停
め

る
だ
け
で
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
は
完

了
。
テ
ー
ブ
ル
や
コ
ン
ロ
も
あ

る
の
で
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
や
星
空
を
楽

し
ん
で
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
を
堪
能
で

き
ま
し
た
。

︻
3
日
目
︼
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
・

バ
レ
ー

　

ア
メ
リ
カ
の
原
風
景
と
も
い

え
る
場
所
。
有
名
な
ビ
ュ
ー
ポ

イ
ン
ト
の
一
つ
は
、
映
画
に
出

て
き
て
一
躍
有
名
に
な
っ
た

﹁
フ
ォ
レ
ス
ト
ガ
ン
プ
・
ポ
イ

ン
ト
﹂。
真
っ
直
ぐ
に
伸
び
た

道
が
と
て
も
印
象
的
で
、
道
路

の
真
ん
中
に
座
っ
て
撮
影
す
る

の
が
人
気
で
す
。

　

そ
し
て
今
夜
の
宿
﹁T

he 
V

iew
 H

otel

﹂
へ
。
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
・
バ
レ
ー
を
一
望
で
き

る
有
名
ホ
テ
ル
で
、
お
部
屋
か

ら
の
景
色
は
圧
巻
で
す
。

︻
4
日
目
︼
グ
ラ
ン
ド
・
キ
ャ

ニ
オ
ン
国
立
公
園

　

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
・
バ
レ
ー
の

日
の
出
は
逃
す
ま
い
と
朝
6
時

か
ら
ス
タ
ン
バ
イ
！
変
わ
っ
て

い
く
空
の
色
を
眺
め
、
ホ
テ
ル

を
出
発
。
グ
ラ
ン
ド
・
キ
ャ
ニ

オ
ン
の
東
側
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か

ら
入
り
、
メ
イ
ン
の
ビ
ュ
ー
ポ

イ
ン
ト﹁
マ
ー
サ
ー
ポ
イ
ン
ト
﹂

ま
で
移
動
。
あ
い
に
く
の
天
気

で
し
た
が
、
壮
大
な
景
色
は
圧

巻
で
す
。
園
内
で
は
循
環
バ
ス

が
各
ト
レ
イ
ル
に
も
連
れ
て
行

っ
て
く
れ
る
の
で
、
観
光
は
と

て
も
簡
単
で
す
。

　

夜
は
園
内
の
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
に

宿
泊
の
は
ず
が
…
雪
が
降
り
始

め
た
の
で
下
山
し
、
麓
の
町
の

ガ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
駐
車

場
で
一
晩
を
過
ご
し
ま
し
た
。

︵
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
醍
醐

味
！
？
︶ 

朝
ま
で
駐
車
場
に
滞

在
可
能
で
、
綺
麗
な
シ
ャ
ワ
ー

や
ト
イ
レ
も
あ
る
の
で
万
が
一

の
時
も
安
心
で
す
。

︻
5
日
目
︼
キ
ン
グ
マ
ン

　

朝
起
き
る
と
辺
り
一
面
真
っ

白
の
銀
世
界
。
予
定
通
り
朝
8

時
に
出
発
し
ま
し
た
が
…
ル
ー

ト
66
の
町
と
し
て
有
名
な
﹁
セ

リ
グ
マ
ン
﹂
に
立
ち
寄
る
予
定

が
、
手
前
で
約
4
時
間
半
の
渋

滞
に
巻
き
込
ま
れ
予
定
が
大
狂

い
！
で
も
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー

だ
っ
た
お
か
げ
で
、
広
い
車
内

で
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
せ
ト
イ
レ

も
行
き
放
題
、
あ
っ
と
い
う
間

の
時
間
で
し
た
。

　

代
わ
り
に
セ
リ
グ
マ
ン
の
隣

町
﹁
キ
ン
グ
マ
ン
﹂
へ
！
イ
ン

ス
タ
映
え
の
ル
ー
ト
66
の
お
店

や
看
板
を
急
い
で
写
真
に
収

め
、
早
々
に
引
き
上
げ
て
ラ
ス

ベ
ガ
ス
へ
向
け
出
発
。

●
返
却

　

午
後
3
時
半
に
無
事
レ
ン
タ

ル
営
業
所
に
到
着
、
返
却
手
続

き
も
と
て
も
簡
単
！
︵
約
1
時

間
︶
※
本
来
は
午
前
11
時
ま
で

の
返
却
が
必
要
で
す
。
渋
滞
な

ど
で
大
幅
に
遅
れ
る
場
合
は
、

事
前
に
営
業
所
に
連
絡
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

駆
け
足
で
の
体
験
談
と
な
り

ま
し
た
が
、
い
か
が
で
し
た
で

し
ょ
う
か
？
実
際
に
乗
っ
て
み

て
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
良
さ

が
ま
す
ま
す
実
感
で
き
る
旅
で

し
た
！
慣
れ
て
し
ま
え
ば
運
転

も
簡
単
で
、
使
い
勝
手
も
良
い

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
。
今
年
こ

そ
思
い
切
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

旅
行
会
社 

ア
ム
ネ
ッ
ト 

バ
ケ

ー
シ
ョ
ン
／
テ
ー
マ
パ
ー
ク
デ

ス
ク

amnet-usa.com
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キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
旅
行
っ
て
実
際
ど
う
な
の
？
！

ア
ム
ネ
ッ
ト
ス
タ
ッ
フ
が
実
際
に
体
験
し
て
き
ま
し
た
！

 第 451 回

　

京
都
の
折
上
稲
荷
︵
お
り
が

み
い
な
り
︶
神
社
境
内
に
あ
る

稲
荷
塚
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
約
１
５
０
０
年

前
の
も
の
で
、
伏
見
稲
荷
と
と

も
に
最
古
の
稲
荷
神
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
で
も

多
く
み
ら
れ
る
レ
イ
ラ
イ
ン

︵
聖
地
と
聖
地
が
一
直
線
上
で

結
ば
れ
る
︶
が
伏
見
稲
荷
と
折

上
稲
荷
で
結
ば
れ
て
お
り
、
伏

見
稲
荷
の
奥
の
宮
と
し
て
よ
り

強
い
御
利
益
が
得
ら
れ
る
と
も

言
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

稲
荷
塚
に
は
、﹁
長
橋
御
局

︵
な
が
は
し
の
お
つ
ぼ
ね
︶
様

腰
掛
け
石
﹂
と
い
う
石
が
あ

り
、
江
戸
末
期
、
宮
中
の
女
官

で
あ
っ
た
長
橋
御
局
が
参
拝
し

た
際
に
座
っ
た
石
と
い
わ
れ
、

後
に
モ
ル
ガ
ン
お
雪
も
ご
利
益

を
い
た
だ
こ
う
と
座
っ
た
こ
と

か
ら
、
女
性
が
幸
せ
に
な
る
御

利
益
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、﹁
ひ
ょ
う
た
ん
大
神
﹂

も
、
お
雪
が
い
つ
も
持
っ
て
い

た
ひ
ょ
う
た
ん
の
お
守
り
の
神

を
祀
り
、
女
性
の
玉
の
輿
、
良

縁
、
出
世
に
ご
利
益
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
モ
ル
ガ
ン
お
雪
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。　

舞
台
や

小
説
に
も
な
っ
た
マ
ダ
ム
・
バ

タ
フ
ラ
イ
︵
蝶
々
夫
人
︶
は
知

っ
て
い
て
も
、
同
様
に
話
題
と

な
っ
た
モ
ル
ガ
ン
お
雪
の
こ
と

は
、
今
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
よ
う
で
す
。﹁
日
本
の

シ
ン
デ
レ
ラ
﹂
と
呼
ば
れ
た
モ

ル
ガ
ン
お
雪
︵
本
名
は
加
藤
雪　

１
８
８
１-

１
９
６
３
︶
は
、

祇
園
の
芸
妓
︵
芸
妓
名
は
雪
香
︶

で
、
世
界
三
大
財
閥
で
あ
る
モ

ル
ガ
ン
一
族
の
大
富
豪
Ｊ
Ｐ
モ

ル
ガ
ン
の
甥
で
あ
る
ジ
ョ
ー

ジ
・
モ
ル
ガ
ン
と
、
当
時
4
万

円
︵
現
在
の
約
8
億
円
相
当
︶

と
い
う
莫
大
な
身
請
け
金
に
よ

り
引
き
取
ら
れ
、
結
婚
し
ま
し

た
。
当
時
ア
メ
リ
カ
で
は
排
日

法
が
施
行
さ
れ
て
お
り
ア
メ
リ

カ
へ
の
帰
化
は
許
可
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
パ
リ
の
社
交
界

で
華
々
し
く
活
躍
し
、
女
性
が

国
際
社
会
に
進
出
し
た
明
治
期

に
世
界
に
日
本
女
性
の
存
在
を

知
ら
し
め
た
一
人
で
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
夫
は
44
歳
で
病
死

し
、
京
都
に
戻
っ
た
彼
女
は
カ

ト
リ
ッ
ク
の
信
者
と
な
り
上
高

野
の
教
会
に
通
い
な
が
ら
慎
ま

し
く
暮
ら
し
、
81
歳
で
亡
く
な

っ
た
の
で
す
。

　

京
都
に
は
モ
ル
ガ
ン
お
雪
ゆ

か
り
の
場
所
が
い
く
つ
か
あ

り
、
宅
跡
は
現
在
ラ
ー
メ
ン

店
﹁
五
行
﹂
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
ト
リ
ッ
ク
衣
笠
教
会

は
お
雪
が
寄
付
し
た
も
の
で
、

ウ
エ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
7
階

の
﹁
佳
水
園
﹂
の
入
口
に
も
お

雪
が
寄
贈
し
た
灯
籠
が
あ
り
ま

す
。
晩
年
、
お
雪
は
亡
く
な
っ

た
夫
を
追
っ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
に

改
宗
し
ま
し
た
が
、
親
族
の
希

望
で
東
福
寺
の
塔
頭
・
同
聚
院

に
分
骨
さ
れ
、
お
墓
に
は
現
在

も
ア
メ
リ
カ
か
ら
モ
ル
ガ
ン
家

の
関
係
者
が
訪
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
折
上
稲
荷
神
社
と
同
聚

院
で
は
、
彼
女
に
ち
な
ん
だ
御

朱
印
を
授
か
る
こ
と
が
で
き
、

働
く
女
性
の
た
め
の
守
り
神
・

守
り
本
尊
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
神
戸
に
は
、
源
平
合

戦
の
際
、
壇
ノ
浦
で
祖
母
に
抱

か
れ
て
入
水
し
た
安
徳
天
皇
を

祀
る
﹁
安
徳
宮
﹂
の
正
面
に
灯

籠
2
基
が
あ
り
、
1
基
の
裏
面

に
は
﹁
モ
ル
ガ
ン
ユ
キ
﹂
の
刻

印
が
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

隣
に
並
ぶ
﹁
加
藤
コ
ト
﹂
は
、

お
雪
の
母
親
と
さ
れ
て
お
り
、

寄
進
さ
れ
た
の
は
１
９
１
１

︵
明
治
44
︶
年
で
、
１
０
０
年

以
上
の
時
が
経
ち
ま
す
が
、
戦

後
も
宝
塚
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

﹃
モ
ル
ガ
ン
お
雪
﹄
が
上
演
さ

れ
る
な
ど
、
今
も
そ
の
名
が
伝

わ
り
ま
す
。

︵
文
・
栗
原
祐
司 

京
都
国
立
博

物
館
副
館
長
︶

モルガンお雪

https://nyseikatsu.com/gallery/
https://artofhaiku.org/
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現
代
舞
踊
家
の
田
中
い
づ
み

が
１
月
29
日
、
東
京
墨
田
区
の

両
国
シ
ア
タ
ー
Ｘ
︵
カ
イ
︶
で
、

日
舞
、
ス
ペ
イ
ン
、
韓
国
、
中

国
の
舞
踊
家
た
ち
で
構
成
さ

れ
た
グ
ル
ー
プ
﹁peace by 

dance

﹂
の
公
演
﹁
生
命
︵
い

の
ち
︶
の
樹
﹂
を
行
っ
た
。 

　

田
中
は
、
１
９
８
７
年
か
ら

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
本
格

的
な
舞
踊
活
動
を
開
始
し
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
舞
踊
教
育
学

科
の
講
師
を
務
め
る
な
ど
20
年

間
Ｎ
Ｙ
の
現
代
舞
踊
界
で
活
躍

し
た
。
帰
国
後
は
、
数
々
の
作

品
を
制
作
、
発
表
、
母
の
石
川

須
妹
子
氏
と
主
催
す
る
ダ
ン
ス

ア
カ
デ
ミ
ー
で
指
導
す
る
傍

ら
、
現
代
舞
踊
協
会
の
常
務
理

事
と
し
て
、
現
代
舞
踊
の
発
展

に
努
め
て
い
る
。
２
０
０
０
年

以
降
は
特
に
地
球
環
境
を
危
惧

し
た
作
品
を
発
表
し
て
お
り
、

世
代
や
ジ
ャ
ン
ル
は
異
な
る
が

共
通
し
て
﹁
つ
な
が
り
あ
っ
て

の
平
和
﹂
を
願
う
同
志
た
ち
と

同
グ
ル
ー
プ
を
創
設
し
た
。 

　

演
目
第
１
作
目
は
、
田
中
が

ス
ペ
イ
ン
舞
踊
家
の
池
谷
香
名

子
と
中
国
舞
踊
家
の
鈴
木
彩

乃
の
た
め
に
振
付
し
た
新
作

﹁dialogue

﹂。
２
人
は
、
田

中
が
舞
台
で
よ
く
身
に
着
け
る

ナ
チ
ュ
ラ
ル
カ
ラ
ー
の
丈
が
長

め
の
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
と
パ
ン
タ

ロ
ン
姿
で
、
舞
台
中
心
に
大
樹

を
想
定
し
、
そ
の
大
樹
を
通
し

て
想
い
を
交
わ
す
様
子
を
踊
り

と
そ
れ
に
伴
う
気
持
ち
で
表
現

し
た
。
田
中
は
﹁
こ
の
大
樹
は

﹃
私
の
よ
う
な
も
の
﹄
で
、
現

代
舞
踊
と
い
う
新
た
な
分
野
に

挑
戦
す
る
２
人
を
見
守
っ
て
い

る
﹂
と
語
っ
た
。 

　

第
３
作
品
目
の
日
舞
の
花
柳

面
氏
振
付
﹁
秘
花
︵
ひ
か
︶﹂
は
、

ピ
ン
ク
系
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
カ
ラ

ー
の
シ
ン
プ
ル
な
ワ
ン
ピ
ー
ス

の
衣
装
で
田
中
が
出
演
。
同
作

品
は
室
町
時
代
の
猿
楽
師
、
世

阿
弥
が
記
し
た
能
言
論
書
﹁
風

姿
花
伝
﹂
に
あ
る
﹁
真
の
花
は

散
ら
で
残
り
し
﹂
を
基
に
、
密

や
か
な
が
ら
凛
と
生
き
る
花
を

魅
せ
る
。
田
中
に
と
っ
て
は
初

の
日
舞
の
振
付
で
﹁
日
舞
は
振

り
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、

普
段
は
足
を
上
げ
る
な
ど
の
テ

ク
ニ
ッ
ク
や
大
振
り
な
動
き
が

入
る
現
代
舞
踊
家
の
自
分
と
し

て
は
、
限
ら
れ
た
動
き
や
ボ
リ

ュ
ー
ム
の
演
出
で
ど
う
表
現
で

き
る
か
が
勝
負
ど
こ
ろ
だ
っ

た
。
花
柳
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス

﹃
い
づ
み
さ
ん
は
身
体
は
よ
く

動
く
し
何
で
も
で
き
て
し
ま
う

か
ら
、
今
回
は
我
慢
し
て
、
思

う
よ
う
に
動
け
な
い
人
の
よ
う

に
窮
屈
な
な
か
か
ら
動
き
を
練

り
だ
す
よ
う
に
﹄
は
と
て
も
勉

強
に
な
っ
た
﹂と
話
し
て
い
る
。 

　

最
後
は
、
５
人
の
メ
ン
バ
ー

が
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
も

白
に
統
一
し
た
衣
装
で
演
目

﹁
生
命
の
樹
﹂
を
踊
っ
た
。
昨

年
９
月
か
ら
制
作
を
ス
タ
ー
ト

し
、
ま
ず
作
品
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
﹁
色
と
り
ど
り
の
花
々
も
根

本
は
一
つ
。
一
つ
の
源
を
分
か

ち
合
っ
て
生
き
、
す
べ
て
は
一

つ
に
繋
が
る
﹂
に
決
め
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
で
活
躍
す

る
多
忙
な
５
人
だ
が
、
週
２
回

は
時
間
を
作
り
、
作
品
と
舞
台

の
構
成
、
振
付
、
練
習
、
修
正

を
繰
り
返
し
な
が
ら
試
行
錯
誤

し
本
番
に
至
っ
た
。
同
作
品
で

は
、
金
と
銀
の
水
引
き
で
き
た

﹁
樹
の
根
、
つ
ま
り
魂
﹂
の
オ

ブ
ジ
ェ
を
使
う
場
面
も
あ
り
、

﹁
道
は
違
う
が
、
同
じ
志
の
も

と
に
踊
り
を
通
し
て
﹃
生
命
の

大
切
さ
﹄を
５
人
で
表
現
し
た
﹂

と
い
う
。︵
浜
崎
都
記
者
、写
真
・

清
水
洋
子
︶ 

現
代
舞
踊
家
の
田
中
い
づ
み 

樹
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
舞
台
で
伝
え
る

　

グ
ラ
ミ
ー
賞
受
賞
者
の
徳
永

慶
子
が
設
立
し
た
室
内
楽
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ウ
ォ

ー
ヴ
ン
︵IN

T
E

R
W

O
V

E
N

︶

の
コ
ン
サ
ー
ト
が
３
月
11
日

︵
土
︶
午
後
２
時
か
ら
、
レ
ゾ

ボ
ッ
ク
ス
・
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ

ジ
︵
東
３
丁
目
91
番
地
、
電
話

２
１
２
・
５
９
８
・
５
９
９
３
︶

に
て
、
Ｃ
Ｒ
Ｓ
と
レ
ゾ
ボ
ッ
ク

ス
と
の
初
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
開
催
さ
れ
る
。
出
演
は
木
村

伶
香
能
︵
三
味
線
／
声
楽
︶
、

ア
ン
デ
ィ
・
リ
ン
︵
二
胡
／
ビ

オ
ラ
︶
、
ア
レ
ッ
ク
ス
・
フ
ォ

ー
テ
ス
︵
バ
イ
オ
リ
ン
︶
、
徳

永
慶
子
︵
バ
イ
オ
リ
ン
︶
、
ナ

ン
チ
ェ
ン
・
チ
ェ
ン
︵
チ
ェ

ロ
︶
。JungY

oon W
ie

の
﹁A

 
Popular T

une

﹂
、

中

能

島

欣
一
の
﹁
赤
壁
賦
﹂
な
ど
、
和
・

漢
・
洋
で
構
成
さ
れ
た
楽
曲
を

演
奏
す
る
。

　

入
場
料
は
30
ド
ル
︵
学
生
15

ド
ル
、
シ
ニ
ア
20
ド
ル
︶
。
チ

ケ
ッ
ト
はeventbrite.com

か
ら
、
も
し
く
は
当
日
会
場
で

現
金
に
て
購
入
で
き
る
。

インターウォーヴン
コンサート3月11日

　

磁
器
土
を
使
い
な
が
ら
も
羽

根
の
よ
う
に
軽
く
、
透
け
る
よ

う
に
薄
く
作
る
、
新
進
気
鋭
の

陶
芸
家
・
松
本
治
幸
の
作
品
が

イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
に
あ
る
和

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

マ
カ
リ
︵
３
番
街
97
番
地
、
12

丁
目
と
13
丁
目
の
間
︶
で
展
示

販
売
さ
れ
て
い
る
。

　

松
本
は
１
９
８
３
年
、
鳥
取

県
生
ま
れ
。
現
在
は
滋
賀
県
在

住
で
日
本
各
地
で
展
示
会
を
開

催
す
る
人
気
作
家
で
あ
る
。
穴

窯
で
焼
成
さ
れ
た
オ
ブ
ジ
ェ
作

品
に
は
、
窯
の
中
で
火
が
あ
た

り
、
薪
の
灰
が
か
か
っ
た
箇
所

が
自
然
と
膨
れ
上
が
り
、
素
材

が
変
化
す
る
様
子
が
現
れ
て
い

る
。
ガ
ラ
ス
の
よ
う
な
繊
細
さ

と
焼
物
の
力
強
さ
が
同
居
す
る

松
本
の
作
品
を
見
ら
れ
る
の

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
こ
こ

だ
け
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
９
９
５
・
５
８
８
８
ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://w
w

w
.them

akari.
com

を
参
照
。

マ
カ
リ
で
松
本
治
幸
作
品
販
売

　

世
界
各
地
で
作
品
を
精
力
的

に
発
表
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
神

谷
香
扶
里
に
よ
る
個
展
﹁
ロ
ン

グ
・
エ
ク
リ
プ
ス
﹂
が
３
月
２

日
︵
木
︶
か
ら
26
日
︵
日
︶
ま
で
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ア
モ
ス
エ
ノ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
︵56 B

ogart 

St.

︶
で
開
催
さ
れ
る
。

　

神
谷
は
日
本
大
学
芸
術
学
部

彫
刻
科
大
学
院
で
彫
刻
を
学

び
、
富
士
浅
間
神
社
の
神
像
制

作
と
奉
納
、
銀
座
、
上
野
等
で

個
展
を
開
催
。
２
０
０
６
年
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
渡
り
、
ス
ク

ー
ル
・
オ
ブ
・
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア

ー
ト
の
大
学
院
で
よ
り
幅
広
い

ア
ー
ト
に
つ
い
て
学
ぶ
。
14
年

に
映
像
作
品
に
よ
る
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
の
個
展
を
開
催
し
、

20
年
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
中
に
制
作

し
た
彫
刻
的
な
フ
ェ
イ
ス
マ
ス

ク
が
、
ハ
ド
ソ
ン
バ
レ
ー
コ
ン

テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
美
術
館
の
賞
を

受
賞
し
た
。
神
谷
の
Ｎ
Ｙ
初
と

な
る
同
展
で
は
作
家
自
身
が
近

年
経
験
し
た
、
母
親
に
な
る
こ

と
、
ア
ジ
ア
ン
ヘ
イ
ト
、
そ
し

て
親
愛
な
る
人
と
の
死
別
を
も

と
に
、
人
間
の
普
遍
的
な
営
み

と
は
何
か
を
彫
刻
と
絵
画
で
表

現
し
て
い
る
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
木

〜
日
曜
の
正
午
か
ら
午
後
６
時

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://w
w

w
.am

osen
o.

org

を
参
照
す
る
。

神谷香扶里展
ロング・エクリプス

ブルックリンで

楽しい

 

週
刊
Ｎ
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生
活

デ
ジ
タ
ル
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 www.nyseikatsu.com

https://america-keitai.com/
http://www.themakari.com
https://www.amoseno.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com


～個別相談実績１００件以上　日本に帰国してアクティブアダルトライフを～ 
日本への帰国をサポート「FURUSATO PROJECT」

FURUSATO PROJECT
無料会員の特典

活動/サポート内容

サポート実績

FURUSATO PROJECT
有料会員の特典

無料/有料会員申込のお問い合わせ、日本帰国支援についてのご相談は下記のNY支部までメールにてご連絡ください。

・日本帰国に有益な情報が月1回メルマガ（無料会員版）
で届く

・セミナー情報の案内が優先的に届く

・お悩みに対してNY相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報を知れる

・日本本帰国サポート

・日本一時帰国サポート

・オンライン日本帰国準備
コンサルティングサポート

・各プロフェッショナルご
紹介（米国公認会計士、
ファイナンシャルプラン
ナーなど）

・オンライン日本帰国セミ
ナー

・オンライン個別相談

・有料会員向けコンテンツ
配信（メルマガ、シーク
レットセミナー等）

・個別相談件数１００件
以上

・日本完全帰国、日本一時
帰国、米国公認会計士や
ファイナンシャルプラン
ナーによるお金や税務の
サポート、健康個別サ
ポートその他多数の実績

・ＮＹ、ＮＪ、ボストン、
ＬＡで現地セミナー開催
（参加者合計２００名
以上）

無料会員の特典をさらにパワーアップした、有料会員限定
の特典です。

・有料会員限定の日本帰国に有益な情報が月1回メルマガ
で届く

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員の
方同士でオンライン、オフラインで繋がれる）

・セミナーの優先案内と優先申込

・ワークショップセミナーに参加できなかった方に後日
セミナーの動画配信

・有料会員限定のイベントに参加

・FURUSATO PROJECT支援サービスを特別価格にてご
提供

・少人数制のシークレットセミナーの参加費無料（一般
参加は２０００円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受けられ
ます。

・会費：月１６５０円（税込）

NY 支部：FURUSATO PORJCT NY 事務局相談窓口 hisamatsu@nyseikatsu.com　NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　久松　茂
＜運営＞一般社団法人 NEXT GENERATION　■東京本部：FURUSATO PROJECT 事務局

　

﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
を
発
行
す
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
が
窓
口
と
な
っ

て
２
０
２
０
年
末
に
立
ち
上
げ
た
、
日

本
帰
国
支
援
サ
ー
ビ
ス
﹁FU

RU
SA

T
O

 
PRO

JECT

﹂
の 

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

す
が
、
お
陰
様
で
こ
の
１
年
で
約
１
０
０

名
が
参
加
頂
け
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、﹁
ア
ク
テ

ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、

こ
れ
か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ど
の
よ
う

に
過
ご
し
て
い
く
の
か
。
日
本
へ
の
帰
国

を
考
え
た
り
、
悩
ん
で
い
る
方
々
に
対
し

て
、﹁
お
金
・
健
康
・
生
活
・
人
間
関
係
﹂

の
4
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
、
一
緒
に
悩

み
を
解
決
し
て
い
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
毎
月
開
催
し
て

き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
考
え
る
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ

ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
は
、﹁
自
分
の
強
み
を
活

か
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
﹂
と

定
義
し
て
い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
し
た
後
、

皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
強

み
を
活
か
し
て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本

の
若
者
を
一
緒
に
元
気
に
し
た
い
!!
そ

う
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
世

界
が
一
変
し
ま
し
た
。
い
つ
何
が
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
と
実
感
し
た
か
ら
こ
そ
、

今
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
主
体
的
に
生
き

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア
ク
テ

ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築
き
、
人
生
よ

り
幸
せ
に
歩
ん
で
い
き
ま
せ
ん
か
？

　

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
、

是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参
加
下
さ

い
。
ま
た
、
将
来
の
参
考
に
し
た
い
と
い

う
現
役
世
代
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま

す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い
て
、
何

か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
、

日
本
の
情
報
が
分
か
ら
な
い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と
し
た
不

安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ
う
な
境

遇
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り

た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
誰
に

相
談
し
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

　

FU
RU

SA
T

O
 PRO

JECT

の
Ｎ
Ｙ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て
抱

え
て
い
る
悩
み
の
解
決
に
繋
が
る
一
歩
を

踏
み
出
せ
る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
今
後
も
さ
ら

に
特
典
を
充
実
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
と

っ
て
良
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き

ま
す
。 

ご
友
人
等
で
お
困
り
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

　

有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
に
、
会

員
へ
の
加
入
は　

Ｎ
Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当　

久

松

茂
︵hisam

atsu@
nyseikatsu.

com

︶
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
申

し
込
み
の
際
は
、
参
加
希
望
者
の
フ
ル
ネ

ー
ム
︵
日
本
語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
︶、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
電
話
番
号
を
明
記
の

う
え
、
有
料
・
無
料
ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
ご
参
加
希
望
か
も
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

「日本でのサービス付き高齢者住宅での暮らし」セミナーのご案内

■日　程： 2023年2月16日（木）米国東部時間 19:00~21:00（質疑応答含め2時間）
■方　法： オンライン（ZOOM）
■参加費：20ドル（クレジットカードでお支払い下さい）■定員：先着10名
■申込方法：①氏名、②電話、③「2月16日セミナー参加希望」と明記の上、
NY事務局　久松　茂までEメールでお申し込みください。hisamatsu@nyseikatsu.com

第一部：「日本に帰国した際にどこに住めば良いのかという考え方と大切なポイント」
 講師：FURUSATO PROJECT事務局

第二部：海外生活帰国者のために河口湖畔に開設されたサ高住「ビレッジ・マサ」の紹介　
 ＊施設運営者から具体的な実際の生活の様子を聞いて、参考にしてください。

2023 年（令和 5 年）2 月11日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［文化・芸能］　　(20  )

 EVENT　 
■ NYC Winter Outing ＝ 2/12 ま で　 オ
フシーズンの冬の NY を楽しむために市
内 5 区で開催される 4 つのキャンペーン。
数百軒が参加する「レストランウィーク」、
1 枚の値段で 2 枚のチケットが購入でき
る「ブロードウエーウィーク」と「マス
トシーウィーク」、滞在が 23％オフにな
る「ホテルウィーク」。組み合わせて冬の
思い出を作ろう。
詳細はhttps://www.nycgo.com/nyc-winter-
outing

MUSIC
■ピンクラグーン 2023 年冬のライブ＝
2/18　19:00　Uke Hut ウクハット（36-01 
36th Ave, Astoria）ウクレレ・デュオのピ
ンクラグーンがロングアイランドシティ
のウクレレ専門店でラブソングを中心と
した曲を演奏する。入場料 $20
詳細は https://www.ukehut-nyc.com
■ TOKALA アンサンブル・コンサート＝
2/18　20:00　CRS（123 4th Ave 3F）日
本と韓国の民俗音楽、ポップミュージッ
ク、中東音楽を融合させた楽曲をアンサ
ンブルで演奏する。出演は永井晶子（ピ
アノ、アコーディオン）、武石聡（パーカッ
ション）、Sita Chay ( バイオリン )。 入場
料：$20（学生 $10）
詳細は https://crsny.org
■ チ ャ リ テ ィ ー イ ベ ン ト「NEW & 
JAPAN」 ＝ 2/20　14:00　CarnegieHall

（57th St ＆ 7th Ave）音楽やパフォーマ
ンスなど、日本の文化を通じて、日米文
化交流、世界平和と文化の向上への貢献
を目指すチャリティーイベント。特別ゲ
ストは『ポケットモンスター』の主題歌
やポケットモンスターのさとしの声で人
気のアニソン歌手、声優の松本梨香さん。
初となるニューヨークのステージで歌を
披露する。その他、ピアノ演奏、殺陣の
パフォーマンス、踊り、着物パフォーマ
ンスなどが披露される。入場無料。
詳細は https://www.carnegiehall.org/

THEATRE/DANCE
■特別上映会「鈴木清順・生誕 100 年」
＝ 2/11 まで　Japan Society（333 E 47th 
St.）日本映画界で異端児的な存在であ
る映画監督・鈴木清順の生誕 100 周年を

記念した特別上映会。約 60 作品の中か
ら厳選した 6 作品の 35 ミリプリントを
上映。入場料：一般 $15、学生・シニア
$12、JS 会員 $10
詳細は https://japansociety.org/

ART
　

■「エレガントないきもの〜日本美術に
見る爬虫類、昆虫、甲殻類」展＝　2/23　
日本ギャラリー（145 W 57th St. 7F）昆虫、
爬虫類、甲殻類を題材にした江戸時代か
ら昭和初期までの日本の美術品を集めた
展示会。ギャラリーとオンラインで開催。
入 場 無 料。 詳 細 は https://nippongallery.
nipponclub.org
■板東綾子の個展「ハッピーファクト
リー」＝ 2/21 まで　International Center 
of CCCS（80 Maiden Lane, 14F）2014
年から続く「永遠の光」シリーズの一環で、
20 年に始めた和紙とアクリル絵の具によ
るコラージュ小品などを展示。入場無料。
詳細は https://artspheres.org/
■「着物スタイル：ジョン・C・ウェバー・
コ レ ク シ ョ ン 展 」 ＝ 2/20 ま で　The 
Metropolitan Museum of Art（1000 Fifth 
Ave.）18 世紀後期から 20 世紀初頭に近
代女性のライフスタイルに適応し用いら
れた T 字型の衣服である着物の流行をた
どる。入場料：大人 $30、シニア $22、
学生 $17、NY 州在住者と NY・NJ・CT
の学生は入場料任意。
詳細は https://www.metmuseum.org/
■クリムト展覧会「Gold in Motion」＝
終 了 日 未 定　Hall des Lumières（49 
Chambers St.）オーストリアの画家グス
タフ・クリムトの有名な絵画作品がオリ
ジナルサウンドとともに、高さ約 9 メー
トルの壁に投影される没入型デジタル
アート展。入場料は一般 $30、65 歳以上
$28、5 〜 16 歳 $15。
詳細は https://www.halldeslumieres.com/
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︵
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︶
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︵
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︶
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︵
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︶
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︶
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Ｓ
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３
３
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︶
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︶
を
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ジ
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作
し
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け
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茂
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。
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JSでアニメ「耳をすませば」
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催
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介
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ケ
イ
コ
目
を
澄
ま

せ
て)

﹄
＝
写
真
＝
三
宅
晶
監

督
、
聴
覚
障
害
者
の
若
い
女
性

︵
岸
井
ゆ
き
の
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が
小
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ボ

ク
シ
ン
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ム
の
経
営
者︵
三

浦
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和
︶
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に
立
ち
続
け
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。

▽
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am
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や
ま
ぶ
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﹄
山
﨑
樹
一
郎
監
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。
岡
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県
真
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台
に
、
父
の
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金
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た
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採
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︵
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︶
と
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来
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︶
を
自
然
素
材
の
料
理
で
も

て
な
す
。
水
上
勉
原
作
、
料
理

担
当
は
土
井
善
晴
。

▽
﹃T

housand and O
ne 

N
ights (

千
夜
、
一
夜)

﹄
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千
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と
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。
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を
背
景
に
、
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者
の
心
情
が
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。
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性
︵
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藤
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ク

ラ
︶
の
依
頼
で
、
弁
護
士
︵
妻

夫
木
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︶
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。
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